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略 語 表

軍A: Armee
情報部防諜担当将校AO: Abwehroffizier
軍団AK: Armeekorps
軍司令部AOK: Armeeoberkommando
連邦公文書館BA:Bundesarchiv
連邦軍事公文書館BA-MA:Bundesarchiv-Milit rarchivä

特別行動中隊EK: Einsatzkommando
ＳＳ特別行動隊行動報告EM: Ereignismeldung UdSSR
秘密国家警察Gestapo: Geheime Staatspolizei
秘密野戦警察GFP: Geheime Feldpolizei
軍集団H.Gr. : Heeresgruppe
高級ＳＳ－警察指揮官HSSPF: H herer SS-und Plizeif hrerö ü

刑事警察Kripo: Kriminalpolizei
戦争日誌KTB: Kriegstagebuch

Kor ck: Kommandant des r ckw rtigen Armeegebietesü ü ä

軍後方地域（司令官）

内務人民委員部（ソ連）NKWD
陸軍総司令部OKH: Oberkommando des Heeres
国防軍最高司令部OKW: Oberkommndo der Wehrmacht
秩序警察Orpo: Ordnungspolizei

： 装甲部隊Pz Panzer
RKFDV: Reichskommissar f r die Festung deutschen Volkstumsü

ドイツ民族強化帝国全権委員
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ナチ突撃隊SA: Sturmabteilung
ナチ親衛隊保安情報部SD: SS-Sicherheitsdienst
保安警察Sipo: Sicherheitspolizei
特別中隊SK: Sonderkommando
ナチ親衛隊SS: Schutzstaffel
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はじめに

これまでドイツ第三帝国（ナチス・ドイツ）によるユダヤ人の大量殺戮

（ホロコースト： ）を含む未曾有の重大犯罪は、ナチ親衛隊長Holocaust

官ハインリヒ・ヒムラー( )を頂点とするナチ親衛隊Heinrich Himmler

( )によって引き起され、ドイツ国家の軍隊であるドイツ国SS:Schutzstaffel

防軍( )は国家防衛のために敵国軍隊との戦闘に専念していた為Wehrmacht

に、それらの残虐行為に直接関与する事はなかったと考えられてきた。す

なわち、これが「国防軍潔白神話( )」である。saubere Wehrmacht

HIS Hamburger Institut fürところが近年ハンブルク社会問題研究所( ：

Sozialforschung Verbrechen der) によって「ドイツ国防軍の犯罪展 (

)」がドイツ各地で開催されたのを契機に、ユダヤ人殺戮等のWehrmacht

ナチス・ドイツの政治イデオロギー戦争でのドイツ国防軍の役割がクロー

ズアップされて論議を醸し、この分野の研究も進展してドイツ国防軍によ

る犯罪がドイツ社会で広く認識されるに至った。

この様な独ソ戦期のドイツ第三帝国の政治、軍事、戦争、ユダヤ人殺戮

に関する研究は、米軍が第二次世界大戦の終戦直後にドイツから押収した

「ドイツ押収文書」に頼る従来の段階から、現在は膨大な新史料が発掘さ

れ、それを駆使することによって、以前は注目されなかった新しい分野で

のより詳細な研究の段階へ入ったと考えられる。

そこで本論文は、ドイツを中心に近年急速に進んだ研究成果を踏まえ、

「ドイツ国防軍の犯罪展」での論争を視野に入れて、従来から利用されて

きた「ドイツ押収文書」のみならず、フライブルク連邦軍事公文書館

( )で収集した新史料、及びドイツ統一BA-MA:Bundesarchiv-Milit rarchivä

によってドイツに返還されて利用可能になった旧ベルリン・ドキュメント

センター( )所蔵史料を含むベルリン・リヒタBDC:Berlin Document Center
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ーフェルデ連邦公文書館分館( 所蔵史BA:Bundesarchiv-Berlin-Lichterfelde）

料等を使って、独ソ戦前期における主として作戦地域内でのドイツ国防軍

とユダヤ人殺戮を任務とするＳＳ特別行動隊との関係を解明し、更にドイ

ツ国防軍のユダヤ人殺戮を中心とする未曾有の非人道的犯罪行為に荷担す

るに至る原因とその過程の解明を企図するものである。



- 3 -

Ⅰ 序 論

１ 本論文の問題の所在と意義

１９４１年６月２２日未明、ドイツ国防軍部隊は、約３００万名の大兵

（ ） 。力をもって独ソ国境 分割線 を越えてソ連領内への侵攻作戦を開始した

ドイツの対ソ連侵攻作戦、いわゆるバルバロッサ作戦の開始であった。そ

の前年１９４０年１２月１８日にアドルフ・ヒトラー( )はドイAdolf Hitler

ツ国防軍首脳に対して、来るべき対ソ連戦の基本構想を示し、その実施の

為の準備を命じた。その構想はその際発せられた総統指令第２１号「バル

バロッサ事案」によれば、次の通りであった。

「 、 、ロシア西部のソ連軍を ドイツ装甲部隊の大胆な運用によって殲滅し

有力な敵軍の後方地域への後退を阻止すべし。

その後、迅速な突進により、ソ連空軍が我が領土へ到達することが不可

能な線まで前進する。本作戦の最終到達目標はボルガ－アルハンゲリスク

を結ぶ線を確保して、アジア・ロシア部を孤立させることである。状況に

より、空軍の攻撃によりウラル地域のソ連の最終的工業地域を破砕するこ

とがある 」（１）。

しかし、ドイツのソ連侵攻作戦は総統指令第２１号で示された軍事作戦

だけが全てではなかった 前線後方の占領地域において コミッサール 政。 「 （

治委員）命令( )」に基づくソ連政治委員の処刑、ユダヤKommissarbefehl

人の大量殺害、ロシアの一般住民への迫害が行われ、またソ連軍捕虜の大

量死も発生した。これは政治イデオロギー戦争、民族絶滅戦争、経済収奪

戦争をも含んだ軍事作戦を遙かに超える新しいタイプの戦争であった。そ

こでユダヤ人殺戮等の残虐行為で中心的役割を担ったのが保安警察・親衛

Einsatzgruppen der Sicherheitspolizei und des隊保安情報部特別行動隊(
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〔以下ＳＳ特別行動隊と言う〕であった。保安警Sicherheitsdienstes RFSS）

察・親衛隊保安情報部長官 ＳＳ大将ラインハルト・ハイドリヒ

( ) の 命 令 に よ っ て 国 家 保 安 本 部R e i n h a r d H e y d r i c h

( )の指揮下に編成されたこの部隊は 、RSHA:Reichssicherheitshauptamt （２）

既に１９３９年９月のドイツのポーランド侵攻に際してもドイツ国防軍部

隊に随行し、将来ドイツの敵になる恐れのあるポーランドの指導者層の殺

害及びユダヤ人狩りを行っていた 。 対ソ連侵攻に際しては、新たに総（３）

員約３，０００名から成るＳＳ特別行動隊の４個部隊（Ａ～Ｄ）が編成さ

れ、ドイツ国防軍部隊に後続してソ連に侵攻し、約１００万人 にも及（４）

ぶと言われるソ連在住のユダヤ人の殺戮に中心的な役割を果たしたのであ

る。

このように、ドイツのソ連侵攻作戦の中心的な目標は、ドイツ民族の為

の「生存圏( )の確立」と「反ユダヤ主義」と言うナチズムのLebensraum

中核を成す二つの命題 の実現であった。すなわちドイツ第三帝国の対（５）

ソ連戦は 「東方生存圏の確立」の前提となるドイツ国防軍によるソ連軍、

の撃破と広大なロシアでの占領地獲得の為の軍事作戦の実施、更にもう一

つが「反ユダヤ主義( )」の実現の為のＳＳ特別行動隊によAntisemitismus

るユダヤ人大量殺戮行動から構成される二重戦争であった 。しかし、（６）

この戦争の後者の面、即ち陰の面であるユダヤ人大量殺戮、住民迫害、ソ

連軍捕虜の大量死等の残虐行為は、ナチ親衛隊（ＳＳ）だけによって実行

されたのではない。その様な行為はドイツ国防軍の承認、支持あるいは協

力によって初めて可能だったのであり、やがて国防軍自身もこれらの犯罪

行為に手を染めていく事になる。

しかし、ドイツ国防軍のロシアでの戦争犯罪に対する責任の追求は、１

９４６年にニュルンベルクで開設された「ニュルンベルク国際軍事裁判」

において国防軍最高司令部( )総監でOKW:Oberkommando der Wehrmacht



- 5 -

あったヴィルヘルム・カイテル( )陸軍元帥、同作戦部長のWilhelm Keitel

アルフレート・ヨードル( )上級大将等の国防軍首脳に対してはAlfred Jodl

行われたものの、東部戦線のドイツ国防軍部隊、及びその指導部に対して

は充分に行われなかった。更に１９５０～６０年代、かつて東部戦線で部

隊を指揮したドイツ国防軍の将軍達は、回想録等において残虐行為の責任

をヒトラー唯一人に負せ、ドイツ国防軍の不関与、もしくはヒトラーへの

面従腹背を主張した 。（７）

その後専門家の手によって、東部戦線でのドイツ国防軍自身による通常

の軍事行動以外での残虐行為を中心とする戦争犯罪に深く関与していた事

を示す多くの研究が現れたにも拘らず、依然としてドイツ国民あるいは、

「 、かつて東部戦線で戦闘に参加した旧ドイツ軍人の間では ドイツ国防軍は

国家への義務を果たすべく東部戦線で勇敢に戦った。恥ずべき犯罪行為は

主としてＳＳによって為されたものであり、ドイツ国防軍の積極的な関与

はなかった 」と言う、いわゆる国防軍潔白神話が流布し、ドイツ歴史家。

論争の一部ともなった１９８６年のアンドレアス・ヒルグルーバー著『二

通りの没落』に現れる「ドイツ東部作戦軍によるドイツ国民救済のための

英雄的戦闘 」もこの延長線上にあったと考えられる。（８）

しかしながら近年ドイツでは、１９４１年６月に開始されたドイツ第三

帝国の対ソ連戦を単なる軍事侵攻作戦「バルバロッサ作戦」として捉える

のみならず、ナチズムの政治イデオロギ－を実現するための政治イデオロ

ギ ー 戦 争、 即ち 対ス ラ ブ 人、 さ らに 対 ユダ ヤ 人 「絶 滅戦 争

」 。 、( ) として捉える面が俄に注目されてきた その中でもVernichtungskrieg

ＳＳ特別行動隊によるロシア・ユダヤ人に対する大量殺戮行動のみなら

ず、ドイツ国防軍自身の手による戦争犯罪行為、特にユダヤ人、一般住民

に対する大量殺戮が注目を集めるようになった。

その発端は民間の研究機関であるハンブルク社会問題研究所（ ：HIS
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）が、ドイツ統一後、連邦軍がＮＡHamburger Institut für Sozialforschung

ＴＯ領域外へ活動地域を拡大し、旧ユーゴスラビアへの派遣が論議される

に及んでこれを阻止すべく、１９９５年からハンブルクを皮切りにドイツ

やオーストリア各地で開催した「ドイツ国防軍の犯罪展 」であった。(９)

特に、１９９７年２月から４月までミュンヘン市庁舎で同展が開催され、

ドイツ国防軍将兵によるバルカン半島やロシアでの非戦闘員殺戮の現場写

真が多数展示されるに及んで、連日多数の市民が押し掛けて話題を集める

ことになった。それに対して地元バイエルン州政府与党であるキリスト教

社会同盟（ＣＳＵ ）が反発し、同展は根拠に乏し: Christlich-Soziale Union

い自虐的行為であるとして、大々的に反対運動を展開するに至った。とこ

ろが、そのことが逆にドイツ全土に同展、さらにドイツ国防軍の犯罪行為

そのものの真偽や是非、評価を巡る論争を巻き起こす結果となり、引き続

き同展はドイツ各地で開催されるとともに、討論会の開催や紙上討論が活

発に展開された 。その後同展で展示されていたいくつかの写真がドイ(１０)

ツ国防軍による残虐行為を示すものではなく、ソ連のＮＫＷＤ（内務人民

委員部）による住民殺害の際に撮影されたものである事が判明 して、(１１)

犯罪展の開催は一時延期され、これに乗じて犯罪展反対派が一斉に反撃に

、 、転じるに及んで この問題を巡る論争は当初の開催の意図とはかけ離れて

さらに活発、先鋭化している。

この論争は、その問題がこれまで一部の専門研究者だけに注目され、大

多数の国民や旧ドイツ軍人には、依然として非戦闘員に対する残虐行為は

ナチ親衛隊をはじめとするナチスによる犯罪でドイツ国防軍による積極的

関与はなかったとする「国防軍潔白神話」が流布していたドイツ国内に一

大衝撃を与えることになり、これ以降、ドイツ国防軍自身が荷担した戦争

犯罪が、俄に問題の核心に上るに至ったのである。

しかし、この問題は第三帝国の国防軍及び国防軍軍人の問題に止まらな
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い。何故ならば１９５５年に建軍された現在のドイツ連邦軍( )Bundeswehr

も、プロイセン陸軍の伝統を正統なドイツ軍隊の伝統として受け継ぎ、ヒ

トラー時代のドイツ国防軍においても、１９４４年７月２０日に発生した

ヒトラー暗殺未遂事件（７月２０日事件）参加者を中心とする反ナチ抵抗

運動参加者を正統なドイツ軍隊の伝統の体現者として高く評価し、これら

が伝統的にも精神的にも現在の連邦軍に繋がると考えているからである。

つまり、ヒトラーの世界観（政治イデオロギー）実現の為の対ソ連侵攻に

おいて、ドイツ国防軍が軍事面のみならず政治戦争すなわち軍事行動以外

でのユダヤ人等に対する残虐行為に広範かつ積極的に荷担していたとすれ

ば、従来の「国防軍潔白神話」は完全に崩壊し、更に現在のドイツ連邦軍

の精神的基盤も揺らぎ、軍人の「良心か服従( )」Gewissen oder Gehorsam

の問題を「内面指導( )」と称して軍人に対する精神教育のInnere F hrungü

中心に据えているドイツ連邦軍にとっても重大な問題を提起する事にな

る。何故ならば、ドイツ国防軍がナチズムの政治イデオロギーに基づき、

ロシアでのユダヤ人住民の殺害に積極的に参加していたとすれば、その犯

罪はニュルンベルク国際軍事裁判で規定された「 級戦争犯罪：通常の戦B

」 、 （ ）時国際法に違反する犯罪 ではなく ユダヤ人の大量殺戮 ホロコースト

を処罰する根拠となった「 級戦争犯罪：人道に対する罪」であり、ＳＳC

が犯したユダヤ人大量殺戮（ホロコースト）と同罪になるからである。

この様な問題意識から、本論文はドイツ国防軍側の史料（フライブルク

・ドイツ連邦軍事公文書館所蔵文書）とＳＳ長官ハインリヒ・ヒムラー文

書に含まれるＳＳ特別行動隊行動報告（ワシントンＤ．Ｃ．米国立公文書

館所蔵「押収ドイツ文書 、更にベルリン・リヒターフェルデ連邦公文書」）

館分館所蔵文書を使って、１９４１年東部戦線におけるドイツ陸軍（東部

作戦軍 ）とＳＳ特別行動隊との関係、すなわち戦時作戦地域内に:Ostheer

おける作戦軍と政治的特殊任務を帯びる特別部隊との特殊な政軍関係をケ
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ーススタディとするものであるが、その際更に踏み込んで国家の敵である

敵国軍隊を撃破することを本来の任務とする国防軍が、如何なる理由で、

どの様な過程を経て、本来の軍事的な任務からはずれたユダヤ人及び一般

住民に殺戮という犯罪行為に荷担して行ったのかを明らかにする。

これらの作業によって、第二次世界大戦における最大の戦いである独ソ

戦の開始時点でのヒトラー及びナチ党によるドイツ国防軍に対する支配権

確立の度合も明らかにすることができ、今後ドイツ第三帝国の全期間にわ

たるヒトラー及びナチ党とドイツ国防軍との関係、即ちドイツ第三帝国に

おける政軍関係の全貌の解明への端緒を開くものと考える。

そもそも政軍関係とは、その国の政治と軍事の関係、すなわち政府と軍

の関係、あるいは政治勢力と軍の関係で、これを研究する学問分野を政軍

関係論( )と言う。我が国では研究者も少なく、あまCivil-Military Relations

り注目されてこなかった分野であるが、欧米では、地道に研究が進められ

て膨大な研究成果が蓄積されている。それは政軍関係が、その国家のあり

方の根本に関わり、その解明が国家の存在の基本問題につながるからであ

る 。その意味で、ドイツ第三帝国での政軍関係の解明は、ドイツ第三(１２)

帝国という特異な国家の政治、権力構造の解明に新しい光を当てることに

なると考えられる。

本論文は、軍の作戦地域すなわち東部戦線の戦場において、軍の統制力

が最大限発揮される状況下で特異な政治勢力と軍との間に成立した関係

を、原因、経過も含めて解明するものであるが、その事はドイツ第三帝国

全体の政軍関係の解明への第一歩になると考えられる。何故ならば、ナチ

スの政治勢力（ナチス指導部やＳＳ）は、東部戦線でのＳＳ特別行動隊に

、 （ ）よるユダヤ人殺戮を経て ヨーロッパの全ユダヤ人の殺戮 ホロコースト

へ先鋭化する事になるし、軍（国防軍）では、東部戦線での経験を経て、

ヒトラーとナチスの本質を看破して、国防軍内に反ナチ・反ヒトラー抵抗
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グループが形成されて、１９４４年７月２０日のヒトラー暗殺未遂事件へ

と発展するからである。

２ 先行研究

本論のテーマに関しては、１９５７年に出されたドイツのソ連占領政策

の研究の嚆矢とも言うべきアメリカの研究者アレキサンダー・ダリン著の

『ロシアにおけるドイツの支配 １９４１―１９４５ においても、』（１３）

ドイツの占領地民政については詳述しているものの 「ドイツ国防軍は政、

治的案件については蚊帳の外に置かれていた」として、軍政に関しては殆

ど言及されていない。しかし、１９６５年ハンス・アドルフ・ヤコブセン

は国防軍の「コミッサール命令」実行に焦点を当てて、国防軍の戦争犯罪

関与を追求した １９６９年に出されたマンフレート・メッサーシュ。（１４）

ミット著『ナチ国家におけるドイツ国防軍 とカール・ユルゲン・ミ』（１５）

（１６）ューラー著『陸軍とヒトラー：軍とナチ政権 １９３３―１９４０』

は、国防軍とナチ党との関係をより包括的に研究したものであるが、メッ

サーシュミットはナチ党による国防軍の支配は第二次大戦以前より進み、

大戦直前（１９３９年）には国防軍はナチ国家体制に組み込まれたと見な

し得るものの、最終的支配権の確立は７月２０日事件（ヒトラー暗殺未遂

事件）以降であるとして国防軍の積極的な戦争犯罪関与を間接的に否定し

た。ミューラ－もＳＳと国防軍の協力関係は、単に体制内の勢力争いに起

因するもので表面的なものと考えた。

これに対して１９６０年代後半―１９７０年代に何人かの東ドイツの歴

史学者によって、国防軍の占領地域での積極的な戦争犯罪関与が主張され

たが、そこには共産主義のドグマとソ連に対する過度の配慮があり額面通

りには受け取れない 。（１７）

１９７７年ヘルムート・クラウシュニックは、ソ連軍の政治委員を捕ら
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えた場合に戦時国際法を適用せず、戦時捕虜として扱わずに犯罪者として

直ちに射殺する様に命じた「コミッサール（政治委員）命令

( 」の実行により、ドイツ国防軍の戦時国際法の放棄といKommissarbefehl)

う新しい解釈を試みた が、更にヘルマン・ディーター・ベッツも１９（１８）

７０年に博士論文において同様の指摘を行っている 。（１９）

本格的なドイツ国防軍の戦争犯罪関与に対する追求は、１９７８年のク

リスチャン・シュトライト著『戦友にあらず においてソ連軍捕虜に』（２０）

対する残酷な取扱いと大量死に焦点を当てて行われた。シュトライトはド

イツ国防軍の犯罪的命令は対ソ連戦当初から存在しＳＳ特別行動隊との大

量殺戮に関する協力、さらに一般住民に対する迫害へとエスカレートして

行き、結局ドイツ国防軍は対ソ連侵攻において絶滅戦争の面でも大きな役

割を果たしたと主張した。しかし、１９８１年アルフレート・シュトライ

ムは『バルバロッサ作戦におけるソ連軍捕虜の取扱い で捕虜の大量』（２１）

死は政策の結果ではなく、差し迫った状況により強要されたものであると

主張した。これに対して、１９８１年クラウシュニックは『世界観戦争の

部隊：保安警察・親衛隊保安情報部（ＳＤ）特別行動隊 １９３８―１９

４２ を著し、国防軍とＳＳ特別行動隊のユダヤ人殺戮等の残虐行為』（２２）

に関する協力関係を明確に指摘した。さらに同書の共著者であるハンス－

ハインリヒ・ヴィルヘルムは、同書後半の「ＳＳ特別行動隊Ａ」で初めて

特別行動隊毎のケーススタディーを行った。

１９８０年代に入りドイツ国防軍の戦争犯罪である残虐行為への関与と

して次の三点が揚げられた。

１） ドイツ国防軍は 「コミッサール命令」の適応範囲を越えて大量、

のソ連軍の一般兵士を死に至らしめた。

２） ドイツ国防軍のＳＳ特別行動隊への協力は、兵站支援からさらに
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エスカレートして、数百万に及ぶヨーロッパ・ユダヤ人の絶滅への

道を開いた。

３） ドイツ国防軍はソヴィエト・パルチザンとの戦闘に際し、必要以

上に多数の一般住民をパルチザンと決めつけ殺害した。

ただし、１）のソ連軍捕虜の大量死に関しては国防軍の意図に基づくも

のかどうかは研究者の間で意見が分かれている。

しかし、ドイツの多くの軍事史家は依然として東部戦線の軍事的側面の

みに焦点を当てて占領政策に関心を示すことはなかった。これに対して、

リチャード・フェイテック、オマール・バルトフ、クリストファー・ブロ

、 「 」ーニングといった米英の歴史家達は ドイツ国防軍をヒトラーの 生存圏

思想実現のための機関とはっきり位置づけ、ユダヤ人殺戮に際してもドイ

ツ国防軍は異議を唱える事はなかったと主張した 。ようやくドイツに（２３）

おいても、１９７９年からドイツ国防省軍事史研究所（ＭＧＦＡ）によっ

て刊行が開始されたドイツの第二次大戦公刊戦史である『ドイツ帝国と第

二次世界大戦 （全１０巻 の第４巻『ソ連に対する攻撃 （１９８３』 ） 』（２４）

年 の中で、ユルゲン・フェルスターはバルバロッサ作戦を征服‐絶）（２５）

滅戦争と位置づけ、ドイツ国防軍の計画立案段階からのユダヤ人殺戮を含

む戦争犯罪への関与と、作戦開始後の残虐行為に関してＳＳと共犯である

と主張した。また、東方生存圏確立の為の国防軍の役割についても強調し

ている 。（２６）

しかし、これらの新しい研究にも拘らず、東部戦線での残虐行為の主な

舞台となった軍後方地域及び軍政そのものに関する研究は不充分であった

が、１９８９年テオ・シュルツによって初めて本格的研究『ロシア占領地

におけるドイツ陸軍とナチスの政策 が出された。この研究は中央軍』（２７）

集団 Ｈ Ｇｒ Ｍｉｔｔｅ の後方地域内で 第９軍と第２装甲集団 後（ ． ． ） 、 （
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） （ ）に装甲軍 に配属された第５８２軍後方地域司令官 Ｋｏｒ ｃｋ５８２ü

と第５３２軍後方地域司令官（Ｋｏｒ ｃｋ５３２）についてのケース・ü

スタデイであり、Ｋｏｒ ｃｋの対パルチザン戦、一般住民との関係、ソü

連軍捕虜の取扱い、更にユダヤ人問題に関するＳＳ及びＳＤ（ＳＳ特別行

動隊を含む）との関係を具体的に明らかにした。

１９９２年、カナダの研究者ロナルド・ヘッドランドは『殺人のメッセ

－ジ：１９４１－１９４３年保安警察・保安情報部‐特別行動隊報告の研

』 、 、究 を出し ＳＳ特別行動隊が国家保安本部に送った報告について（ ）２８

その内容と報告書の歴史学的及び法的価値を分析している。更にヘッドラ

ンドは、この研究の中で「陸軍のＳＳ特別行動隊に対する協力」と言う一

章を設けて、陸軍とＳＳ特別行動隊との協力関係を論じている。

、 、 、その後 ＳＳ特別行動隊に関する研究は １９９６年にヴィルヘルムが

新史料を駆使して再び『ＳＳ特別行動隊Ａ を表わし、その中では地』（２９）

、 。域毎の活動状況が分析され そこでの国防軍との関係を明らかにしている

同年ラルフ・オゴレックは、１９９４年にベルリン自由大学に提出した

博士論文『ＳＳ特別行動隊と「最終的解決の発端 を公刊し、従来の」』（３０）

史料に加えて、ドイツ各地の地方公文書館の所蔵文書を駆使して特別行動

隊の全体像を明らかにし、更にＳＳ特別行動隊Ｂ、Ｃ、Ｄについては、そ

、 。の構成部隊である特別中隊 及び特別行動中隊単位での分析も行っている

１９９７年には、ペーター・クライン編集による特別行動隊に関する命

令、報告等の史料集である『１９４１年－１９４２年ソ連邦占領地域にお

ける特別行動隊 が公刊され、この分野の研究者の利用の便に供され』（３１）

。 、 、た 更に１９９９年には 米陸軍将校であるフレンチ・Ｌ・マクリーンが

米国国立公文書館所蔵のＳＳ特別行動隊の中隊長以上の人事記録文書（旧

ベルリン・ドキュメントセンター文書）を『フィールドマン：ＳＳ特別行

動隊－特別行動中隊を指揮したＳＳ将校達－ で整理して公表した。』（３２）
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これら最近の研究動向から明らかなように、近年の欧米でのＳＳ特別行動

隊に関する研究は、従来の極めて特異で希な研究対象であった時期から、

より一般化して内容も詳細かつ深いものになってきている。

一方、国防軍の東部戦線での犯罪に関しては 「１ 本論文の問題の所、

在と意義」で述べた様に１９９５年から１９９８年にドイツ各地で開催さ

れた「国防軍の犯罪展」を切っ掛けに盛んに議論が行われた。これは「国

防軍神話」を崩す事には貢献したが、その内容は、殆どがこの分野の専門

家には既に知られている事実であり、この分野での研究に新たな進展があ

ったとは言い難い。

しかしながら、冷戦の終結、ドイツの統一、ソ連崩壊等により、新たな

史料が大量に利用可能となった事により、２１世紀に入り、東部戦線での

ドイツ国防軍の占領地域での占領政策、治安作戦等の１次史料に基づく精

緻で実証的な研究が大きく進展した。まず２００４年に公刊されたのが、

マンフレート・オルデンブルクによる『イデオロギーと軍事的計算－ドイ

ツ国防軍の１９４２年ソ連における占領政策－ である。１９４２年』（３３）

の第１１軍のクリミア半島での占領統治と第１７軍によるドネツでの占領

統治の実態を詳細に明らかにした。翌２００５年にクラウス・ヨッヘン・

アルノルドが出した『ドイツ国防軍とソ連占領地域での占領政策－バルバ

ロッサ作戦での戦争指導と過激化－ は、１９４１年のバルバロッサ』（３４）

作戦遂行時における占領統治の実態を、事前のドイツでの準備からソ連軍

捕虜、対パルチザン戦、ユダヤ人等を広く網羅して、その実態を明らかに

している。２００８年に出されたディーター・ポールの『ドイツ国防軍の

支配－１９４１年～１９４４年のソ連におけるドイツの軍政と一般住民

－ は、１９４１年からドイツがソ連領内から撤退する１９４４年ま』（３５）

でのドイツによる占領の全期間を対象に、ユダヤ人、パルチザン、一般住

民に対する占領政策が明らかにされている。同じく２００８年には、フェ
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リックス・レーマーによって 「コミッサール命令 の東部作戦軍での、 」（３６）

実行状況に関する詳細な研究が出されている。２０１０年に刊行されたユ

ルン・ハーゼンクレファーの『ドイツ国防軍とソ連占領政策－１９４１年

～１９４３年の軍集団後方地域司令官－ は、ドイツ国防軍の占領政』（３７）

策の内、これまで詳しい実態解明が行われなかったドイツ東部作戦軍の三

つの軍集団の後方地域支援を行う軍集団後方地域に焦点を絞った初めての

研究である。２０１２年、ユルゲン・キリアンが公刊した『ドイツ国防軍

と１９４１年～１９４４年のロシア北西部における占領統治－北方軍集団

の軍政地域での実際と日常－ は、ドイツ国防軍の占領統治の実態を』（３８）

北方軍集団作戦地域に絞って詳細に解明した研究である。

以上の諸研究によって、ドイツ国防軍の占領地域での統治の実態と犯罪

行為の解明は格段に進展したものの、これらの地域でのナチスの特別部隊

であるＳＳ特別行動隊との関係が如何なるものであったのか、またドイツ

国防軍が如何なる理由、過程を経て犯罪行為に荷担するに至ったのかとい

う疑問の解明は、まだ十分に行われているとは言えない。

著者は、修士論文（筑波大学）以来、この問題を追究してきたが 、（３９）

２０１２年度の日本大学海外派遣研究員として、ドイツ連邦公文書館（コ

ブレンツ、及びベルリン・リヒターフェルデ）で史料収集を行い、必要な

史料の収集を終了する事ができたので、本論文を完成する事ができた。

３ 史料

本論文を執筆に際して使用した主な１次史料は、以下の三つである。

１）米国ワシントン にある米国立公文書館( )D.C. NA:National Archives

所蔵の「ドイツ押収文書 （マイクロフィルム）」

２）ドイツ連邦共和国フライブルクにあるドイツ連邦軍事公文書館
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（ ）所蔵文書BA-MA:Bundesarchiv-Milit rarchivä

３）同じくベルリンにあるドイツ連邦公文書館リヒターフェルデ分館

( 所蔵文書BA:Bundesarchiv-Berlin-Lichterfelde)

１）の米国立公文書館所蔵文書は、第二次大戦終結時にドイツを占領し

、 、 、たアメリカ軍によって押収されたドイツ第三帝国の政府 軍 内務・警察

ＳＳ関係の公文書であり、ドイツでの戦争犯罪を裁く戦争裁判で証拠資料

として使用された後に、米国に運ばれて米国立公文書館に所蔵された。そ

れ故にこの文書は「ドイツ押収文書」と呼ばれている。その総量は約１０

万ファイルに及ぶ膨大なものである。このドイツ押収文書は、ドイツ現代

史研究の貴重な史料であり、１９７０年代からアメリカ歴史学会の手によ

ってマイクロフィルム化されて、原文書は逐次ドイツに返還された。この

アメリカから返還された文書とドイツでアメリカ軍の押収を免れた文書、

その後ドイツで発見された文書、更に１９９０年のドイツ統一後旧東ドイ

ツに保管されていた文書とソ連からドイツに返還された文書を加えた全て

の公文書はドイツ連邦公文書館（本部はコブレンツ）によって再分類と整

、 ） 、理が行われて 軍事文書は旧来通り２ のフライブルクの軍事公文書館に

政治文書の内第三帝国のものは、３）のベルリン・リヒターフェルデ分館

に所蔵された。なお戦後のドイツ連邦共和国の公文書は、コブレンツの本

部に所蔵されている。１９９０年まで西ベルリンでアメリカ軍が直接管理

していたナチ親衛隊（ＳＳ）将校９万人分の人事ファイルを含むドイツ第

三帝国の機密文書、いわゆるベルリン・ドキュメントセンター文書は、米

本国へ移送され米国立公文書館にマイクロフィルム化されて所蔵されてい

。 、 ） 。る その原文書は 現在は３ のリヒターフェルデ分館に納められている

本論文作成にあたっては、ドイツ政府、ナチ党、国家保安本部、ＳＳ特

別行動隊関係の政治、行政文書は、主に １）の米国立公文書館から入手



- 16 -

したマイクロフィルムを使用し、この内、国家保安本部（ 、ＳＳRSHA）

特別行動隊、及び旧ベルリン・ドキュメントセンター所蔵文書は、リヒタ

ーフェルデ分館所蔵の原文書と現地で照合して内容を確認した。軍事関係

文書は、主にフライブルクの連邦軍事公文書館で直接収集し、更にその一

部は、米国立公文書館から入手したマイクロフィルムで内容を確認した。

なお、近年本研究テーマに関連して３種類の史料集が刊行されたので、そ

れらも併せて参考にした。本論文作成に使用したこれらの史料（文書）の

一覧は、論文末の「史料」に示している。

４ 本論文の構成

本論文の構成は、以下の通りである。

は じ め に

Ⅰ 序 論

１ 本論文の問題の所在と意義

２ 先行研究

３ 史 料

４ 本論文の構成

Ⅱ 本 論

第１章 ヒトラー・ナチスの東方政策とその思想的背景

第１節 ドイツの東方進出

第２節 オーバー・オスト

第３節 東方総合計画

第２章 対ソ連侵攻とドイツ陸軍

第１節 バルバロッサ作戦の立案と作戦準備

第２節 東部作戦軍の編成と作戦
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第３節 東部作戦軍部隊の指揮官達

第３章 ソ連占領地

第１節 占領政策

第２節 軍政組織

第３節 パルチザン戦

第４章 国家保安本部とＳＳ特別行動隊

第１節 国家保安本部の設立

第２節 ＳＳ特別行動隊の創設と対ソ連侵攻準備

第３節 ＳＳ特別行動隊のソ連における作戦

第５章 ドイツ陸軍とＳＳ特別行動隊の公式の関係

第１節 陸軍総司令部と保安警察

第２節 ヴァグナー・ハイドリヒ協定

第３節 更なる協定の締結

第６章 東部作戦軍とＳＳ特別行動隊の実際の関係

第１節 軍集団及び軍集団後方地域

第２節 軍及び軍後方地域

第３節 軍団作戦地域（戦闘地域）

Ⅲ 結 論

註

史 料

参 考 文 献

Ⅰ 序論 で本論文執筆にあたって、その問題の所在と意義、本論文のテ

ーマに関する先行研究、使用した史料等を説明した後、本論文全体の構成

を説明した。

Ⅱ 本論 の第１章の「ヒトラー・ナチスの東方政策とその思想的背景」
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では、ドイツ第三帝国の東方侵攻の背景となったドイツの東方進出の歴史

的な経緯を示して、ヒトラー・ナチスの東方政策との連続性を説明した。

第２章の「対ソ連侵攻とドイツ陸軍」では、ドイツのソ連への侵攻の背

景、作戦構想、計画策定、作戦準備、更に作戦部隊の編成と作戦の概要を

示し 東部作戦軍部隊の高級指揮官 すなわち軍集団司令官と軍司令官 軍、 、 （

集団後方地域司令官を含む）の出自、経歴、政治的傾向等を示した。

第３章の「ソ連占領地」は、住民やユダヤ人の殺戮の舞台となった地域

に関して、その根底をなすドイツの占領政策、その地域を統治する軍政組

織を説明して、住民、ユダヤ人殺戮と密接に関連するソ連側のパルチザン

活動の実態を明らかにした。

第４章の「国家保安本部とＳＳ特別行動隊」では、東方地域でのユダヤ

人殺戮の実行部隊であるＳＳ特別行動隊を指揮する最高機関たる国家保安

、 。本部の成立過程 ＳＳ特別行動隊の設立とソ連での作戦の概要を説明した

第５章の「ドイツ陸軍とＳＳ特別行動隊の公式の関係」は、ドイツの対

ソ連戦開始に際してのドイツ陸軍総司令部と保安警察・親衛隊保安情報部

との関係、更にその両者間で結ばれた協定、申し合わせ等の取り決めを細

部まで解明して提示した。これらは東方作戦地域での両者の実際の関係を

解明する際に、その前提となるものである。

第６章の「東部作戦軍とＳＳ特別行動隊の実際の関係」は、東部作戦軍

の軍集団、軍、軍団（師団以下の部隊を含む）の各級部隊の作戦地域での

軍とＳＳ特別行動隊の両者の関係をユダヤ人の殺戮行動に焦点を当てて、

その実態を分析、解明した。

Ⅲ 結論 では、本論での分析、検証を踏まえて、両者の関係の実態を解

明し、如何なる理由で、またどのような過程を経て、ドイツ東部作戦軍が

本来の軍の任務、役割を逸脱して、ユダヤ人及び一般住民に殺戮という犯

罪行為に荷担して行ったかを論じた。
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Ⅱ 本 論

第１章ヒトラー・ナチスの東方政策とその思想的背景

第１節 ドイツの東方進出

そもそもヒトラーの対ソ連侵攻の決意は、どのように行われたのか。ヒ

『 （ ）』 （ ）トラーは既にその著書 わが闘争 第Ⅱ巻 １９２７年刊Mein Kampf

（ ）の中で生存圏の確保とロシア・ボルシェビズム ユダヤの世界支配の陰謀

の打倒は、ナチズムに課せられた歴史的使命であると明言している 。（１）

その理由は、当時ドイツでは毎年９０万人の人口増加があり、これを支え

る為には出生制限、国土開発、輸出の振興、新領土の獲得と言う四つの道

が考えられるが、初めの三つの道では、いずれも問題の解決にはならず、

、 。 、ヒトラーは第四の道 すなわち新領土の獲得を選択したのである しかも

その新領土も海外にではなくヨーロッパ大陸内で獲得しなければならない

。そうなると、その新領土が獲得できる場所は唯一つ東方地域、すな（２）

わちヨーロッパ・ロシアであった 。その上、そのロシアは今世界支配（３）

を企む国際ユダヤ主義による二十世紀最大の政治的な実験ともいうべきボ

ルシェビズムによって支配されているのである 。ヒトラーにとって、（４）

ナチズムに課せられた二つの使命（生存圏の確保とロシア・ボルシェビズ

ム、すなわちユダヤ人の打倒）を達成するために是非とも対ソ連侵攻を行

う必要があった。

ここにボルシェビズム・ユダヤ人の打倒というナチス特有の考えはある

もののヨーロッパの東部地域（東方）にドイツ人の生活圏を確保するとい

う考えは、ヒトラーやナチスの専売特許ではなく古くから存在していた。

ドイツの東方進出の第１段階は、１０世紀の神聖ローマ帝国のザクセン

朝のハインリヒ１世とその息子オットー１世（大帝）の時代で国境地帯に

マルク（辺境領）の設立と城塞の建設を行った。その際、教会の東方への

キリスト教の布教も行われ、マクデブルクに大司教座が置かれ、ブランデ
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ンブルク、ハーフェルベルク、オルデンブルク、シュレスヴィッヒ、リッ

ペン、アールフスに司教座が新設された。この中でもマクデブルク大司教

座は、その後のドイツの東方植民の本拠地となった。ただザクセン朝時代

のドイツの東方への進出は、大規模植民活動を伴わなかった。その主な目

的は、住民からの租税の徴収と教会の十分の一税の徴収であった 。（５）

しかしながら１２世紀から始まるドイツの東方進出は大規模な植民を伴

うものであり、その後のドイツの東方植民の原型であった。１１世紀から

１４世紀のヨーロッパでの人口増加を背景に、５０万人以上のドイツ人の

農民、職人、商人達がヴィスワ河以東に新天地を求めて移住し、その後も

ドイツ人の東方植民は続き、北はバルト海から、東はボルガ河、南は黒海

に至る広大な地域に定着した 。（６）

更にドイツの東方植民で忘れてはならないのが、ドイツ騎士団である。

第３回十字軍に際して、１１９９年にローマ教皇に異教徒と戦う騎士修道

会として許可されて創設されたドイツ騎士団は、１３世紀に入り異教徒と

の戦い、すなわちキリスト教の布教から、自らが一封建領主となって領地

を持ち、やがて自分たちの国家を創設するという大変換を遂げることにな

。 、った すなわちドイツ騎士団の第４代団長ヘルマン・フォン・ザルツァは

１２３０年神聖ローマ皇帝とローマ教皇の許可を得て、ヴィスワ河がバル

ト海に注ぐプロイセンに新たなドイツ騎士団国家の建設を開始したのであ

る 。（７）

元々プロイセン及びバルト海沿岸地域では、１２世紀半ばからローマ教

皇の許可を得た北方十字軍によって、同地域のスラブ系住民に対するキリ

スト教化が進められていたが、強烈に抵抗する非キリスト教徒であるプル

ゼン（原プロイセン人）に手を焼いたポーランド大公が、ドイツ騎士団に

その制圧を要請したのである。これを好機に征服、キリスト教化、国家建

設へと進んだドイツ騎士団は、その支配地域を北はバルト３国の北端エス
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トニアから、西は東プロイセン、港湾都市ダンツッヒ（グダンスク）へと

拡大し、１３０９年にはヴィスワ河畔のマリエンブルク（マールボルク）

、 。 、に強大な城塞を建設して そこを本拠地とした このドイツ騎士団国家は

２，０００名ほどの少数のドイツ貴族出身の独身の騎士が支配する過酷で

情け容赦のない軍事国家として、ケーニヒスベルクやエルビィング（エル

ブラーク）等の都市も発展して２００年以上に亘って発展、繁栄した。そ

して１４世紀中頃にその絶頂期を迎えた 。（８）

しかしながら、このドイツ騎士団国家も、１４１０年のタンネンベルク

（グリューンバルト）の戦いでポーランド・リトアニア連合軍に敗北して

からは衰退に向かい、遂に１５２５年にポーランドの属国となって消滅し

た。しかし、その際世俗化して誕生した属国がプロイセン公国であった。

プロイセン公国は宗教改革の際に新教のルター派になり、１６１８年には

ブランデンブルク辺境伯のホーエンツォレルン家が支配するところとなっ

た。さらにプロイセン公国は、１７０１年にはホーエンツォレルン家を君

主とするプロイセン王国へと発展した。つまりドイツ騎士団国家とブラン

デンブルクが合体して、やがてベルリンを首都とする強大な軍事国家プロ

イセン誕生の基礎が築かれたのである。１７４０年に即位したプロイセン

国王フィリードリヒ２世は幾多の戦争に勝ち抜き、プロイセンをヨーロッ

パ有数の強国に押し上げ、ドイツ史上最も偉大な王としてフリードリヒ大

王と呼ばれるに至ったのである 。（９）

やがてプロイセン王国はドイツにおける中心的な存在として発展を続

け、１８６６年の普墺戦争でオーストリアを破り、１８７１年の普仏戦争

でフランスを下して、その中核国家としてドイツ帝国を成立させてドイツ

を統一した。プロイセンの首都ベルリンがドイツ全体の首都になり、プロ

イセン国王がドイツ皇帝となったのである。ドイツのすべての中心がプロ

イセンであった。
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本来ドイツ騎士団とプロイセン王国との間に、精神、伝統、価値観等に

おいて何らかの繋がりがあった訳ではなかったが、このような歴史の流れ

の中で、マリエンブルクを中心とするドイツ騎士団国家が強国プロイセン

の基礎、基盤であったとの認識が広まり、１９０２年には時のドイツ皇帝

ヴィルヘルム２世は、再建されたマリエンブルク城で盛大な記念式典を敢

行し、ドイツ騎士団国家のドイツ帝国への連続性と、さらにドイツ帝国の

模範として賛美した 。（１０）

この時期ドイツでは、東ヨーロッパ、ロシアへの進出を企図する東進運

動（ ）が盛んであった。この考えは、中der deutsche Drang nach Osten（１１）

世以来のドイツの東方進出を表す歴史的な用語であったが、やがてドイツ

人の東方進出、東方支配を、ハインリヒ１世、オットー大帝、ハインリヒ

、 、 、獅子王 そしてドイツ騎士団 フリードリヒ大王へと繋がる連続性の中で

正当化するイデオロギーとして発展して行く。この中でも特に、ドイツ騎

士団の東方植民、東方支配が、これまで述べてきたようにドイツの東方進

出、東方支配の正当性の根拠としてドイツ人の心に深く根付いていくこと

になる。この様な歴史的な流れを背景として、ヒトラーがその著書『わが

闘争』で示したように、ドイツ騎士団の東方植民を模範としたロシアを犠

牲にするドイツの東方への進出と東方地域のドイツによる支配の考えが表

れ、正当化されるのである。

第２節 オーバー・オスト

１９１４年に勃発した第一次世界大戦の東部戦線（ロシア戦線）では、

パウル・フォン・ヒンデンブルク( )が司令官を、エーPaul von Hindenburg

リヒ・ルーデンドルフ（ ）が参謀長を務めるドイツ第８軍Erich Ludendorf

、 。が タンネンベルクにおいて東プロイセンに侵入したロシア軍を殲滅した

その後もドイツ軍は進撃を続け、１９１６年末までにラトビア西部からウ
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クライナを経て黒海に至る広大な地域を占領、支配することになった。こ

の地域が、ルーデンドルフを最高指揮官、すなわち東方軍最高司令官

（ ）とするドイツ東方軍軍政地域、すなわちオーバOberbefehlshaber Ost

ー・オスト（ ）である。その面積は１０万㎢を超え、そこには約Ober Ost

３００万人のスラブ系住民が存在していた。司令部はリトアニアのカウナ

、 、 、 、 、 、 、 、 、スに置かれ 同地域の政治 財務 交通 農務 警察 教会 教育 林業

司法、郵政、交易、広報等を担当部署が実施した。行政区域は、クールラ

ント、リトアニア、カウナス、ビリニュス、グロドノ、ビャリストクの六

つに分けられ、プロイセンの地方行政を範に実施された。ルーデンドルフ

は、１９１６年８月にドイツ軍最高統帥部（ ）の参謀次長となってOHL

転出するまで、ここの最高司令官として指揮を執った 。（１２）

、 、 、戦争の長期化とイギリスによる海上封鎖によって ドイツの食料 原料

燃料等の不足は深刻となり、オーバー・オストの任務は、まず自身の自給

自足体制を確立し、次いでドイツ本国への食料供給基地となることであっ

。 、 、た その為にルーデンドルフは ここにドイツ民族の東方要塞を建設して

一大生存圏を創設しようとしたのである。その実態は、現地住民からの徹

底した収奪であったが、ドイツからの投資によって食品加工、パルプ、製

材、火薬製造等の産業も興され、広大な地域に交通網も整備された。斯く

して、１９１６年１１月には、ベルリンでオーバー・オストの農作物展示

会が開催され、東方地域の軍政の成果が宣伝された。ルーデンドルフの指

導部は、この東方地域経営を正当化するために 「東方のドイツ化事業」、

というイデオロギーを編み出した。すなわちスラブ人が住む不潔で野蛮な

東方地域をドイツ化する、つまりドイツ文化の光を当てて秩序のある清潔

な地域に変えるということであった。そこに出来上がる帝国は、ドイツ人

の支配階層の下でスラブ人の被支配階層の農民が働き、農作物、畜産、木

材を産出するゲルマン農業帝国である 。（１３）
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一連の東方地域へのドイツの拡大の過程でドイツ国民が再発見したの

は、１２世紀のドイツ騎士団以来ロシア領内のバルト地域に植民して現地

、 。を支配していたドイツ人貴族 すなわちバルト・ドイツ人の存在であった

彼らは、積極的にオーバー・オストの行政に参画し、自らもドイツ人とし

ての自覚を強めるとともに、ドイツ国民に、この地域が数百年前からドイ

ツ人が支配する地域であることを思い起こさせ、東方城塞、東方帝国等の

、 。プロパガンダによって一層美化されて 東方植民の夢を深く心に刻ませた

１９１７年のロシア革命の勃発によって、ドイツの東方支配帝国は一気

に実現することになる。すなわちロシア革命の結果成立したロシア革命政

府（ソヴィエト）は、直ちに社会主義新国家の建設と無併合・無賠償を基

本原則とする単独講和による戦争終結を決定し、１１月２２日に正式に各

国政府に通知した。これに対してドイツ・オーストリアは、１２月からブ

レスト・リトウスクでソヴィエト側との講和交渉を開始した。その際、ウ

クライナはソヴィエトからの独立を要求したために、翌１９１８年の２月

にドイツはウクライナの独立を承認して、まずウクライナとの単独講和を

成立させた。更にドイツ・オーストリア軍はウクライナに進駐し、３月に

はキエフ、オデッサを占領した。そこでソヴィエトは、ドイツ側の講和条

件を呑んで３月３日講和条約に調印した。この３月の独露講和条約（ブレ

スト・リトウスク条約 、及び８月の追加条約によって、ドイツは、バル）

、 、 、 、ト三国 ポーランド ルーマニア ベラルーシの大部分と南ロシアを含み

フィンランドとウクライナをも保護国として包含するバルト海から黒海に

至る広大な地域を獲得したのである 。それはオーバー・オストの領域（１４）

を遙かに凌ぐ大国家であった。ヒンデンブルク・ルーデンドルフのドイツ

最高統帥部は、ここに東方植民の大規模な計画を企図したが、同年１１月

のドイツの敗戦によって全てが水泡に帰した。しかしながら、第一次世界

大戦時のドイツの東方地域でのこの一連の経験は、ヒトラーとナチス指導
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部の東方政策に大きな影響を与えた。何故ならば、ヒトラーは、ワイマル

時代の政治闘争の前期にはルーデンドルフと共闘し、特にヒトラーが投獄

されることになる一世一代の大博打とも言える１９２３年のミュンヘン一

揆では行動を共にしている。ヒトラーが、軍事、戦略、東方政策の分野で

ルーデンドルフに深く感化を受けているのは明らかである。更に、後述す

『 』る東方占領大臣に就任する事になるナチス高官の一人で ２０世紀の神話

の著者で、ナチスの政治イデオロギーの有力な理論家の一人であったアル

フレート・ローゼンベルク( )は、エストニア出身のバルAlfred Rosenberg

ト・ドイツ人（バルト３国出身の民族ドイツ人）であったために、ドイツ

の東方進出を主張していた。

第３節 東方総合計画

かくしてドイツ国防軍の対ソ連侵攻作戦（バルバロッサ作戦）によって

ソ連軍を撃破し、ウラル山脈以西の広大な地域を占領した後に建設される

ことになっていたヒトラーとナチス指導部が構想した東方ゲルマン植民帝

国とは如何なるものであったのか。

ヒトラー自身の言葉によれば、

「我々の長期的な東方政策の目標は、約１億人のゲルマン人をこの地域

に植民させて開墾させることである。まず１００万人のドイツ人を入植さ

せて、１０年以内に少なくとも２，０００万人のドイツ人がそこで暮らし

ているという報告を聞きたい。かつてドイツ騎士団が聖書と剣で持って行

ったように、我々のナチズムの戦士は、我が民族の利益を武力を持って実

現しなければならない。東部地域ではスターリンが行ったような非情な措

置で初めて目的を達成できる。私は、ナチスがそこで５０年間努力をすれ

ば、完全にゲルマン化できると確信している 」。（１５）
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「東方地域に入植する帝国農民（ドイツ人農民）は、素晴らしい居住地

に住むようにしなければならない。都市の中心には総督の宮殿があり、そ

の周りに官庁とドイツ人の職場が建設される。この都市の周囲３０ｋｍか

ら４０ｋｍに、ドイツ人入植者の村々が環状に設けられ、それらは立派な

道路で結ばれる。そのはるか彼方にロシア人の居住地域があり、我々が彼

らを支配する。反乱が起これば、爆弾を２，３発落とせば、それで片がつ

く。イギリスにとってのインドが、我々にとっては東方地域である。

我々は、ゲルマン人をアメリカに移住させるべきではない。ノルウェー

人、スウェーデン人、デンマーク人、オランダ人は東方地域に招聘すべき

である。彼らは、我々の帝国の手足となるであろう 」。（１６）

これは、あくまでもヒトラーが抱いていた東方ゲルマン植民帝国のイメ

、 （ ）ージであるが 実際にハインリヒ・ヒムラーが指揮するナチ親衛隊 ＳＳ

によって、その実現のための計画は進められていた。ヒムラーは１９３９

年 １ ０ 月 ７ 日 、 ヒ ト ラ ー か ら ド イ ツ 民 族 強 化 帝 国 全 権 委 員

（ ）に任命さRKFDV:Reichskommissar f r die Festung deutschen Volkstumsü

れた。 に与えられた任務は次の通りである。RKFDV

、 。総統の基本方針によって 親衛隊帝国指導者には次の責務が付与された

１）最終的に帰国が見込まれる外国に居住するドイツ帝国国籍、あるい

は民族ドイツ人をドイツ帝国に帰還させること。

２）ドイツ帝国とドイツ民族共同体に有害な異分子の悪影響を排除する

こと。

３）外国から帰還するドイツ人、及び民族ドイツ人が居住するための入

植地を建設すること。
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親衛隊帝国指導者（ＳＳ長官）には、その実行に必要なあらゆる権限を

付与する 。（１７）

これを受けて、 担当部局は親衛隊内で重要な部署に発展し、ナRFKDV

チスの東方政策の立案と実行の中心的な存在になっていく。まずヒムラー

ＳＳ長官は、ドイツ帝国に併合された東方地域、ポーランド総督領、更に

１９４１年以降はソ連占領地を含めて、どのような入植地を建設するかを

ＳＳ隊員でベルリン大学教授のコンラート・マイヤー・ヘトリンク

( )をリーダーとする研究チームを 内に創設Konrad Meyer-Hetling RFKDV

した。このチームが作成したのが 「東方総合計画( ) 」、 Generalplan Ost （１８）

であり、これが東方ゲルマン植民帝国の青写真であった。マイヤーのチー

ムメンバーは、農業政策、地域開発、都市計画等の専門家達で、東方地域

を農業を中心とするドイツ民族の生存圏、かつゲルマン民族の繁栄と純血

。 、化する地域と捉えていた 東方総合計画の第１次案は１９４０年の１月に

第２次案は１９４１年６月に、第３次案は１９４２年５月に完成した。と

ころが東方総合計画には国家保安本部（ ）が作成した別の案が存在RSHA

した。 のマイヤーが作成した計画案は、東方地域の農業、地域開RFKDV

発、都市計画、建設、建築、財政等を包含する文字通りの総合計画であっ

たが、国家保安本部が作成した案は、同本部の任務が元々ドイツ帝国の治

安、警察、人種政策の元締めであったために、その内容は、民族政策、強

制移住、植民を主対象としたものであった 。いずれの計画も対象とな（１９）

る地域は、最終計画の最大範囲で、ポーランド以東の北はバルト海から南

は黒海まで、東はウラル山脈に至る広大な地域であった。ここに５００万

人のドイツ人入植者を頂点に、ゲルマン人入植者、さらにその下に７，０

００万人のスラブ人が居住することになる。ただし７，０００万人のスラ

ブ人の内、３，１００万人は追放か抹殺することになっていた。ドイツ人
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入植地は武装農村で、更に３６カ所の防衛基地が設けられ、一度反乱が発

生すれば、ここから直ちに武装警察であるＳＳ部隊が急行して鎮圧するこ

とになっていた。更にドイツ人入植地はドイツ本国と高速鉄道とアウトバ

ーン（自動車専用道路）で結ばれることになっていた 。（２０）

この東方ゲルマン植民帝国建設の構想は単なる幻想でもファンタジーで

もなかった。ヒトラーとナチス指導部にとっては、数百年前のドイツ騎士

団の東方植民に始まり、第一次大戦時のオーバー・オストの実験を経て、

最終的なナチズムの理想郷としてなんとしても実現しなければならない政

治的な使命の核心であった。しかし、その実現のためには、まずソ連へ武

力侵攻して、ソ連を打倒しなければならなかった。そのためには、ドイツ

国防軍によるソ連軍の撃破と更にＳＳ特別行動隊による東方ゲルマン植民

帝国建設の下準備が必要であった。
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第２章 対ソ連侵攻とドイツ陸軍

第１節 バルバロッサ作戦の立案と作戦準備

ヒトラーが対ソ連侵攻を決意したのは、１９４０年７月頃と言われてい

る。すなわち、１９４０年５月イギリス軍をダンケルクで大陸から駆逐し

た後もイギリスの強固な対独抗戦意志に直面したヒトラーは、危険性の高

い対英上陸作戦の実施に躊躇し、イギリスの大陸における唯一の希望であ

るソ連を打倒する事によってイギリスの継戦意志を最終的に奪う決心をし

たと言うのである 。（２１）

しかし、これはヒトラーの対ソ連侵攻の決心の単なる表面的な説明に過

ぎない。ヒトラーはすでに１９２７年刊『わが闘争』第Ⅱ巻の中で生存圏

の確保とロシア・ボルシェビズム（ユダヤの世界支配の陰謀）の打倒は、

ナチズムに課せられた歴史的使命であると明言しており、その生存圏を実

現できる唯一の空間はヨーロッパ・ロシアであった。このヒトラーの構想

は、１９２８年に纏められた『ヒトラー第二の書( ) （未公Zweites Buch 』

刊）でも確認することができる 。しかもドイツの東方進出は、すでに（２２）

第１章で見てきたように、ドイツ人にとって数百年にもわたる壮大な夢で

あった。そして、その夢を実現すべきロシアの地は、世界支配を企む国際

ユダヤ主義による二十世紀最大の実験とも言うべきボルシェビズムによっ

て支配されているのである。ヒトラーにとって、ナチズムに課せられた二

つの使命（生存圏の確保とロシア・ボルシェビズム、すなわちユダヤ人の

打倒）を達成するために是非とも対ソ連侵攻を行う必要があった。ソ連に

、 、 、侵攻して まずソ連軍を撃破してソ連国家を打倒し ユダヤ人を殲滅して

その地に大ゲルマン植民帝国を建設しなければならないのである。

ヒトラーは１９４０年７月３１日、南ドイツ・オーバーザルツベルクに

ある自分の山荘ベルクホーフにおいて国防軍首脳に対して対ソ連侵攻の必

Franz要性を説明するとともに、陸軍参謀総長フランツ・ハルダー(
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)上級大将に対して次の通り作戦立案の指針を示した。Halder

「作戦目的：ロシアの国力の破砕

１） ドニエプル川沿いにキエフを攻撃する。

２） バルト諸国を攻略してモスクワ方向への攻撃を実施する。

じ後、南北から挟撃を実施する。その後、バクー油田地帯に対する作

戦を実施する。その際フィンランドとトルコの参戦を誘致する 」。（２３）

ヒトラーの指示を受ける約一ヶ月前の６月末に外務省から対ソ連侵攻の

示唆を受けた陸軍参謀総長ハルダー上級大将は、参謀本部作戦課に対ソ連

侵攻作戦の研究を開始させ、それに平行して隷下各級司令部にも対ソ連侵

攻作戦の研究を実施させ意見を聴取した。その際最も卓越していた第１８

軍参謀長エーリヒ・マルクス( )少将に対して、現職のまま参Erich Marcks

謀総長特別補佐官として作戦計画草案の立案を命じた。マルクス少将は８

月５日「東方作戦計画草案」を提出した 。一方、９月３日第１参謀次（２４）

長（作戦担当）に就任したフリードリヒ・パウルス( )中将Friedrich Paulus

は、１０月２９日参謀本部内で進められていた諸作業を総合して参謀総長

に提出した。ハルダー上級大将は、提出された二案を基に１１月末から１

２月初めに３回にわたり、第一線部隊各級司令部の参謀も召集して図上演

習を実施した 。 また、各軍集団司令部に対して、各個に東方作戦の（２５）

問題点について研究させた。

陸軍参謀本部の東方作戦計画最終案は、１２月５日陸軍総司令官ヴァル

ター・フォン・ブラウヒッチュ( )元帥と参謀総長ハWalter von Brauchitsch

（２６）ルダー上級大将からヒトラーに報告された。

ヒトラーは一応ハルダーの案に同意したものの、参謀本部作戦計画案と

は別に国防軍最高司令部作戦部に作成させた東方作戦計画案を修正して、
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１２月１８日、国防軍に対して対ソ連侵攻の準備を命ずる総統指令第２１

号「バルバロッサ事案」を発令した。この指令は対ソ連侵攻作戦の目的、

各期の作戦指導等を示した重要な指令であり、その骨子は以下の通りであ

る。

「 総統指令 第２１号 １９４０年１２月１８日

ドイツ国防軍は、対英戦が終結していない場合であっても、迅速なる

作戦によって、ソ連を打倒する準備を進める事（バルバロッサ作戦 。）

ドイツ陸軍は、すでに占領している地域には必要最少限の兵力を残し

て全兵力を本目的に投入すべきである。

ドイツ空軍は、地上作戦を迅速ならしめ、敵空軍の攻撃を阻止し得る

強大な戦力を持って陸軍を支援すべき事。

（中略）

１ 全般企図

西部ロシアに所在するソ連陸軍主力を、数個の装甲部隊の突進によ

って殲滅する。広大なロシア領内での戦闘力を持った敵部隊の退却は

阻止すべき事。

本作戦の到達目標は、ソ連空軍がドイツへの攻撃が不可能となるボ

ルガ河～アルハンゲリスクを結ぶ線とし、更にここからソ連・アジア

部を牽制する。

（中略）

３ 各作戦の指導

（１）陸軍

作戦予定地域は、プリピャト沼沢地によって南北に二分されるの

で、当該地域に各１個軍集団、計２個軍集団をもって作戦を行う。

南方の軍集団は、強大な装甲化、及び自動車化部隊をもって、
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ワルシャワ付近から出撃し、白ロシアにある敵部隊を撃破する。じ

後、東プロイセンから出撃してレニングラード方向に作戦中の北方

軍集団と協力してバルト海沿岸地域の敵部隊を撃滅する。その後、

ソ連の中枢であるモスクワ攻略の作戦を継続する事。

（以下、空海軍部分、注意事項等は省略） 」（２７）

ヒトラーはこの指令で国防軍に対して、１９４１年５月１５日までに諸

作戦の準備を完了する事を命じていた 。（２８）

この指令に基づき国防軍最高司令部及び陸軍総司令部・参謀本部は作戦

準備を迅速に進めさせる為に前進指令を作成して、２月３日ハルダー上級

大将はヒトラーに対して、その前進指令「バルバロッサ （案）の報告を」

行った 。ヒトラーは直ちにこれを承認し、１月３１日に遡って前進指（２９）

令が発令された。

陸軍総司令部指令第５０号前進指令「バルバロッサ （１月３１日付）」

は、その後攻撃部隊が２個軍集団から３個軍集団に増強される等の数次に

わたる改訂が行われたが、６月２２日から開始されたバルバロッサ作戦の

根幹をなす命令であるので、その骨子を示す。

「１ 任務

対イギリス戦終結前にソ連に対して迅速なる打撃を加える。本作戦の

、 、重点は 数次の装甲打撃により西部ロシアにおいてソ連軍主力を殲滅し

その一部のソ連領内深部への後退を阻止する。

２ 敵情

ソ連は二次に渡る防御線と河川を利用して我の侵攻を迎撃し得る。

また、バルト地域及び黒海地域を海空軍基地として長期保持に努めると

予想される。ソ連は緒戦が不利な場合は有力なる機甲部隊による逆襲に
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よって、ドニエプル－デュナ川の線で防御を企図する可能性がある。

３ 我が企図

ドイツ陸軍はプリピャチ沼沢地南北の二地域において強大なる機動部

隊をもってソ連軍主力を殲滅する。南方軍集団はプリピャチ沼沢地南方

において迅速な突破によってキエフ及びドニエプル川渡河点を占領し、

じ後の作戦を準備する。中央軍集団はその北方において、スモレンスク

方向へ突破を行い、じ後北方への方向転換により東プロイセンからレニ

ングラード方向へ前進する。北方軍集団と協同してバルト地域のソ連軍

主力を殲滅する。これらの作戦終了後モスクワへの攻勢を計画する。

４ 参加各部隊の任務

ａ 南方軍集団

キエフ方向に攻勢を行ない、ドニエプル川以西においてソ連軍主力

を殲滅し、速やかにドニエプル川渡河点を占領する。

ｂ 中央軍集団

両翼攻撃により白ロシアにあるソ連軍を撃破してスモレンスク地域

を速やかに占領する。じ後、一部をもって北方軍集団と協同してバル

ト地域及びレニングラード地域のソ連軍撃滅の条件を作為する。

ｃ 北方軍集団

バルト地域のソ連軍を撃滅するとともに、バルト諸港、レニングラ

、 、 。ード クロンシュタットを占領して ソ連海軍の根拠地を喪失させる

５ ．６ ．７ ．８ ．） ） ） ）

（以下省略）

」（３０）

前進計画に付けられた付図は次の頁に示す通りである。
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第１図：バルバロッサ作戦前進計画

）（ を参考に著者作成MGFA, Der Angriff, S. 245.
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、 、 、 、北方 中央 南方の各軍集団は この指令に基づき作戦準備を進めたが

３月２７日にユーゴスラビアのベオグラードで突如発生した反ドイツ・ク

ーデターによって親独政権が倒れ、バルバロッサ作戦の準備は大きな影響

を受ける事になった。すなわち、従来から計画されていた「マリタ計画」

（ ） 、ギリシャ侵攻 と同時にユーゴスラビア侵攻作戦も発動する必要が生じ

それにはバルバロッサ作戦で使用すべく陸軍総司令部が控置していた戦略

予備である第２軍( )の一部をバルカン作戦の増援に充てざるを得なAOK 2

くなったのである 。その結果、このギリシャ、ユーゴスラビア方面の（３１）

作戦が順調に進展したとしても、バルバロッサ作戦の開始は約６週間延期

せざるを得なくなり、４月３０日陸軍参謀総長ハルダー上級大将はヒトラ

ーにその旨意見具申を行いヒトラーもそれに同意した 。（３２）

バルカン作戦は順調に推移し、ドイツ軍はユーゴスラヴィアを占領し、

ギリシャでは山岳地帯で多少苦戦はしたもののギリシャ軍とイギリス軍を

撃破し、ギリシャ全域からイギリス軍を駆逐した。しかしながら、それに

よってバルバロッサ作戦の開始は予定より遅れ、この遅れが後々バルバロ

ッサ作戦の成否に大きな影響を及ぼすことになる。

かくしてバルバロッサ作戦に参加するドイツ陸軍部隊の東部の集結地域

への鉄道輸送は６月５日に完了し、同じくバルバロッサ作戦に参加するド

イツ空軍部隊、すなわち第１、第２、第４航空艦隊も東方の発進地域に戦

闘展開を完了した 。６月１４日、ヒトラーはベルリンの総統官邸に国（３３）

防軍の高級指揮官と各軍集団及び軍の参謀長を集合させ、各軍集団の最終

的な作戦準備の状況に関する報告を聞いた後 、最終的にバルバロッサ（３４）

作戦の開始日時を６月２２日０３００（午前３時）にすると決心した。こ

の決定に基づきバルバロッサ作戦に参加するドイツ国防軍の大部隊は、満

を持して独ソ境界線沿いの攻撃開始地域に展開して、すべての準備を完了

した。
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第２節 東部作戦軍の編成と作戦

１９４１年６月２２日０３００（午前３時 、ドイツの対ソ連侵攻（バ）

ルバロッサ作戦）は計画通りに開始された。０３１５（午前３時１５分）

から１時間に及ぶ砲兵による攻撃準備射撃実施後、バルト海から黒海に及

ぶ１，６００Ｋｍの正面で、ドイツ空軍の３個航空艦隊に支援された３個

軍集団、総計１４５個師団、総兵力３２０万人のドイツ陸軍東部作戦軍

( )は独ソ境界線（分割線）を突破して、ソ連領内への進撃を開始Ostheer

した 。（３５）

ドイツ陸軍の基本的な部隊編成単位は、上級の部隊から軍集団

( )＞軍 ( )＞軍団 ( )＞師団 ( )＞連隊Heeresgruppe Armee Korps Division

( )＞大隊（ ）＞中隊( )＞小隊( )＞分隊Regiment Bataillon Kompanie Zug

( )の順である。装甲集団( )は軍と同格であるが自隊でGruppe Panzergruppe

は兵站支援の能力がなく隣接の軍の兵站支援に依存していた。そのため作

戦遂行に困難を感じた陸軍総司令部は、各装甲集団を１９４１年秋から翌

１９４２年の元日にかけて、逐次自前の兵站能力を有する装甲軍

( )に昇格させた。Panzerarmee

東部作戦軍の軍以上の編成と指揮系統は、次に示す通りである。

なお東部作戦軍( )と言うのは東部戦線（ロシア戦線）に所在すOstheer

るドイツ陸軍部隊の総称であって、統一された部隊は存在せず、東部戦線

全体を指揮する司令官も司令部も存在しなかった。つまりドイツ東部作戦

軍の北方、中央、南方の３個軍集団( )は、それぞれ直接ドイツ本国H.Gr.

の陸軍総司令部( )・陸軍参謀本部の指揮を受けていたのである。OKH
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陸軍総司令官：フォン・ブラウヒッチュ元帥

参謀総長：ハルダー上級大将 総予備：第２軍( )OKH AOK 2

（東部作戦軍 ）: Ostheer

北方軍集団（ ：フォン・レープ元帥H.Gr.Nord）

第１８軍（ ：フォン・キュヒラー上級大将18.A）

第４装甲集団（ ：ヘップナー上級大将Pz.Gr.4）

第１６軍（ ：ブッシュ上級大将16.A）

第１０１軍集団後方地域司令官：

フランツ・フォン・ロクエ大将

中央軍集団（ ：フォン・ボック元帥H.Gr.Mitte）

第３装甲集団（ ：ホート上級大将Pz.Gr.3）

第９軍（ ：シュトラウス上級大将9.A）

第４軍（ ：フォン・クルーゲ元帥4.A）

第２装甲集団（ ：グデーリアン上級大将Pz.Gr.2）

第１０２軍集団後方地域司令官：

フォン・シェンケンドルフ大将

南方軍集団( )：フォン・ルントシュテット元帥H.Gr.Sud

第１装甲集団( ) ・クライスト上級大将Pz.Gr.1 フォン

第６軍( )：フォン・ライヘナウ元帥6.A

第１７軍( )フォン・シュチュルプナーゲル大将17.A

第１１軍( )：フォン・ショーベルト上級大将11.A

１０３軍集団後方地域司令官：

（ ）カール・フォン・ロクエ大将 ３６

〔各装甲集団( )は次の時期に装甲軍( )に昇格した。第１Pz.Gr. Pz.AOK

：１１月５日、第２：９月末、第３・第４：１９４２年１月１日〕
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上記のドイツ東部作戦軍の外に、東部戦線には枢軸国同盟軍としてハン

ガリー軍４個旅団、ルーマニア軍２個軍が国境警備に就いていた。

ドイツ東部作戦軍の中で、南方軍集団だけは他の２個軍集団と異なりド

、 、 。イツ陸軍部隊の外 ２個武装ＳＳ師団 ルーマニア軍を含む混成であった

特に第１１軍は当初から１個ルーマニア山岳軍団及び騎兵軍団の外、ドイ

ツ軍軍団内にも３個ルーマニア師団及び２個騎兵旅団を含み、７月１２日

以降は更にルーマニア２個軍及び１個軍団を指揮下に入れたので 、指（３７）

揮は一層複雑になったと思われる。

ルーマニア軍はドイツ軍に協力的で任務に忠実ではあったが、ドイツ陸

軍に比し運用思想、装備とも旧式で訓練不足と実戦経験の無さから戦闘能

力は低く、その為戦闘に際して過度の損害を被り士気も低下した。人員構

成も下士官と有能な下級将校の不足と言う大きな問題を抱えていた。その

上ルーマニア人が元々抱いているロシア人に対する恐怖感は、ソ連軍との

戦闘に際してしばしばパニックを引き起こす原因になった。そもそもルー

マニアが対ソ連戦に参戦した理由はベッサラビア地方の奪回であり、それ

が実現した後は、特にブーク川以東の作戦に対しては、消極的であり、更

にその東方のドニエプル川以東の作戦には、強い抵抗感があったと言われ

ている 。その為、第一線でのソ連軍との苛烈な戦闘状況下での信頼性（３８）

は低かった。

一方ドイツ東部作戦軍に対するソ連の西部国境沿いに展開していたソ連

軍の兵力は西北、西部、西南及び南部の４個方面軍、計１８８個師団、総

兵力４５０万程度であったと思われる 。（３９）

、 、ドイツ東部作戦軍は 作戦開始後ほぼ数日で国境付近のソ連軍を撃破し

７月初旬には、各軍集団とも旧ソ連・ポーランド国境沿いにソ連が構築し

（ ） 。 、 、た防御陣地線 スターリン・ライン を突破した その後 北方軍集団は
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、 。バルト海沿岸地域を前進し ８月下旬にはレニングラード郊外に到達した

更にこれを包囲したものの、レニングラードの占領は達成できず戦闘は膠

着状態に陥った 。（４０）

中央軍集団はバルバロッサ作戦での攻勢戦略の主力であり、他の軍集団

と違って強力な２個装甲集団が配置されて、ソ連の首都モスクワの攻略を

企図していた。そこで７月中旬にはスモレンスクを占領して、モスクワへ

の攻撃を準備したが、ヒトラーは陸軍指導部及び東部作戦軍首脳の意見を

退け、戦略攻撃目標をモスクワから、クリミア、ドネツ地域へ変更するに

決した。その結果、中央軍集団の第２装甲集団を南へ旋回させ、南方軍集

団の第１装甲集団とともに、キエフ東方でソ連軍南西方面軍主力を包囲殲

。 、 、滅した その後 第２装甲集団の主攻撃方向を再びモスクワに指向したが

１２月５日に同集団の第２装甲師団の先鋒が、モスクワ市街に数十Ｋｍま

で迫ったものの、中央軍集団は遂に寒さと補給の困難によりそれ以上の前

進はできなかった 。（４１）

キエフ殲滅戦終了後の南方軍集団は、第１１軍をもってクリミア半島の

攻略に当たらせるとともに、主力部隊を南方軍集団の戦略目標であるロス

トフへ指向した。しかし、１２月に至り第１１軍は、クリミア半島の大部

分は占領したもののセバストポリ要塞は遂に陥落せず、翌年の攻撃再開を

待つ事になった。また、南方軍集団主力も１１月末ロストフを一旦占領し

たもののソ連軍の反撃を支えきれずに１２月初め、これを放棄した 。（４２）

１９４１年末の段階でのドイツ東部作戦軍の態勢は、北方軍集団がレニ

ングラード外縁で包囲の態勢、中央軍集団はモスクワ前面で停止、南方軍

集団はクリミア半島のセバストポリとロストフの前面において極寒と補給

。 、 、の停止等の理由で停止していた 今度は 攻守の立場を変えてドイツ軍が

１９４２年の春まで続くソ連軍の冬の反攻に耐えなければならなかったの

である。
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第３節 東部作戦軍部隊の指揮官達

対ソ連侵攻（バルバロッサ作戦）開始時（１９４１年６月２２日）の東

部作戦軍の各部隊の指揮官は、次の通りである。

（１）北方軍集団

軍集団司令官 フォン・レープ元帥:

第１８軍司令官：フォン・キュヒラー上級大将

第４装甲集団司令官：ヘップナー大将

第１６軍司令官：ブッシュ上級大将

第１０１軍集団後方地域司令官：フランツ・フォン・ロクエ大将

Wilhelm軍集団司令官のヴィルヘルム・リッター・フォン・レープ(

)元帥（１８７６年～１９５６年）は、バイエルンの古いRitter von Leeb

軍人家系の出身で、１８９５年にバイエルン砲兵連隊に士官候補生として

入隊し、第一次大戦に参加した後１９１９年に反革命義勇軍に参加、その

後は陸軍将校として１９２９年少将に１９３４年には大将に昇進した。１

９４０年のフランス侵攻作戦で 軍集団司令官を務め、その功績で陸軍C

元帥に昇進した。フォン・レープは、バルバロッサ作戦では北方軍集団司

令官として、軍集団をレニングラードまで進撃させたが、冬の到来により

前進できず、ヒトラーにレニングラード地区からの後退を進言して１９４

。 。２年１月１８日に罷免された その後現役に復帰することはなかった（ ）４３

第１８軍司令官のゲオルク・フォン・キュヒラー( )上Georg von K chlerü

級大将（１８８１年～１９６８年）は、ヘッセンの軍人家系の出身で１９

００年に士官候補生としてヘッセン第２５野戦砲兵連隊に入隊し、騎兵に

転科後、第一次大戦に参加、戦後は部隊指揮官として昇進を続けて、対ポ

ーランド戦では第３軍司令官、西方作戦では第１８軍司令官としてオラン

ダを攻撃、バルバロッサ作戦でも引き続き第１８軍を指揮した。レニング
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ラードまで進撃したが頓挫、ソ連軍の反撃に翌年１月まで耐えた。フォン

・レープの軍集団司令官解任によりその後任になった。１９４２年６月に

は元帥に昇進したが、１９４４年に作戦指導方針の意見の違いから解任さ

れた。戦後ニュルンベルク国際軍事裁判で禁固２０年の判決を受け、１９

６８年に死亡した 。（４４）

第４装甲集団司令官のエーリッヒ・ヘップナー( )大将 １Erich Hoepner （

８８６年～１９４４年）は、フランクフルト・アン・デア・オーデルの生

、 、 、 、まれで 装甲部隊指揮官として 対ポーランド戦 対フランス戦で活躍し

バルバロッサ作戦では、第４装甲集団司令官として部隊をレニングラード

近郊まで進撃させ、次いでモスクワを目指したがソ連軍の反撃で頓挫し、

その責任を問われて１９４１年１２月に罷免された 、その後、国防軍内。

の反ヒトラー運動に参加して１９４４年７月２０日のヒトラー暗殺未遂事

件に荷担し、同年８月８日に処刑された 。（４５）

第１６軍司令官のエルンスト・ブッシュ( )上級大将（１８Ernst Busch

８５年～１９４５年）は、軍人家系ではなくエッセンの孤児院長の息子と

して生まれ、プロイセン陸軍士官学校に入学、中尉として第一次大戦に参

加、第一線部隊指揮官として戦い抜き、第一次大戦時の最高勲章であるプ

ール・ラ・メリート勲章を受章している。戦後はワイマール期の陸軍に残

留し、中隊長を振り出しに部隊指揮官と幕僚勤務を務め、その後参謀本部

勤務、対ポーランド戦では大将になり、対フランス戦では第１６軍司令官

として、マジノ線とフランス南部を攻撃した。その功績により上級大将に

昇進、バルバロッサ作戦でも引き続き第１６軍を指揮してバルト海沿いに

前進した。１９４３年には元帥に昇進して１９４４年まで中央軍集団を指

揮したが、ソ連軍の攻勢を阻止できずに解任され、その後ノルウェー駐留

軍司令官になるが、１９４５年イギリス軍に降伏して捕虜収容所で死亡し

た 。（４６）
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第１０１（北方）軍集団後方地域司令官のフランツ・フォン・ロクエ

( )歩兵大将（１８７７年～１９６７年）は、１８７７年Franz von Roques

ヘッセンの小都市トロイサで医者の息子として生まれ、１８９６年ヘッセ

ン第８１歩兵連隊に２年志願兵として入隊した。ポツダムの士官学校へ進

み、第一次大戦では西部戦線で部隊参謀を務めた。戦後も国防軍に残り、

ロクエはゼークトを見習い非政治的な将校であった。対ポーランド戦と対

フランス戦で予備歩兵師団長を務め、対ソ連侵攻作戦では、北方軍集団の

兵站支援を行う第１０１（北方）軍集団後方地域司令官に就任し１９４３

年まで務めて退役した。戦後、軍集団後方地域司令官として戦争責任を問

われたが、再審で無罪となり、故郷に帰って１９６７年に９０歳で死亡し

た 。（４７）

（２）中央軍集団

軍集団司令官：フォン・ボック元帥

第３装甲集団司令官：ホート上級大将

第９軍司令官：シュトラウス上級大将

第４軍司令官：フォン・クルーゲ元帥

第２装甲集団司令官：グデーリアン上級大将

第１０２軍集団後方地域：フォン・シェンケンドルフ大将

軍集団司令官のフェードル・フォン・ボック( )元帥（１Fedor von Bock

８８０年～１９４５年）は、プロイセン貴族の代々軍人家系の出身で、典

型的なプロイセン貴族将校である。１８９８年にプロイセン近衛歩兵第５

連隊に士官候補生として入隊し、１９１２年から１９１９年まで参謀本部

と部隊参謀を歴任し、第一次大戦では最高勲章のプール・ラ・メリート勲

章を受賞し、戦後も将校として勤務して昇進を続け、１９３８年には第８
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軍司令官としてオーストリアに進駐し、対ポーランド戦では北方軍集団を

指揮し、対フランス戦では 軍集団を指揮して元帥に昇進した。バルバB

ロッサ作戦では中央軍集団司令官としてモスクワ攻略を目指すが失敗して

解任された。１９４２年に南方軍集団を指揮するが、ヒトラーと意見対立

して解任、退役させられた。１９４５年５月の空襲で死亡した 。（４８）

第３装甲集団司令官のヘルマン・ホート( )上級大将（１Hermann Hoth

８８５年～１９７１年）は、１８８５年軍医の息子として生まれ、１９０

４年に士官候補生としてチユーリンゲン歩兵連隊に入隊した。陸軍大学卒

業後、第一次大戦では、東プロイセンの第８軍司令部でヒンデンブルク、

ルーデンドルフの下で作戦参謀を務め、タンネンベルクでの勝利を体験し

。 、 、た その後大尉で参謀本部で勤務し 戦後はメッカー義勇軍で勤務した後

国防軍で勤務し、ナチス政権下でも昇進を続けた。対ポーランド戦ではフ

ォン・ライへナウの第１０軍で第１５自動車化軍団長を務め、対フランス

戦でも第１５自動車化軍団を指揮して、アルデンヌを突破して英仏海峡に

到達した。対フランス戦後に上級大将に昇進し、バルバロッサ作戦では中

央軍集団の２本の装甲部隊の楔の片方である第３装甲集団司令官としてモ

スクワへ突進したが、果たせなかった。その後第４装甲軍司令官として、

包囲されたスタリングラードの第６軍の救出を図るが失敗する。その後、

ドニエプル河の防衛に任ずるが、キエフの喪失により解任された。戦後戦

犯として有罪の判決を受けて服役する。ホートも有能な装甲部隊指揮官の

一人であった 。（４９）

第９軍司令官のアドルフ・シュトラウス( )上級大将（１８Adolf Strauß

７９年～１９７３年）は、１８７９年プロイセンの役人の息子として生ま

、 、れ １８９８年士官候補生としてニーダーザクセン第２歩兵連隊に入隊し

陸軍大学卒業後に参謀本部で勤務した。第一次大戦では部隊指揮官と参謀

として勤務し、戦後は国防軍に残り、歩兵学校で勤務後、中隊長から大隊
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長、連隊長等を歴任して１９３４年には少将に昇進した。対ポーランド戦

では、第２軍団長としてモドリン要塞を攻略した。対フランス戦で第９軍

司令官に任命され、その後イギリス侵攻作戦を準備するが中止され、第９

軍司令官としてバルバロッサ作戦に参加し、スモレンスク、ウヤジマと進

撃するが、厳冬とソ連軍の反撃に見舞われ、１９４２年１月にモーデル大

将と交代する。１９４４年東方要塞司令官に任命されるが、終戦時イギリ

ス軍の捕虜となり、マンシュタイン達とともに戦犯裁判をうけるが釈放さ

れて故郷に帰り、１９７３年９４歳で死亡した 。（５０）

G nter von第４軍司令官のギュンター・ハンス・フォン・クルーゲ( ü

)元帥（１８８２年～１９４４年）は、１８８２年ポーゼンで市民出Kluge

身のプロイセン軍将校の息子として生まれ、１９０１年士官学校修了後、

。 、少尉としてニーダーザクセン第４６砲兵連隊に勤務する 陸軍大学卒業後

参謀本部で勤務し、第一次大戦では東部戦線と西部戦線の両方で司令部参

謀を務めた。戦後は国防軍に残り、順調に昇進し、対ポーランド戦と対フ

ランス戦で第４軍を指揮し、フランス戦後元帥に昇進した。バルバロッサ

作戦でも第４軍を指揮してモスクワ前面まで進撃したが、後退を余儀なく

された。しかしながら、巧みな後退指揮で解任を免れ、フォン・ボック元

帥の後を襲って中央軍集団司令官に任命された。１９４４年７月には、フ

ォン・ルントシュッテット元帥に代わって西方総軍司令官に任命された

が、反ヒトラー派として暗殺未遂事件への関与を疑われて自殺した 。（５１）

第２装甲集団司令官のハインツ・グデーリアン( )上級大Heinz Guderian

（ ） 、 、将 １８８５年～１９５４年 は ドイツ陸軍の装甲部隊生みの親であり

最も有名な装甲部隊指揮官である。１９３５年のドイツ陸軍での最初の装

甲師団創設に尽力し、１９３９年には装甲兵総監に就任した。対ポーラン

ド戦では、第１９装甲軍団長としてドイツ装甲部隊の威力を遺憾なく発揮

し、対フランス戦でも第１９装甲軍団長としてアルデンヌを突破し英仏海
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峡に到達してドイツの勝利に大きく貢献した。バルバロッサ作戦では第２

装甲集団司令官としてモスクワ攻略を目指して進撃するが果たせず、ヒト

ラーとの意見の対立から１９４１年１２月に解任された。しかし１９４３

年２月装甲兵総監として呼び戻されてドイツの劣勢の挽回に努力し、１９

４４年７月には陸軍参謀総長に就任して東部戦線を指導するが、再びヒト

ラーと対立して１９４５年３月に解任された 。（５２）

第１０２（中央）軍集団後方地域司令官のマックス・フォン・シェンケ

（ ） 、ンドルフ( )歩兵大将 １８７５年～没年不明 はMax von Schenckendorff

１８７５年ベルリン近郊の１３世紀から続く格式の高いプロイセン貴族の

長男として生まれ、１８９４年ポーゼン第１４歩兵連隊に入隊した。陸軍

大学卒業後、第一次大戦では第６４歩兵連隊の中隊長として戦い、戦後も

部隊指揮官として勤務し、対ポーランド戦では第１３国境警備隊司令官、

対フランス戦では第３５軍管区司令官を務め、対ソ連戦では、この部隊の

司令部が第１０２（中央）軍集団後方地域に移行したために、シェンケン

ドルフ大将がその司令官に就任した。彼は１９４３年までこの部隊の司令

官を務めた 。（５３）

（３）南方軍集団( )H.Gr.S dü

軍集団司令官：フォン・ルントシュテット元帥

第１装甲集団司令官：フォン・クライスト上級大将

第６軍司令官：フォン・ライヘナウ元帥

第１７軍司令官：フォン・シュチュルプナーゲル大将

第１１軍司令官：フォン・ショーベルト上級大将

フォン・マンシュタイン上級大将（９月以降）

第１０３軍集団後方地域司令官：カール・フォン・ロクエ大将
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Gerd von軍集団司令官のゲルト・フォン・ルントシュテット(

)元帥（１８７５年～１９５３年）は 「最後のプロイセン人」Rundstedt 、

との綽名が示すとおり 、古いプロイセン陸軍の伝統を受け継いだユン（５４）

カー出身の正統派の将軍であった。１２歳でプロイセン陸軍幼年学校に入

り、士官学校、陸軍大学と進み、第一次大戦では、少佐で参謀として勤務

し、戦後は参謀、師団長、軍管区司令官として勤務した。１９３２年には

歩兵大将に昇進した。ナチス政権下でも６０歳を過ぎても勤務を続け、ヒ

トラーもその能力を高く買い対ポーランド侵攻作戦では最重要の南方軍集

団の指揮を任せ、１９４０年の対フランス侵攻の功績で元帥に昇進させ、

バルバロッサ作戦に際しても引き続き南方軍集団の指揮を執らせた。しか

し、１９４１年１１月ヒトラーは南方軍集団の攻勢の行き詰まりを理由に

フォン・ルントシュテット元帥を解任しフォン・ライヘナウ元帥をその後

任にした 。その後、フォン・ルントシュテット元帥は西方総軍司令官（５５）

に就任し、１９４４年６月のノルマンディー防衛作戦、１２月のアルデン

ヌの反攻を指揮し、１９４５年５月にイギリス軍の捕虜になった。戦後、

西方占領地での強制労働関与の疑いでイギリス軍の戦争裁判にかけられた

が病気と高齢で釈放された。しかし、フォン・ルントシュテット元帥の東

部戦線での事が問題になる事はなかった 。（５６）

第１装甲集団司令官のエバルト・フォン・クライスト( )Ewald von Kleist

上級大将（１８８１年～１９５４年）は、１８８１年ブラウンフェルトの

学者の息子として生まれた。１９００年士官候補生として第１ブラウンシ

ュバイク野砲兵連隊に入隊したが、騎兵に転科して第一次大戦では軽騎兵

連隊で戦った。戦後は装甲部隊の育成に尽力し、１９４０年の対フランス

戦では装甲軍団を指揮してアルデンヌを突破し勇名を馳せた。１９４１年

４月のユーゴスラビア侵攻作戦後、バルバロッサ作戦では南方軍集団唯一

の装甲集団を指揮して軍集団の突進力の中心となった。１９４２年のドイ
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ツ軍二度目の攻勢ではＡ軍集団司令官としてコーカサスへの攻勢を指揮

、 、 。し スターリングラード戦の後 １９４４年まで東部戦線で指揮を執った

戦後ユーゴスラビアでの戦争裁判後ソ連に引き渡され、１９５４年にソ連

抑留中に死亡した 。（５７）

第６軍司令官ヴァルター・フォン・ライヘナウ( )Walter von Reichenau

元帥（１８８４年～１９４２年）は、１８８４年バーデンの陸軍中将の息

子として生まれ、ギムナジウム卒業後、１９０３年士官候補生としてベル

リンの第１近衛野砲兵連隊に入隊し、第一次大戦では、主に東部戦線で部

隊参謀として勤務した。戦後も部隊参謀として勤務したが、ワイマール共

和国時代からヒトラーとナチ党を支持した数少ない国防軍高級将校の一人

であり、ヒトラーの政権獲得直後の１９３３年２月１日から国防大臣フォ

ン・ブロンベルク元帥の下で官房長を努めた。１９３４年６月３０日のレ

ーム事件に際しても一貫してヒトラーを支持し、１９３５年には中将に昇

進して第７軍管区司令官になり、ＳＳに対して軍事訓練を施した。また、

フォン・ライヘナウは国防軍の三軍統合司令部の設置にも熱心で、それは

１９３８年に国防軍最高司令部（ＯＫＷ）として実現するが、やがてカイ

テル元帥を長とするヒトラー崇拝の個人幕僚部になる。フォン・ライヘナ

ウ自身はナチスへの貢献にもかかわらず要職に就いたわけではないが、第

二次大戦の勃発とともに第１０軍司令官としてポーランドへ侵攻し、フラ

ンス侵攻では第６軍司令官となり元帥に昇進した。バルバロッサ作戦では

引続き第６軍司令官として出陣するが、１９４１年１１月フォン・ルント

シュテット元帥解任後ようやく元帥職である南方軍集団司令官に就任し

た。しかし僅か２カ月後に病死した 。対ソ連侵攻でナチズムに深く関（５８）

与したフォン・ライヘナウ元帥を司令官に頂く第６軍が軍事作戦のみなら

ずヒトラーのイデオロギー戦争にも深く関わった事は想像に難くない。

第１７軍司令官のカール・ハインリヒ・フォン・シュチュルプナーゲル
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( )大将（１８８６年～１９４４年）は、１９Karl Heinrich von Stuelpnagel

３８年から１９４０年まで陸軍参謀本部に勤務した後、対フランス休戦委

員会委員を務めバルバロッサ作戦では１９４１年１０月まで第１７軍を指

揮した。１９４２年２月に再びフランスへ戻り軍政司令官に就任する。フ

ォン・シュチュルプナーゲル大将はヒトラー政権成立後の早い時期からナ

チズムに対して批判的で１９４４年の７月２０日事件ではフランスで大き

な役割を果たすが、事件失敗後民族裁判所による有罪判決を受けて処刑さ

れた 。（５９）

Eugen第１１軍司令官のオイゲン・リッター・フォン・ショーベルト(

)上級大将（１８８３年～１９４１年）は、バルバロッRitter von Schobert

サ作戦準備期から第１１軍の指揮を執り、作戦開始後、国境での会戦、ス

ターリン・ライン突破、キエフ包囲戦を指導したが、９月１２日シュトル

ヒ機で前線視察中に地雷原に不時着して爆発、死亡した。その為に第５６

装甲軍団長のフォン・マンシュタイン上級大将が第１１軍の指揮を執る事

になった 。（６０）

エーリヒ・フォン・マンシュタイン( )上級大将（１Erich von Manstein

８８７年～１９７３年）は古くからのプロイセン軍人名家出身の参謀将校

で、１２歳でプロイセン陸軍幼年学校に入学して士官学校に進み、１８歳

でプロイセン第３近衛歩兵連隊の士官候補生となり、第一次大戦には連隊

付中尉として参加、東部戦線で重傷を負った。終戦時は第２１３歩兵師団

、 、 、参謀として勤務し 戦後は いくつかの部隊で参謀と指揮官として勤務し

ナチス政権下では軍管区参謀長等として勤務して昇進を続け、１９３８年

には中将で第１８歩兵師団長を務め、対ポーランド戦ではフォン・ルント

シュテットの南方軍集団の参謀長となり、１９４０年の対フランス侵攻作

戦準備期のＡ軍集団参謀長時代、アルデンヌ地方を突破する有名な「マン

シュタイン計画」を立案してヒトラーに注目された。バルバロッサ作戦で
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は北方軍集団第４装甲集団第５６装甲軍団長としてレニングラードに向け

て進撃中であったが、９月１２日に前述の通り戦死したフォン・ショーベ

ルト上級大将の後任として第１１軍司令官に就任した。この時ヒトラーが

南方軍集団に示していた戦略目標は、ドネツ地域、クリミア半島及びロス

。 （ ）トフであった その為マンシュタインの第１１軍も１個軍団 第５４軍団

をもってペレコプ地峡の突破に当らせ、軍主力をもってドネツ、ロストフ

方向への攻勢を実施した。しかしながらクリミア半島のソ連軍の抵抗は激

しく、その為１０月初めに第１１軍は軍の全力を挙げてクリミア攻略に当

たる事になった 。（６１）
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第２図：クリミア半島の攻略

（ を参考に著者作成）MGFA, Der Angriff, Beiheft Nr.14.
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第１１軍は改編された３個軍団（第３０，４２，５４軍団）及びルーマ

ニア山岳軍団をもってクリミア半島のソ連軍主力を駆逐し、１１月中旬に

はセバストポリ要塞地域を除く全てを占領した。１２月中旬から軍主力を

もってセバストポリ要塞に対する第１次攻撃を開始したが、冬将軍が災い

して遂に陥落させる事はできなかった。その間、クリミア東部ケルチ半島

に対するソ連軍の反攻が開始され、１個師団でケルチ防衛に当たっていた

第４２軍団長シュポネック中将は、ソ連軍による退路遮断を恐れ独断で後

退し、その結果罷免のうえ軍法会議で有罪となった。第１１軍は翌１９４

２年５月にケルチ半島を奪回し、６月第２次セバストポリ要塞攻撃を開始

し超重砲の支援を受けて７月初めに陥落させ、第１１軍はようやくクリミ

ア半島を完全に制圧した。マンシュタインは、その功により元帥に昇進し

た。その後８月のレニングラードへの攻撃、ドン軍集団司令官としてスタ

ーリングラードの救出作戦、１９４３年のハリコフ及びクルスク戦、更に

ドニエプル川への南方軍集団の後退作戦を指揮したが、１９４４年３月ヒ

トラーとの統帥上の意見対立から軍集団司令官を罷免され再び現役に復帰

する事はなかった 。（６２）

エーリヒ・フォン・マンシュタイン元帥は、数百年続くプロイセン貴族

軍人家系出身の正統派の軍人であり、作戦遂行能力、戦歴から言ってもグ

デーリアン上級大将、ロンメル元帥と並ぶ第二次大戦におけるドイツ陸軍

を代表する名将の一人に数えられている。その栄光に包まれたフォン・マ

ンシュタイン元帥の指揮した第１１軍と早くからヒトラーとナチスを支持

し親ナチス将軍の筆頭に数えられたフォン・ライヘナウ元帥が指揮した第

６軍が、戦線後方で忌まわしいユダヤ人殺戮を行ったＳＳ特別行動隊との

関係を考える上で焦点になってくる。

開戦時の第６軍と第１１軍の編成は次の通りである。
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第６軍：フォン・ライヘナウ元帥

第１７軍団：キーニッツ( )大将Kienitz

第５１歩兵師団：オーベン( )少将Oven

第６２歩兵師団：カイナー( )中将Keiner

第４４軍団：コッホ( )大将Koch

第９１歩兵師団：シュライニッツ( )少将Schleinitz

（６３）第２９７歩兵師団：ペーファー( )中将Pfeffer

開戦後、陸軍総司令部( )の予備であった第５１軍団：ハンス・ラOKH

インハルト( )大将が第６軍に編入された。Hans Reinhard

第１１軍：フォン・ショーベルト上級大将

フォン・マンシュタイン上級大将（９月以降）

第１１軍団：コルツフライシュ( )大将Kortzfleisch

第７６歩兵師団：アンゲリス( )中将Angelis

第２３９歩兵師団：ノイリング( )中将Neuling

第３０軍団：ザルムート( )大将Salmuth

第１９８歩兵師団：レッテヒ( )少将Roettig

第５４軍団：ハンゼン( )大将Hansen

第５０歩兵師団：ホリト( )中将Hollidt

（６４）第１７０師団：ヴィッケ( )少将Wittke
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Karl第１０３ 南方 軍集団後方地域司令官のカール・フォン・ロクエ(（ ）

)歩兵大将（１８８０年～１９４９年）は、１８８０年フランvon Roques

クフルト・アム・マインで、１６８５年フランスからドイツに亡命してき

た貴族で代々軍人の家系に生まれた。彼は１８９９年に第８３歩兵連隊に

士官候補生として入隊した。陸軍大学卒業後参謀本部に勤務し、第一次大

戦では西部戦線で軍団、師団の参謀を務め、戦後は国防省に勤務したが、

１９３３年に予備役に編入された。しかしながら１９３９年９月の対ポー

ランド戦で、中将の第１４２歩兵師団長として動員され、対フランス戦で

は第３軍管区所属となり、対ソ連戦では、同軍管区から編成された第１０

３（南方）軍集団後方地域司令官に就任して１９４２年まで務めた。戦後

はニュルンベルク国際軍事裁判で戦犯として追及されたが、重病のために

釈放された直後に死亡した 。（６５）

これまで見てきた様に東部作戦軍の軍集団司令官や軍司令官（軍集団後

方地域司令官を含む）級の高級指揮官達は、１８名中１２名までがプロイ

センを始めとするドイツ邦国の貴族で代々軍人の家系の出身である。そし

て、その全員が１０代で陸軍に入隊して、その伝統の下で数十年を軍で勤

務し教育と訓練を受けてきた。また第１０１軍集団後方地域司令官及び第

１０３軍集団後方地域司令官の両フォン・ロクエ大将は、共に１７世紀に

フランスで迫害されてプロイセンに逃れてきたユグノー教徒の子孫である

が、自分達を受け入れてくれたプロイセンに報いるために代々軍人として

忠節を尽くしてきた。つまり彼らはヒトラーやナチス指導者とは全く異な

る出自、社会階層、経歴の持ち主であり、第６軍司令官のフォン・ライヘ

ナウ元帥を特殊な例外とすれば、彼らは、大衆に基盤を置く現状変革の政

治運動であったナチスの政治イデオロギーには共鳴するはずのない人々で

あった。この事を前提として、彼らの東部戦線での行動、態度、更にＳＳ
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特別行動隊との関係を考えていく必要がある。



- 55 -

第３章 ソ連占領地

第１節 占領政策

東部作戦軍は、６月２２日の攻撃開始以来、半年間で約９００Ｋｍソ連

領内を前進したが、その結果東部作戦軍は広大な地域を占領した。東部作

、 。戦軍の作戦地域を含むこの占領地は 次の三つのカテゴリーに分けられた

１） 隣接国あるいはドイツ本国の行政区に編入された地域

２） 東方占領省の管轄下に新設された特別民政行政区である帝国全権

委員領（ライヒスコミッサリアート： ）に編入Reichskommissariat

された地域

（６６）３） ドイツ国防軍の軍政下の地域（東部作戦軍作戦地域）

ソ連占領地の区分は次の頁の「第３図：ソ連占領地区分」に示した通り

である。

） 、 、１ に該当するのは 占領地の西端の地域でビアリストック( )Bialystok

ガリチア( )、ベッサラビア( )及びトランスニストリアGalizien Bessarabien

( )で、ビアリストックは８月１日に東プロイセン領へ、ガリTransnistrien

チアは８月１日にポーランド総督領へ、ベッサラビアは７月２７日に、ト

ランスニストリアは８月１９日に共にルーマニア領に編入され、それぞれ

の国の領土の一部となり、通常の行政が実施された 。（６７）
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第３図：ソ連占領地区分

（ を参考に著者作成）MGFA, Der Angriff, Beiheft Nr. 27.
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２）は、アルフレート・ローゼンベルクを担当大臣として東方占領地域

を統治するために設立された東方占領省の指揮下に新たに設けられた民政

行政区である帝国全権委員領（ライヒスコミッサリアート：

）に編入された地域で、ライヒスコミッサリアート・Reichskommissariat

オストラント（ 〔帝国全権委員ヒンリヒ・ロReichskommissariat Ostland）

ーゼ( )〕とライヒスコミッサリアート・ウクライナHinrich Lohse

Reichskommissariat Ukrine Erich（ 〔帝国全権委員エーリヒ・コッホ(）

)〕の二つが設立された。オストラントは更に四つの支行政区：白ロKoch

シア ９月１日成立 リトアニア ７月２５日～８月１日 ラトビア ９（ ）、 （ ）、 （

月１日）及びエストニア（１２月５日）に分けられ、ウクライナは、ボル

ヒニアーポドリア（９月１日 、ニコライエフ（１０月２０日 、ジトミー） ）

ル（１０月２０日 、キエフ（１０月２０日 、ドニエプルペトロスク及び） ）

タウリア（１１月１５日）の六つの支行政区に分けられた。ただこれらの

地域の中で、白ロシアについてはベレジナ東方地域が、ウクライナについ

てはハリコフ地域が、軍事上の重要性からライヒスコミッサリアートへは

移管されずに国防軍の軍政地域に残された。ローゼンベルク東方占領大臣

は、更にライヒスコミッサリアート・モスクワとティフリスの二つを、更

にウクライナには八つの支行政区の設立を計画していたが遂に実現しなか

った 。 これらの東方占領省指揮下の帝国全権委員領（ライヒスコミ（６８）

ッサリアート： ）こそ、東方全般計画によって建設さReichskommissariat

れる事になっていた東方ゲルマン植民帝国の基礎をなすものであったが、

帝国全権委員ローゼとコッホには、その前にやらなければならない仕事が

山積していた。

東方占領大臣に任命されたアルフレート・ローゼンベルクは、バルト三

国の一つエストニア出身のいわゆるバルト・ドイツ人で、ナチズムの理論

家としてヒトラーの運動に１９１９年の初期の段階から参加していた。反
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ユダヤ主義の論客として有名で、１９３０年にはナチズムの理論的なバイ

ブルとなる『２０世紀の神話』を出版し、ナチ党の国会議員として活躍し

たが、第二次大戦が始まってからは、ほとんど出番がなかった。しかし、

ドイツの対ソ連侵攻の計画が進められるに及んで、彼がバルト・ドイツ人

である事が考慮されて東方占領大臣に任命された。

ローゼンベルクは、彼なりに将来の東方地域の構想を抱いていた。それ

は、ソ連を大ロシア、白ロシア、バルト地域、ウクライナ（クリミアを含

む 、ドン地域、コーカサス、中央アジア、トルキスタンの七つに分けて）

統治し、ユダヤ・ボルシェビズムの排除と広域経済圏の設立によって大ロ

シアの弱体化を図るものであった。彼は早い段階から、国防軍、軍需省、

経済省、四カ年計画委員会、宣伝省等の関係部門との調整を開始し、対ソ

連開戦時にはすでに体制を整えていた。そして開戦後まず行ったのがライ

ヒスコミサリアート・オストラントとウクライナの創設である。それは９

月１日に実現した。その際与えた任務は、ドイツ本国への食料・原料の供

給とドイツの戦争遂行への協力であったが 彼の指揮下の帝国全権委員 ラ、 （

イヒスコミッサール）達はそれでは済まなかった。特にウクライナの帝国

全権委員（ライヒスコミサール・ウクライナ）のエーリヒ・コッホは、ロ

ーゼンベルクと鋭く対立して、ウクライナに独善的で傲慢な独裁者として

君臨し、ユダヤ人の殲滅、住民の迫害、資源、食料の収奪、労働者のドイ

ツへの強制連行（東方労働者： ）等の残忍で過酷な政策を容赦Ostarbeiter

なく押し進めた 。（６９）
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第２節 軍政組織

前節の３）のドイツ国防軍軍政地域とは、ドイツ国防軍（陸軍）が直接

統治し、そこで部隊が作戦行動を取り、それを支援する兵站活動を行い、

治安維持と住民統治の全責任を負う地域で、この地域の行政、司法の全権

限を軍が持っていた。この地域は言い換えれば東部作戦軍( )の作Ostheer

戦地域( )であり、まず北方、中央、南方の三つの軍集団のOperationsgebiet

作戦地域に分けられ、各軍集団の作戦地域は、前方の戦闘地域

。( )と後方の後方地域( )に分けられていたGefechtsgebiet R ckw rtiges Gebietü ä

、 、 、前方の戦闘地域は 軍団と師団以下の部隊の作戦地域であり 後方地域は

軍後方地域( )とその後方に位置する軍集団後方地R ckw rtiges Armeegebietü ä

域( )に分けられて各軍と軍集団に対して後方支R ckw rtiges Heeresgebietü ä

援（兵站支援、後方連絡線の維持・確保、治安維持）を実施した。軍後方

地域( )は、師団長相当の軍後方地域司令官R ckw rtiges Armeegebietü ä

( )を長とし、三ケタ番号を付Kommandant des r ckw rtigen Armeegebietesü ä

（ 、 ）、して と呼称され 例えば第１１軍に配属されたのはKor ck Kor ck 553ü ü

配属先の軍司令官の指揮下に置かれた 。（７０）

軍集団後方地域（ ）は、軍団長に相当する軍R ckw rtiges Heeresgebietü ä

集団後方地域司令官（ ）を長とBefehlhaber des r ckw rtigen Heeresgebietesü ä

する部隊で、軍集団司令官の指揮下に置かれた 軍集団後方地域も当。（７１）

初、三ケタ番号を付して（北方－１０１、中央－１０２、南方－１０３）

呼称されていたが、対ソ連開戦後に北方、中央、南方軍集団後方地域司令

官（ ）に改称さBefehlhaber des r ckw rtigen Heeresgebiete Nord, Mitte, S dü ä ü

れた 。（７２）

Generalquartiermeister des各軍集団後方地域司令官は、陸軍兵站総監(

)エドアルト・ヴァグナー( )少将の統制下に置かれHeeres Eduard Wagner

ていた 軍集団後方地域内には 上級地区司令部( )。 、 Oberfeldkommandanturen
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とその指揮下に地区司令部( )が置かれて占領地でのFeldkommandanturen

軍政業務を担当した 更に各軍集団後方地域には地域内の治安維持の。（７３）

為に３個の警備師団( )が配置されていた 。Sicherungdivision （７４）

各軍集団後方地域に配置された警備師団は以下の通りである。

北方軍集団後方地域司令官：フランツ・フォン・ロクエ大将

第２０７警備師団：師団長ティーデマン( )中将Tiedemann

第２８１警備師団：師団長バイヤー( )中将Bayer

第２８５警備師団：師団長フォン・ポルトー( )少将von Polto

中央軍集団後方地域司令官：マックス・フォン・シェンケンドルフ大将

第２２１警備師団：師団長プルークバイル( )中将Pflugbeil

第２８６警備師団：師団長ミューラー( )中将M llerü

第４０３警備師団：師団長フォン・ディトフルト( )少将von Ditfurth

南方軍集団後方地域司令官：カール・フォン・ロクエ大将

第２１３警備師団：師団長ド・オム・デ・クビェ

( )中将del'homme de Courbiere

第４４４警備師団：師団長ルスブルム( )中将Russwurm

（７５）第４５４警備師団：師団長クランツ( )少将Kranz

これらの警備師団が軍集団後方地域において直接、治安の維持、後方交

通路（道路、鉄道等）の安全確保、住民対策に当たった。やがてソ連側の

パルチザン活動が始まると対パルチザン戦を実施したが、ドイツ側の兵力

不足は否めず、それを補う為に各警備師団には次の様にドイツ警察（秩序

警察）大隊が配属されて治安維持活動にあたった。
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第２０７警備師団：第１１２警察大隊

第２８１警備師団：第１３２警察大隊

第２８５警備師団：第６１警察大隊

第２２１警備師団：第９１警察大隊

第２８６警備師団：第１３４警察大隊

第４０３警備師団：第１１１警察大隊

第２１３警備師団：第３１８警察大隊

第４４４警備師団：第３１１警察大隊

（７６）第４５４警備師団：第８２警察大隊

ドイツ陸軍警備師団とドイツ秩序警察大隊は、後方地域での対パルチザ

ン戦、治安及び住民対策で、やがて軍野戦憲兵隊、秘密野戦警察、ＳＳ特

別行動隊との協力、あるいは共同作戦を実施するようになった。

現在、ドイツの制服通常警察である秩序警察( )のソ連占領地でのOrpo

ユダヤ人や一般住民殺害等の犯罪について、いくつかの研究成果が公刊さ

れ、更なる研究が進みつつあるが、本論文では、研究の主題はドイツ陸軍

とＳＳ特別行動隊との関係、及びドイツ陸軍のユダヤ人殺害への関与に関

するものなので、研究対象はドイツ陸軍警備師団に止め、ここでは扱わな

い。
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第４図：ドイツ陸軍作戦地域区分
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（ を参考に著者作成）Handbook on German Military Forces, S. 44.
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第３節 パルチザン戦

ドイツ軍のソ連への侵攻に対して、ソ連側は正規軍（ソ連軍）以外の武

装小集団による占領軍に対する抵抗や小部隊による襲撃、破壊等による後

方攪乱等の不正規戦を繰り広げた。これがゲリラ戦であり、ソ連、東欧地

域では、このゲリラ実施部隊はパルチザンと呼ばれた。ドイツ軍侵攻の初

期にパルチザン戦を展開したのは、ドイツ軍に撃破されたソ連軍の残存部

隊とパラシュートで後方地域に降下して潜入した特別部隊、更に夜間浸透

潜入したパルチザン部隊であった 。（７７）

独ソ戦初期、ドイツ軍に撃破されたソ連軍部隊は膨大な数の捕虜を出し

たが、残りは様々な単位の部隊が武装したままドイツ軍の後方地域に取り

残される結果となった。彼らは、各地域でそれぞれの指揮官の指揮で後方

地域のドイツ軍兵站部隊を襲撃したり、施設を攻撃した。一方ソ連軍司令

部から派遣されてパラシュート降下等でドイツ軍後方地域に侵入した６名

～８名から成る特別部隊は、あらかじめ計画したドイツ軍の兵站、鉄道、

トンネル、橋梁、道路、通信線、パイプライン等を攻撃し破壊し、更に重

要施設を爆破してドイツ軍と住民にパニックを起こさせた。三つ目の部隊

は、１部隊が数十名から成るパルチザン部隊で、夜間にドイツ軍占領地域

に浸透潜入して破壊工作のみならず住民工作を行い、情報網を組織してド

イツ軍への協力者を通報させ、それらを殺害した。この部隊は地域のソヴ

ィエト共産党の指揮下で活動した。この部隊は、特にドイツ東部作戦軍北

方軍集団作戦地域で活発に活動した 。（７８）

やがてパルチザン部隊は、ソヴィエト共産党を最高指導部にしてソ連軍

司令部とＮＫＷＤ（内務人民委員部）の指導下に統一組織化されてドイツ

軍占領地域での破壊活動を一層激化させていく。その中核部隊が、パルチ

ザン戦闘大隊とパルチザン殲滅大隊である。一方ドイツ軍占領地の各地域

では、ソヴィエト共産党の指令によって現地住民で編成されたパルチザン
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部隊とは別にドイツの過酷な占領政策とユダヤ人殺戮に反発して自発的に

組織された現地住民であるロシア人、白ロシア人、更にユダヤ人によるパ

ルチザンも存在し、これらの部隊は主に森林地帯に潜んで破壊活動を行っ

た。これらの部隊は主にドイツ東部作戦軍中央軍集団作戦地域内の白ロシ

ア、ウクライナ北部で活発に活動した 。これらのパルチザンも、開戦（７９）

数ヶ月後には次第にソヴィエト共産党の地方組織の指導下に統一されてド

イツ占領軍に対する組織的な破壊、妨害活動を展開していった。

パルチザン活動の第２段階では、統一組織化された各種、各様のパルチ

ザン部隊が各地域でソ連軍の作戦と連携して、中央のソヴィエト共産党内

に設けられたパルチザン活動本部の統一指揮下で、ドイツ軍後方地域で、

交通・通信の遮断、鉄道、道路、橋梁、トンネル、駅、港、飛行場の破壊

による遮断、弾薬、燃料、補給品の破壊、焼尽、司令部の破壊、ドイツ軍

の指揮官の暗殺、ドイツ軍将兵の殺害等の作戦を展開して行くことになっ

た。その際、ドイツ軍占領地域の住民に対する宣伝工作、更に対独協力組

織、協力者の破壊、殺害も積極的に行った 。（８０）

このようなパルチザン活動の激化によって、ドイツ軍占領地域では、後

方地域にある補給・兵站施設が襲撃、破壊され、ドイツ軍人が殺傷され、

補給幹線が脅かされ、通信が遮断される事態が頻発し、それによってドイ

ツ軍の第一線戦闘部隊への支援活動に支障を来すようになり、その結果第

一線部隊の戦闘力の維持に影響が出てきた。その為ドイツ占領軍にとって

パルチザンを討伐し、後方地域の治安維持、兵站活動の安全を確保する事

は最優先課題であった。その任務は軍集団後方地域では警備師団と警察部

隊が、軍後方地域では後方地域部隊が遂行したが常に兵力不足に悩まされ

た。その為、ドイツ警察やＳＳ等の部隊、現地の対独協力者、自警団等の

あらゆる組織を総動員せざるを得ず、これらとの共同行動がドイツ軍自身

のユダヤ人や一般住民の殺害へと繋がっていく事になった 。（８１）
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第４章 国家保安本部とＳＳ特別行動隊

第１節 国家保安本部の設立

ドイツの対ソ連侵攻において、ナチ・イデオロギー（反ユダヤ主義）実

現の為の政治戦争を遂行したＳＳ特別行動隊を指揮し、軍事作戦を遂行し

た東部作戦軍にとっての陸軍総司令部・参謀本部に当たる中枢機関が国家

保安本部( ）である。国家保安本部は１９RSHA:Reichssicherheitshauptamt

３９年９月２７日にＳＳ大将ラインハルト・ハイドリヒの下に、保安警察

とＳＳ保安情報部（ 〔以下ＳＤと略する〕から成SD:SS-Sicherheitsdienst）

るナチ党と国家の混成組織として設立された。国家保安本部の組織は、次

の通りである。

保安警察・保安情報部長官：ハイドリヒＳＳ大将

（ ） 〔 ， 〕第Ⅰ局 総務・法務 ：ベストＳＳ少将 国家警察 ＳＤ混成

第Ⅱ局（思想調査 ：ジックスＳＳ大佐〔ＳＤ要員〕）

第Ⅲ局（国内情報 ：オーレンドルフＳＳ大佐〔ＳＤ要員〕）

第Ⅳ局（秘密国家警察 ：ミューラーＳＳ少将〔国家警察官〕）

第Ⅴ局（刑事警察 ：ネーベＳＳ少将〔国家警察官〕）

（８２）第Ⅵ局（国外情報 ：ヨストＳＳ少将〔ＳＤ要員） 〕

国家保安本部内の党、国家機関の別は構成人員から明かな様に、第Ⅰ局

、 ， ， 、 、 。が中間で 第Ⅱ Ⅲ Ⅵ局が党機関 第Ⅳ Ⅴ局が国家機関であった（ ）８３

この様に複雑な組織構成はＳＳを始めとするドイツ第三帝国内のナチ党に

由来する諸機関に共通の物で、国家における位置付けを曖昧なものとして

いる。この事を理解する為には、ＳＳの発展過程、ＳＳと警察の関係、更

にＳＤの発展過程、ＳＤと国家警察、特に秘密国家警察( )との関Gestapo

係を明らかにする必要がある。



- 66 -

ナチ親衛隊( )は、１９２３年１１月のミュンヘン一揆失SS:Schutzstaffel

敗後、再びナチ党内の支配権を確立する必要があったアドルフ・ヒトラー

が、１９２５年４月にユリウス・シュレック( )の下に自分だJulius Schreck

けに忠誠を誓う身辺警護隊（８名）の編成を命じた事に始まる。ＳＳは、

１９２９年１月に新隊長ハインリヒ・ヒムラーの指揮下に２８０名まで成

長し、１９３０年のベルリンＳＡ（突撃隊）による反ヒトラー暴動に際し

てヒトラー個人の警護隊からナチ党内の警察としての地位を獲得した。１

９３３年１月のヒトラー政権成立後、１９３４年６月のレーム事件（ＳＡ

の粛清）に際しては、ＳＡ幹部の粛正に中心的役割を果たしたＳＳは、ナ

チ党内で完全な独立組織として大きく飛躍する事になった。

ナチ国家において国家の敵を撃滅するためには警察を手中にする必要性

を痛感していたＳＳ長官ヒムラーは、ＳＳによる警察への浸透を強化し、

１９３６年６月１７日遂にＳＳ長官兼ドイツ警察長官として全警察組織を

掌握するに至った。しかし、これでＳＳと警察が融合・統一された訳では

なかった。基本的には、ＳＳ高級将校が警察の重要ポストに就くか、ＳＳ

にとって信頼に足る警察幹部をＳＳに入隊させる事によってＳＳが警察を

吸収しその支配を進めて行ったのである 。（８４）

ドイツ警察はヒムラーの指揮下に秩序警察( ）と保Orpo:Ordnungspolizei

安警察( ）に再編成された。秩序警察（Ｏｒｐｏ）はSipo:Sicherheitspolizei

警察大将ダリューゲの指揮下に通常の制服警察、行政警察等をもって構成

され 保安警察 Ｓｉｐｏ はＳＳ中将ハイドリヒの下に秘密国家警察 Ｇ、 （ ） （

ｅｓｔａｐｏ）と刑事警察（Ｋｒｉｐｏ）で組織された。すでに１９３１

年以来ＳＤ長官であったハイドリヒは、保安警察とＳＤの長官を兼任する

事になった 。（８５）

ＳＤは、本来１９３１年にⅠｃ‐Ｄｉｅｎｓｔと言う名称で設立された

ＳＳの情報機関で、ナチ党に対する敵対勢力のみならずナチ党内の反ヒト
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ラー派の監視にも当たっていた。ヒトラー政権成立後の１９３３年１１月

にＳＤ局に昇格したが、当時ハイドリヒはバイエルン政治警察長官を兼務

していたので、政治警察が主として国家の敵（共産主義者、ユダヤ人）を

対象とし、ＳＤは国家機関及びナチ党内の敵の監視に当たるという任務分

担が行われた。レームとＳＡによる危機が浮上してくるとＳＤの情報機関

としての重要性が増大し、１９３４年６月９日には副総統ヘスによってナ

チ党内での唯一の情報機関である事が公認された。やがて全国家警察、特

に秘密国家警察とＳＤとの任務分担が次の様に定められた。

「１） 秘密国家警察は国家の敵を撃滅する。

２） ＳＤはナチ・イデオロギーへの反対者に関する情報を収集し、秘

密国家警察に通報する 」。（８６）

すなわち秘密国家警察が国家の敵に対する実力機関であり、ＳＤは情報

専門機関とされたのである。

しかし、その後ＳＤにはナチズムに共鳴する野心家で高学歴の若い世代

が続々と入隊し、秘密国家警察が国家の司法・行政の必要性から生まれた

体制防衛の為の執行機関で警察官僚の集合であるのに対して、ＳＤは法を

超越してナチズムの理想の実現の為に働くナチ・イデオロギーの体現者の

若者の集団へと発展して行く。しかし、保安警察とＳＤの両方を掌握した

ハイドリヒにとって、ＳＳと警察の統合という大きな目標の中での自分の

果たすべき役割は、まず保安警察とＳＤの統合であると考えていた。そこ

でＳＤと秘密国家警察との任務の競合が大きな問題となる状況の下で、ハ

イドリヒはＳＤの今後の発展の為に、ＳＤが将来果たすべき任務として次

の三つを考えた。
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１） ナチ・イデオロギーの敵に関する長期的な調査と研究

２） 国外情報収集機関への発展

（８７）３） 国内のあらゆる分野を対象とした民心動向調査

これらをすべて網羅し保安警察と統合された、ナチズムの目標達成の為

の新しい政治組織こそ国家保安本部に外ならなかった。その国家保安本部

内でＳＤの任務に関して、１）を担当するのが第Ⅱ局、２）を担当するの

が第Ⅵ局、３）を担当するのが第Ⅲ局であった。

こうしてヒトラー－ヒムラー－ハイドリヒという指揮系統の下に、もは

や国家からもナチ党からも制約を受けない国家と党を包括したナチズムの

実現の為の新組織が出現したのである。それは、第二次世界大戦の勃発と

期を一にしていたが、この戦争がヒトラーによるナチズムの政治目標実現

。 、の為の戦争であったことを考えると当然の事と言えよう 当然の事として

ナチズムの目標実現の為の政治イデオロギー戦争の実行部隊は、この国家

。 。保安本部の指揮下に編成されたのである それがＳＳ特別行動隊であった

第２節 ＳＳ特別行動隊の創設と対ソ連侵攻準備

来るべき対ソ連侵攻に備えて４個のＳＳ特別行動隊（Ａ～Ｄ）の編成が

決定された。１９４１年４月、ハイドリヒは国家保安本部幹部を前にソ連

「 」との戦争における保安警察・保安情報部の任務をロシアの 安定と鎮静化

と婉曲な表現を使ったが 「その任務の完遂の為に真の兵士を必要とし、、

保安警察・保安情報部の一員として真価を証明せよ 」と訓辞した。これ。

に対して第Ⅴ局長ネーベＳＳ少将は直ちに応じ、こうして初代ＳＳ特別行

動隊長の一人が直ちに決まった。しかし、ネーベ以外の隊長はそう簡単に

は行かなかった。ＳＳ特別行動隊Ａ隊長に決まったヴァルター・シュター

レッカーＳＳ少将は、当時ハイドリヒと対立して外務省に出向中であった
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が国家保安本部への返咲きを狙って指名に応じた。ＳＳ特別行動隊Ｃの隊

長Ｄｒ．エミール・オットー・ラッシュＳＳ少将も東プロイセンに左遷中

であったが、同じ理由で指名に従った。ＳＳ特別行動隊Ｄの隊長に指名さ

れたオットー・オーレンドルフＳＳ大佐は、当時国家保安本部第Ⅲ局長で

あったが、東部戦線従軍を二度まで拒否した後、三度目には臆病の謗りを

恐れて承諾した。こうして４人のＳＳ特別行動隊隊長は決定された 。（８８）

他の要員も将校は所謂インテリを中心に選抜され博士号を持った法律

家、官僚出身者、弁護士、牧師、挙げ句はオペラ歌手まで含れていた。し

かし、呼び掛けに応じて自ら志願する者は皆無で、遂に業を煮やしたハイ

ドリヒは保安警察( )、ＳＤ、刑事警察( )に各々人員を割当ててSipo Kripo

強制的に選抜し、更に不足を秩序警察( )と武装親衛隊( )かOrpo Waffen-SS

ら補充せざるを得なかったのである。かくして５月には約３，０００名か

ら成るＳＳ特別行動隊の編成が完結した。また、各ＳＳ特別行動隊の兵力

はＡ：１，０００名、Ｂ：６５５名、Ｃ：７００名、Ｄ：６００名であっ

た 。 その構成は、ＳＳ特別行動隊Ａを例に取れば、９％が秘密国家（８９）

警察( )、３．５％がＳＤ、４．１％が刑事警察、３．４％が秩序Gestapo

、 ． 、 ． 、 、警察 ８ ８％が外国人補助警察 ３ ４％が武装親衛隊 残りが技術者

事務官、運転手、通訳等である 。 ＳＳ特別行動隊の編成単位はＳＳ（９０）

特別行動隊( )＞特別中隊( ）または特別Einsatzgruppe SK:Sonderkommando

行動中隊( ）＞小隊( )であった。ただEK:Einsatzkommando Teilkommando

し小隊は特に必要のある場合のみ独立して行動した。更にこれらの外に特

にモスクワの占領に備えて、ＳＳ特別行動隊Ｂには先遣中隊モスクワ／特

別中隊７ｃ( )が編成されていVorkommando Moskau/ Sonderkommando 7c

た。特別中隊（ＳＫ）と特別行動中隊（ＥＫ）の主たる相違点は、ＳＳ特

（ ） 、別行動隊が軍作戦地域を行動する場合に特別中隊 ＳＫ は軍作戦地域で

特別行動中隊（ＥＫ）は軍集団後方地域で行動する事であった。



- 70 -

対ソ連侵攻開始時のＳＳ特別行動隊の編成は次の通りである。

国家保安本部（ＲＳＨＡ） 第Ⅳ局：局長 ミューラーＳＳ少将

ＳＳ特別行動隊Ａ： シュターレッカーＳＳ少将

特別中隊１ａ： ザントベルガー

特別中隊１ｂ： エーリンガー

特別行動中隊２： バーツ

特別行動中隊３： イェガー

ＳＳ特別行動隊Ｂ： ネーベＳＳ少将

特別中隊７ａ： ブルーメ

特別中隊７ｂ： ラウシュ

先遣中隊 モスクワ／特別中隊７ｃ： ジックス

特別行動中隊８： ブラドフィッシュ

特別行動中隊９： フィルベルト

ＳＳ特別行動隊Ｃ： ラッシュＳＳ少将

特別中隊４ａ： ブローベル

特別中隊４ｂ： ヘルマン

特別行動中隊５： シュルツ

特別行動中隊６： クレーガー

ＳＳ特別行動隊Ｄ： オーレンドルフＳＳ大佐

特別中隊１０ａ： ゼーツェン

特別中隊１０ｂ： ペルステラー

特別中隊１１ａ： ツァップ

特別中隊１１ｂ： ブラウン（１０月から）

（９１）特別行動中隊１２： ノスケ

（中隊長は概ねＳＳ少佐であった。特別中隊１１ｂ初代中隊長は不明 ）。
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国家保安本部（ＲＳＨＡ）の担当局（第Ⅳ局）の局長ハインリヒ・ミュ

ーラー( )ＳＳ少将は、ドイツ第三帝国におけるユダヤ人問Heinrich M llerü

題の実行責任者であった。ワイマール期からの警察官僚で、ナチスの政権

獲得後も警察官僚として秘密国家警察（ ）を統括し、ヒムラーとGestapo

ハイドリヒに忠実に仕えて、官僚としての能力を発揮してナチスの独裁体

制を維持した。東部戦線でのＳＳ特別行動隊の作戦を指揮した後は、ドイ

ツの敗戦までドイツ第三帝国のホロコーストを強力に推進した。ミューラ

、 。ーは ドイツの敗戦時に行方をくらませ未だにその消息は不明である（９２)

ＳＳ特別行動隊Ａの隊長フランツ・ヴァルター・シュターレッカー

( )ＳＳ少将は、１９００年生まれで、チュービンFranz Waiter Stahlecker

ゲン大学で法学博士号を取得して弁護士をしていた。ナチスの政権獲得の

前年の１９３２年にナチ党とＳＳに同時に加わった。国家保安本部ではⅣ

局Ａの課長を務めていた。１９４２年３月に東部戦線で戦傷死した。彼は

ナチズムを信奉して進んでＳＳに入隊した高学歴で学位も持った若きナチ

・エリートの一人であった 。（９３)

、ＳＳ特別行動隊Ｂの隊長アルトール・ネーベ( )ＳＳ少将はArthur Nebe

１８９４年生まれの警察官で、ワイマール期から刑事警察畑を歩み、１９

４１年には刑事警察のトップである国家保安本部第Ⅴ局長のポストにあっ

た。東部戦線から帰還後、反ヒトラー派の抵抗運動に参加して、１９４４

年７月２０事件に連座して逮捕され、１９４５年３月に処刑された 。（９４)

ＳＳ特別行動隊Ｃの隊長オットー・ラッシュ( )ＳＳ少将は、Otto Rasch

１８９１年生まれで、ライプチヒ大学で言語学、法学等を学び、二つの博

士号を持ち弁護士をしていた。１９３１年にナチ党に入党し、１９３３年

にＳＳに入隊し、主にＳＤで勤務した。彼も高学歴で学位も持った若きナ

チ・エリートの一人である。戦後、１９４８年のニュルンベルク継続裁判

で裁かれ７年の禁固刑に処されたが、獄中で病死した 。（９５)
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ＳＳ特別行動隊Ｄの隊長オットー・オーレンドルフ( )Otto Ohlendorf

ＳＳ大佐は、１９０７年生まれで、ゲッチンゲン大学とライプチヒ大学で

法律を学び、キール大学の助手になった。彼は、１９２５年に１８歳でナ

チ党とＳＳに同時に加わっている。前職は弁護士であった。国家保安本部

では第Ⅲ局長（ＳＤ：国内情報）を務めていた。戦後はニュルンベルク継

、 。続裁判で裁かれ １９４８年に死刑判決を受けて１９５１年に執行された

彼もＳＤで勤務した高学歴の若きナチ・エリートの一人であったが、特に

１９２５年の早い時期に１８歳でナチス運動に参加した強固なナチズム信

奉者であった 。（９６)

MartinＳＳ特別中隊１ａの中隊長マルチン・ザントベルガー (

)は、１９１１年生まれで、１９３１年にナチ党に入党し、１Sandberger

９３５年にＳＳに入隊した。フライブルク大学、ミュンヘン大学、ケルン

大学、チュービンゲン大学で学び、博士号を取得して弁護士をしていた。

１９４８年のニュルンベルク継続裁判で終身刑の判決を受けたが、１９５

３年に減刑されて釈放されている 。（９７)

特別中隊１ｂの中隊長エーリヒ・エーリンガー( )は、１Erich Ehrlinger

９１０年生まれで、１９３１年にナチ党に入党し、１９３５年にＳＳに入

隊している。キール大学、ベルリン大学、チュービンゲン大学で学び博士

。 （ ）号取得して前職は弁護士であった 国家保安本部では第Ⅰ局 人事・総務

の局長を務めた 。（９８)

特別行動中隊２の中隊長ホルスト・バーツ( )は、１８９０年Horst Barth

生まれで、１９３７年にナチ党に入党し、１９３８年にＳＳに入隊してい

る。大学で法律を学び博士号を取得して弁護士をしていた。戦後１９６１

年に刑事訴追された際に自殺した 。（９９)

特別行動中隊３中隊長カール・イェガー( )は、１８８８年生Karl J gerä

、 、 。まれで １９３０年にナチ党に入党し １９３３年にＳＳに入隊している
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。 。実業高校を卒業して会社員をしていた 戦後１９５９年に自殺した（１００)

特別中隊７ａの中隊長ヴァルター・ブルーメ( )は、１９０Walter Blume

６年生まれで、１９３３年にナチ党に入党し、１９３５年にＳＳに入隊し

ている。エアランゲン大学、ボン大学、イエナ大学、ミュンスター大学で

法律を学び、博士号を取得して弁護士をしていた。１９４８年のニュルン

、 。ベルク継続裁判で終身刑の判決を受けたが 減刑されて釈放された（１０１)

特別中隊７ｂの中隊長ギュンター・ラウシュ( )は、１９G nter Rauschü

０９年生まれで、１９３０年にナチ党に入党し、１９３１年にＳＳに入隊

している。ベルリン大学とイエナ大学で経済学を学び、国家保安本部第Ⅱ

局で勤務していた。戦後訴追は受けず、１９６４年に死亡した 。（１０２)

Franz先遣中隊モスクワ／特別中隊７ｃの中隊長フランツ・ジックス(

)は、１９０９年生まれで、１９３０年にナチ党に入党し、１９３５年Six

にＳＳに入隊している。ハイデルベルク大学で学び博士号を取得し、更に

。 。教授資格も取得した最高のインテリである 国家保安本部Ⅶ局長を務めた

１９４８年のニュルンベルク継続裁判で２０年の禁固刑の判決を受ける

が、減刑されて１９５２年に釈放された 。（１０３)

特別行動中隊８の中隊長オットー・ブラドフィッシュ( )Otto Bradfisch

は、１９０３年生まれで、１９３１年にナチ党に入党し、１９３８年にＳ

Ｓに入隊している。フライブルク大学とライプチヒ大学で学び、博士号を

取得して弁護士をしていた。１９４１年にはＳＤで勤務していた。１９４

８年のニュルンベルク継続裁判で１３年の禁固刑の判決を受けるが、６年

で釈放された 。（１０４)

特別行動中隊９の中隊長アルフレート・フィルベルト( )Alfred Filbert

は、１９０５年生まれで、１９３２年にナチ党とＳＳに加わっている。ギ

ーセン大学とハイデルベルク大学で学び、博士号を取得して弁護士をして

いた。国家保安本部ではⅥ局 （国外情報）の課長を務めた。１９６１年B
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に終身刑の判決を受けた 。（１０５)

特別中隊４ａの中隊長パウル・ブローベル( )は、１８９４年Paul Blobel

生まれで、１９３１年にナチ党とＳＳに同時に加わった。職業学校を出て

建築士をしていた。入隊後はＳＤで勤務した。ブローベルは、後に特別中

隊１００５の中隊長も務めた。１９４８年のニュルンベルク継続裁判で死

刑の判決を受けて１９５１年に執行された 。（１０６)

特別中隊４ｂの中隊長ギュンター・ヘルマン( )は、１G nter Herrmannü

９０８年生まれで、１９３３年にナチ党に入党し、１９３５年にＳＳに入

隊した。キール大学、ゲッチンゲン大学、ミュンスター大学で学び、弁護

士をしていた。入隊後はゲシュタポとＳＤで勤務した。１９７３年に７年

の禁固刑に処された 。（１０７)

特別行動中隊５の中隊長エルビン・シュルツ( )は、１９０Erwin Schulz

０年生まれで、１９３３年にナチ党に入党し、１９３５年にＳＳに入隊し

た。ベルリン大学に２学期在学して、警察官になった。１９４８年のニュ

ルンベルク継続裁判で２０年の禁固刑の判決を受けたが、１５年で釈放さ

れた 。（１０８)

特別行動中隊６の中隊長エルハルト・クレーガー( )は、Erhard Kr gerö

１９０５年生まれで、１９３８年にＳＳに入隊し、ナチ党には、その２年

後の１９４０年に入党している。チュービンゲン大学とケーニヒスベルク

大学で学び、博士号を取得して弁護士をしていた。１９６９年に禁固３年

に処されている 。（１０９)

特別中隊１０ａの中隊長ハインツ・ゼーツェン( )は、１９Heinz Seetzen

０６年生まれで、１９３３年にナチ党に入党し、１９３５年にＳＳに入隊

した。マールブルク大学とキール大学で学び弁護士になり、入隊後は保安

警察、ゲシュタポで勤務した。１９４５年９月に自殺している 。（１１０)

特別中隊１０ｂの中隊長アロイス・ペルステラー( )は、Alois Persterer
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１９０９年生まれで、１９３０年にナチ党に入党したが、ＳＳ入隊年は不

明である。オーストリア出身で１９３３年まではオーストリア陸軍で勤務

していた。小学校しか出ておらず、自動車整備工をしていた。１９４５年

に殺害されている 。（１１１)

特別中隊１１ａの中隊長パウル・ツァップ( )は、１９０４年Paul Zapp

生まれで、１９３７年にナチ党に入党したが、ＳＳ入隊年は不明である。

大学卒業後は会社員をしていた。国家保安本部ではＳＤで勤務していた。

１９７０年に終身刑に処されている 。（１１２)

特別中隊１１ｂの中隊長ヴェルナー・ブラウン( )は、Werner Braune

１９０９年生まれで、１９３１年にナチ党に入党し、１９３４年にＳＳに

入隊している。イエナ大学、ボン大学、ミュンヘン大学で学び、博士号を

取得して弁護士をしていた。入隊後はＳＤに勤務した。１９４８年のニュ

ルンベルク継続裁判で死刑判決を受けて１９５１年に執行された 。（１１３)

特別行動中隊１２の中隊長グスタフ・ノスケ( )は、１９Gustav Nosske

０２年生まれで、１９３３年にナチ党に入党したが、ＳＳ入隊年は不明で

ある。大学卒業後弁護士になり、ゲシュタポとＳＤで勤務した。１９４８

年のニュルンベルク継続裁判で終身刑の判決を受けるが、その後１０年に

減刑されている 。（１１４)

以上見てきた様に、ＳＳ特別行動隊の中隊長以上の指揮官達は、全２２

名中４名を除いた全ての者が大学を卒業しており、その大部分が博士号を

持ち、弁護士資格も持っていた。中でもジックスは教授資格も持ち、ラウ

シュは博士号を二つも持っていた。彼らは異例の高学歴のインテリ、エリ

ート集団であり、軍の高級指揮官達とは全く違った経歴、価値観を持った

集団であった。

ソ連に侵攻するＳＳ特別行動隊はこの様に編成されたが、ＳＳ特別行動

隊が編成されたのは、対ソ連侵攻時が最初ではなかった。１９３８年３月
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ドイツによるオーストリア併合（Ａｎｓｃｈｌｕβ）の際に最初のＳＳ特

別行動隊が編成された。ヒトラーの特別命令によって保安警察と秩序警察

で編成されたこの警察‐特別行動隊は、オーストリアへ進駐するドイツ陸

軍の先遣隊に後続してオーストリアへ入り、予め指示された重要政治文書

・物件の押収と敵対者の逮捕を迅速に行い、更に保安警察・保安情報部が

オーストリアに本格的な組織を確立するまでの間、先遣出先機関として機

能し、組織確立後はその一部に組み入れられた 。（１１５）

１９３８年１０月のズデーテンラント進駐の際も同様に秘密国家警察‐

特別行動隊が進駐する陸軍部隊に後続して主に共産主義者の摘発に当たっ

た。１９３９年３月のチェコ併合の際は保安警察‐特別行動隊が編成され

。 「 」陸軍部隊に続きチェコに入った 進駐６日後には 特別行動隊Ⅰ・プラハ

と指揮下の４個特別行動中隊（プラハ、ブドバイス、コーリン、パルドビ

ッツ 、及び「特別行動隊Ⅱ・ブルン」と指揮下の３個特別行動中隊（ブ）

、 、 ）、 「 」 。ルン オルミューツ ツリン 更に 特別中隊ピルゼン が編成された

その活動についての報告は現存しないがドイツに対する敵対者の摘発に当

り、チェコでのベーメン・メーレン保護領成立後は現地の保安警察・保安

情報部に編入された。これらの行動に際してドイツ陸軍進駐部隊による戦

闘が発生しなかった事もあり、ＳＳ特別行動隊は軍の統制を受ける事はな

かった 。（１１６）

チェコ併合から半年後の１９３９年９月の対ポーランド侵攻では、ＳＳ

特別行動隊に対してより大きな活動の舞台が準備されていた。１９３９年

８月初め保安警察・保安情報部長官ハイドリヒと陸軍兵站総監ヴァグナー

少将との間で「外地の陸軍作戦地域における保安警察・保安情報部部隊の

行動規定」という協定が結ばれ、６個のＳＳ特別行動隊が保安警察、保安

情報部及び一般親衛隊によって編成された。

その編成は次の通りである。
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ＳＳ特別行動隊Ⅰ：シュレッケンバッハＳＳ少将

（４個 特別行動中隊）

ＳＳ特別行動隊Ⅱ：Ｄｒ．シェーファーＳＳ中佐

（２個 特別行動中隊）

ＳＳ特別行動隊Ⅲ：Ｄｒ．フィッシャーＳＳ中佐

（２個 特別行動中隊）

ＳＳ特別行動隊Ⅳ：ボイテルＳＳ少将

（２個 特別行動中隊）

ＳＳ特別行動隊Ⅴ：ダンツォークＳＳ少将

（３個 特別行動中隊）

ＳＳ特別行動隊Ⅵ：ナウマンＳＳ上級大佐

（１１７）（２個 特別行動中隊）

ＳＳ特別行動隊Ⅰ～Ⅴは、各々次の様にドイツ陸軍ポーランド侵攻部隊

の各軍に配属され各軍の統制下で行動した。

ＳＳ特別行動隊Ⅰ：第１４軍

ＳＳ特別行動隊Ⅱ：第１０軍

ＳＳ特別行動隊Ⅲ：第８軍

ＳＳ特別行動隊Ⅳ：第４軍

（１１８）ＳＳ特別行動隊Ⅴ：第３軍

ＳＳ特別行動隊Ⅵだけは軍には配属されず、後にドイツ帝国に併合され

るポーゼン地域で独立して行動した。また各特別行動中隊は陸軍の各軍団

に配属された。これらの部隊は、武装親衛隊の前身である親衛隊特務部隊



- 78 -

( )の軍服を着用し、左袖にＳＤ記章を付けていた。SS-Verf gungstruppeü

（ ） 。９月１日ＳＳ特別行動隊 Ⅰ～Ⅴ は陸軍部隊とともにに国境を越えた

その任務は今後のドイツによるポーランド支配にとって邪魔になるユダヤ

人の排除とポーランドの指導者層（官吏、教師、僧侶、医師、地主、大商

人等々）の絶滅であったが、この時ハイドリヒは国防軍に対してＳＳ特別

行動隊の任務を詳しくは説明していなかった。

ＳＳ特別行動隊は予め準備していたリストに従ってポーランド人を次々

に逮捕し、その多くは処刑された。９月１カ月で数万人以上がＳＳ‐特別

行動隊の犠牲になり、９月２７日ハイドリヒは 「ポーランド占領地で生、

き残っている上流階級は僅か３％に過ぎない 」と公言した 。。 （１１９）

しかし、ＳＳ特別行動隊の残虐非道な行動はすぐに国防軍の知るところ

となり囂々たる非難を巻き起こした。結局、ＳＳ側は国防軍に屈服せざる

を得なかったが、ヒトラーの決定によって国防軍の優位も長続きはしなか

った。すなわち、ポーランド占領地は直ちに軍政から民政へ移管される事

になり、それは１０月中旬に実施された。ダンチヒ、西プロイセンは、新

たに設立されたヴァルテラント・ガウとなり、ポーゼンは上シュレージェ

ンと共にドイツ帝国領に編入された。残りのポーランドの大部分はポーラ

Generalgouvernement Hansンド総督領( )となり、Ｄｒ．ハンス・フランク(

)の下に置かれた。その結果、国防軍の占領軍としての発言権は著しFrank

く弱まったのである 。（１２０）

ハイドリヒは９月２１日ＳＳ特別行動隊に対して、陸軍兵站総監ヴァグ

ナー少将の事前承認の下にユダヤ人の処置に関する新たな指示を発した。

その内容は「地方に住むユダヤ人を速やかに都市の一区画に移動させ、そ

の場所もじ後の移送に便利な様に鉄道の近くに選定せよ」と言うものであ

った。それによって、本来のユダヤ人居住地区としてのユダヤ人ゲットー

とは違ったＳＳが管理する外界と隔離された新たなユダヤ人ゲートーが誕



- 79 -

生した。更にハイドリヒは、ゲットー内のユダヤ人を纏める為にユダヤ人

評議会の設置を命じ、ゲットーの管理、ユダヤ人移送の為の準備、給養等

を行わせた 。（１２１）

余りにも早い軍政から民政への移行に、種々の行政上の不都合が生じた

が、保安警察・保安情報部の活動には何の障害もなかった。ＳＳ特別行動

隊の活動は一応の成果を達成し、民政の成立に伴って各地区の保安警察・

保安情報部に編入されてその活動を終了した。しかし、ポーランドの苦悩

はこれで終わったわけではなく１９４４年の解放まで保安警察・保安情報

部による暴虐は続き、その上、ポーランドはユダヤ人大虐殺実行の舞台と

なったのである。

１９３９年ポーランドでのＳＳ特別行動隊の活動は国防軍の不評を買う

結果となったが、ヒムラーとハイドリヒはそこから幾多の教訓を得る事が

でき、そのＳＳ特別行動隊の活動も新たに開始されるソ連での作戦で次の

段階を迎える事になった。

１９４１年５月、ハイドリヒはエルベ川畔のプレッチュ（ライプチヒの

北北東 約５０ｋｍ）にある国境警察学校に、編成を完結したＳＳ特別行

動隊を集合させソ連での活動の為の教育・訓練を開始させた。その後、ハ

イドリヒはプレッチュの古城にＳＳ特別行動隊の中隊長以上を集めて、ソ

連での任務を下達した。それは「東方におけるユダヤ－ボルシェビズムの

一掃」であった 。更にＳＳ特別行動隊Ｄ隊長オーレンドルフＳＳ大（１２２）

佐は後のニュルンベルク軍事裁判において、東部戦線への出撃の３～４日

Bruno前に国家保安本部第Ⅰ局長ブルノ・シュトレッケンバッハ(

)ＳＳ少将から「すべてのユダヤ人を殲滅せよ 」と言う内容Streckenbach 。

を含む総統命令を口頭で下達されたと証言している 。しかし、１９（１２３）

、 、５５年ソ連抑留から帰国したシュトレッケンバッハはそれを否定し 誰が

いつ、どの様な形でユダヤ人絶滅に関する総統命令をＳＳ特別行動隊に下
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達したかは明かでない。しかし、いずれにしても１９４１年７月末から８

月末までの一ヶ月間のいずれかの日に総統命令としてすべてのユダヤ人の

絶滅が命じられたのはほぼ間違いないと思われる 。これに対して、（１２４）

ＳＳ特別行動隊Ａ１ａ中隊長ザントベルガー、Ｄ隊長オーレンドルフを含

む何人かが抗議したと伝えられているが、結局は国家を代表する総統の命

令には官吏として従わざるをえないと言う結論に達した。こうして、６月

中旬ハイドリヒはプレッチュ近郊のバド・ドゥベンにおいてＳＳ特別行動

隊全部隊の観閲式を行い、一人の脱落者もなく全部隊がバルバロッサ作戦

開始地域へ前進した。１９４１年６月２３日、ドイツ軍部隊が攻撃を開始

した翌日に、約３，０００名のＳＳ特別行動隊は１００万人以上のソ連の

ユダヤ人を求めてソ連領内へ前進を開始した。

第３節 ＳＳ特別行動隊のソ連における作戦

北方軍集団に配属されたシュターレッカーＳＳ少将の指揮するＳＳ特別

行動隊Ａは、東プロイセンから出撃してリトアニア、ラトビア、エストニ

ア、更にレニングラードへ前進を続けた。中央軍集団に配属されたネーベ

ＳＳ少将の指揮するＳＳ特別行動隊Ｂは、ポーランド総督領北部から出撃

して白ロシアを主作戦地域として、ミンスク、スモレンスク、更にモスク

ワへと向かった。南方軍集団に配属されたラッシュＳＳ少将の指揮するＳ

Ｓ特別行動隊Ｃはシュレジエンを出撃して北部ウクライナを作戦地域とし

てロブノ、キエフ、クルスク、ハリコフへと前進した。南方軍集団第１１

軍に配属されたオーレンドルフＳＳ大佐の指揮するＳＳ特別行動隊Ｄは、

ルーマニアから出撃して南ウクライナとクリミア半島を作戦地域としてオ

デッサ、ニコライエフ、更にクリミア半島へと向かった 。（１２５）

基本原則に従えば、東部作戦軍各１個軍集団にＳＳ特別行動隊１個が配

属されることになっていたが、南方軍集団では、ＳＳ特別行動隊Ｃに加え
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て更に第１１軍にＳＳ特別行動隊Ｄが配属されていた。しかし、それには

理由があった。すなわちウクライナには、ソ連領内で最も多くのユダヤ人

が住んでいたからである。ウクライナには古代からユダヤ人が住んでいた

が、急速に人口が増えたのは１３世紀のポーランド・リトアニア時代であ

った。１２６４年ポーランドのボレスワフ敬虔王はユダヤ人保護令を出し

て、税金を払えばユダヤ人を保護し自由な経済活動も保証した。１４世紀

末にはリトアニアのヴィタウタス大公も保護令を出し、その結果当時リト

アニア領であったウクライナにドイツやポーランドのユダヤ人が大量に移

住してきたのである。ユダヤ人はまず、都市の商人や手工業者になり、や

がて農村にも進出した。彼らは金銭感覚に優れ事務能力が高かったので、

貴族の荘園の管理人になり、農民を支配し金も貸した 。当時のポー（１２６）

「 」 。ランド・リトアニアは ユダヤ人の楽園 と呼ばれるほどであった（ ）１２７

それでも１６世紀初めにポーランド・リトアニアに住んでいたユダヤ人は

合わせて約２万人程度であったが、１７世紀中頃には５０万人に達し、更

に大量のユダヤ人がドイツから流入した。彼らは農民からは封建領主の手

先と見なされていた。１９世紀末には、ロシア帝国全土で５２０万人のユ

ダヤ人が住んでおり、その内２００万人がウクライナに住んでいた。その

大部分が都市住民であり、ウクライナの都市人口の５３％がユダヤ人であ

ったと言われている。更にウクライナでは、カトリック教徒のポーランド

人と東方正教団徒のウクライナ人の間に挟まれる存在となり、やがてポグ

ロムと呼ばれる大規模なユダヤ人迫害に直面することになった 。し（１２８）

かし彼らにとって想像を絶する悲劇が、はるか後の世の１９４１年の夏に

訪れたのである。

ＳＳ特別行動隊はソ連領内でユダヤ人への攻撃で奇襲効果を上げる為に

前進する陸軍部隊の前衛のすぐ後方を追及した。ユダヤ人の９０％は都市

に集中していた為、一刻も早く都市を占領してユダヤ人を捕捉する必要が
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あったからである。多くの場合陸軍部隊が都市の郊外でまだソ連軍と交戦

中にもかかわらずＳＳ特別行動隊は既にユダヤ人の掃討を開始していた。

ジトミールでは陸軍の尖兵戦車中隊に続いてＳＳ特別行動隊Ｃの先遣隊が

街に突入し、ロブノ、リガ、キエフでは陸軍部隊とほぼ同時に街に突入し

た 。（１２９）

大部分のソ連にいるユダヤ人は、まったく無防備、無警戒であったので

捕獲活動の効果は絶大であった。元々スターリン体制下のソ連では反ユダ

ヤ主義が表に出る事はなかったし、ソ連のマスコミもドイツ第三帝国にお

けるポグロムについては殆ど報道していなかった。ウクライナのユダヤ人

はドイツ陸軍部隊を第一次大戦当時のカイザーの軍隊と同じく解放者とし

て歓迎した程であった。街に入ったＳＳ特別行動隊は直ちにユダヤ人を集

め、数百人単位で一挙に殺害していった 。（１３０）
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第５図：ＳＳ特別行動隊の作戦

（ を参考に著者作成）Encyclopedia of the Holocaust, S. 437.
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ＳＳ特別行動隊から国家保安本部に送られた行動報告によれば、行動開

始から約一カ月間のユダヤ人の殺害結果は次の通りであった。

、 ， （ ）、ＳＳ特別行動隊Ａの場合は ６月２８日：１ ０００人以上 ロブノ

７月４日：２００人（ロブノ 、７月６日：５２６人（リガ 、７月７日：） ）

４００人（リガ 、７月１６日：１，１５０人（デュナブルク 、７月１８） ）

日：８０人（ラトビア）であり、ＳＳ特別行動隊Ｂは、７月６日：２，０

００人（ルック 、７月１３日：１，０００人（ミンスク）であった。Ｓ）

、 （ ）、 ，Ｓ特別行動隊Ｃは ７月１１日：これまでの累計２４０人 ロブノ １

３２７人（トラノポール 、７月１２日：２７人（ロブノ 、７月１６日：） ）

これまでの累計７，０００人（白ロシア 、７月２２日：１８７人（ジト）

ミール）であった。ＳＳ特別行動隊Ｄは、ルーマニア軍・警察によるユダ

、 （ ）、ヤ人殺害の報告が続いたあとで ８月１日：６８２人 チェルノフツィ

１５０人（ホテイン）であった 。（１３１）

このようにソ連でユダヤ人殺戮を重ねていったＳＳ特別行動隊もやがて

その任務遂行が難しくなって来る。その理由は、ＳＳ特別行動隊の活動に

関する情報がユダヤ人逃亡者、ロシア人住民、目撃したドイツ陸軍兵士等

を通じてロシア・ユダヤ人の間に急速に広がり、ドイツ陸軍部隊やＳＳ特

別行動隊の接近を知るとユダヤ人は蜘蛛の子を散らすように姿を消してし

まったからである。ＳＳ特別行動隊がロシアのある村に入った時には、ユ

ダヤ人はすでに姿を消し、通りを歩いていたのは赤ん坊を抱いた女一人で

あった。ＳＳ特別行動隊員は腹いせにその赤ん坊の足を掴んでドアに叩き

付けた 。（１３２）

ＳＳ特別行動隊は、この事態に対処する為に新しい方策を考え出した。

占領地の町村にユダヤ人殺害の噂を否定し、住民調査・登録と新居住地へ

の移送のために荷物をまとめて集合する事を告げたポスターを掲示した。

結果は予想以上で、多数のユダヤ人が指定された集合場所に集まった。キ
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エフでは５，０００～６，０００人を予想していたが、実際は３０，００

。 、０人以上が集まった ＳＳ特別行動隊は彼らをいくつかのグループに分け

所持金をすべて没収して処刑場所に連行し墓穴を掘らせた後、殺害した。

この方法は効果を上げたが、ＳＳ特別行動隊にとっても重労働となった。

集合場所から数ｋｍ離れた処刑場所まで、日に何度も数百人単位のユダヤ

人を逃亡を防ぎながら徒歩で護送しなければならなかったからである。キ

エフの場合は処刑終了までに数日を要した 。（１３３）

これらの困難にも拘らず１９４２年春までにＳＳ特別行動隊が殺害した

ソ連領内のユダヤ人の総数は、ＳＳ特別行動隊Ａ：２４８，４６８人で、

Ｂ：７１，４５５人、Ｃ：１０６，７３７人、Ｄ：９１，７２８人、合計

５１８，３８８人に及んだ 。しかし、この途方もない殺戮が総員僅（１３４）

か３，０００名のＳＳ特別行動隊だけで実行された訳ではない。ＳＳ特別

行動隊は予備警察大隊と多数の現地人補助警察の支援を受けていた。更に

バルト三国地域とウクライナでは現地の一般住民による積極的な協力もあ

った。

ここでＳＳ特別行動隊は新たな問題に直面した。ＳＳ特別行動隊員は６

月２３日の行動開始以来、半年にわたる連日の処刑に疲労困憊し、特に精

神的に忍耐の限度を超えつつあった。元々ＳＳ特別行動隊の参加に乗り気

でなかった先遣中隊モスクワ／ＳＫ７ｃ中隊長ジックスは８月２０日に任

務を放棄し、ＳＳ特別行動隊Ｃ隊長ラッシュは９月末休暇から勤務に復帰

しなかった。ＳＳ特別行動隊Ｂの隊長ネーベも神経衰弱に陥り、彼の運転

手であった刑事警察官のケーンはユダヤ人虐殺による幻影に脅えて自殺し

た 。（１３５）

エリートとして選ばれ筋がね入りのナチ・イデオロギーの旗手として鍛

えあげられたＳＳ隊員達も、祖国を遠く離れたロシアの地で途方もない大

量殺戮の重圧と望郷の念に戦意を喪失しつつあった。対ソ連侵攻に先立ち



- 86 -

ハイドリヒは保安警察・保安情報部隊員は東部戦線に参加する事によっ

て、ナチズム体制における新しい貴族階級・エリートとして、その中でも

ナチズムの理想実現の中核たる保安警察・保安情報部隊員としてその真価

を証明する事を要求した。しかし、あまりにも厳しい現実の前にその理想

の幻影も崩れつつあった。かつてヒトラーも武装親衛隊( )に対Waffen-SS

して、戦火の洗礼を受ける事によって鍛えられ鉄の意志を持ったナチズム

の政治的軍隊に成長して、ドイツ帝国と東方ゲルマン帝国での武装警察部

隊の役割を果たす事を望んだが、武装親衛隊は、東部戦線での苛酷な戦闘

を経験してナチズムを信奉する政治的軍隊ではなくドイツ国家の軍隊とし

て目覚めた。この様にしてヒトラーの目論見は外れたのである。

ＳＳ長官ヒムラーにはＳＳ特別行動隊員の精神的苦悩が良くわかった。

ヒムラーは機会あるごとにＳＳ特別行動隊員に「全ドイツ民族の将来のた

めに己を犠牲にして任務を完遂せよ」と叱咤激励した。１９４１年７月末

もしくは８月初めにヒムラーはＳＳ特別行動隊Ｂの活動の現場を視察し

た。その際、女、子供を含む一群のユダヤ人の射殺に立ち会い、犠牲者の

脳漿を顔に浴びて嘔吐してしまった 。これを機会に隊員の精神的負（１３６）

担を軽減するためにガストラックの導入が検討されたが、これも殺害後汚

物に塗れた死体をトラックから引きずり卸さなければならず、隊員は否応

なく自からの所業を目にする結果となった。

これに対して、ＳＳ特別行動隊長達はむしろ精神的重圧による部隊の規

律の弛緩が心配で、隊員への重圧を軽減する方策を考えていた。Ｄ隊長オ

ーレンドルフは軍隊式のやり方で上官の命令によって迅速に処刑を実行さ

せて隊員に考える時間を与えず、Ｃ隊長ラッシュは恐怖の共通体験によっ

て隊員相互の連帯感を強めて困難を克服しようとした。しかし、あらゆる

努力にも拘らず誰も精神的苦痛から逃れる事はできなかった。ＳＳ特別行

動中隊４ａ指揮官ブローベルは戦後、犠牲者よりも死刑執行人の方がはる
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かに精神的負担が大きく、真に不運だったのは殺戮者自身であったと証言

している 。（１３７）

このＳＳ特別行動隊隊員の心の葛藤と言うテーマは、ヨーロッパではド

Jonathanイツ以外でも関心が高く、フランスの作家ジョナサン・リテル(

)は、ＳＳ特別行動隊に参加した一人のＳＳ将校の精神的な苦悩を小Littell

説のモチーフにした『慈しみの女神たち( ) 』と言うLes Bienveillantes （１３８）

千頁を超える大著を著している。

しかしＳＳ特別行動隊の任務も終わりを迎える事になる。ＳＳ特別行動

隊Ａは武装親衛隊第３ＳＳ「トーテンコップ（髑髏 」師団と共にレニン）

グラード入城を期していたが、レニングラードは陥落しなかったので、レ

ニングラード正面の戦局の安定化を待ってＡ隊長スターレッカーはライヒ

スコミッサリアート・オストラントの保安警察・保安情報部司令官に転出

し、ＳＳ特別行動隊Ａの部隊もバルト三国地区の残敵掃討の為のＳＳ特別

中隊１ａと２ｂを残して解隊されて地区保安警察・保安情報部本部に吸収

された。ＳＳ特別行動隊Ｂ～Ｄも１９４２年夏以降オストラントとウクラ

イナでの作戦終了後に占領地の地区保安警察・保安情報部に吸収された。

ＳＳ特別行動隊の各隊長を始め上級指揮官の多くが国家保安本部に復帰し

た 。（１３９）

しかし、これでソ連でのＳＳ特別行動隊の仕事が全て終わったわけでは

なかった。最後に最も不気味な仕事が残されていた。大量の不完全な死体

処理による環境汚染が問題化し、また１９４３年以降ドイツ側の形勢が次

第に不利になって来た為に、大規模なユダヤ人死体の再処理による大量殺

戮の証拠隠滅が開始された。この作戦は、その発端となったドイツ外務省

から国家保安本部第Ⅳ局へ出されヴァルテガウで現れた大量のユダヤ人死

体の処理を要望する文書の番号から１００５号作戦（Ａｋｔｉｏｎ １０

０５）と名付けられた。その作戦の実行部隊であるＳＳ特別中隊１００５
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が１９４２年７月に編成されて、特別中隊４ａの中隊長を務めたパウル・

ブローベルが再度中隊長に任命された。この部隊は１９４３年８月には更

に増強されＳＳ特別中隊１００５ＡとＳＳ特別中隊１００５Ｂとなり、大

、 、量の囚人やユダヤ人を使って死体を堀り出し それを焼いて骨を粉末にし

撒いて大量殺戮の痕跡を消した。更に作業に従事したユダヤ人達も殺害し

て口封じを図ったが、少数の逃亡者によってこの作戦の存在が暴かれた。

しかし、１００５号作戦が実施された事によってソ連でのユダヤ人の正確

な犠牲者の総数は今だに不明である 。（１４０）

第二次世界大戦大戦終結後、ドイツ・ニュルンベルクでドイツ第三帝国

の指導者達の戦争責任を裁くニュルンベルク国際軍事裁判が行われたが、

それに引き続き米国単独によるニュルンベルク継続裁判が行われ、その９

番目の裁判においてＳＳ特別行動隊の隊長４名を含む中隊長、及び中隊付

きＳＳ将校等、総計２３名が東部戦線でのユダヤ人の大量殺害事案の被告

として責任を追及された。この裁判は、ＳＳ特別行動隊Ｄの隊長オットー

・オーレンドルフを代表者に進められたので 「オーレンドルフ裁判 、も、 」

しくは「ＳＳ特別行動隊裁判」と呼ばれている。その判決結果に基づき、

１９５１年６月７日、Ｄ隊長オットー・オーレンドルフ、特別中隊４ 及a

bびＳＳ特別中隊１００５中隊長パウル・ブローベル、特別行動中隊１１

中隊長ヴェルナー・ブラウン、Ｂの２代目隊長エーリヒ・ナウマン、ＳＳ

本部の経済管理局長オズワルト・ポールの５名が絞首刑となり、残りの者

は無期禁固もしくは有期刑となったが、殆どが後日減刑されて、保釈もし

くは釈放された 。（１４１）

、 、 、この戦争裁判では ドイツ第三帝国の国策で それを遂行する為の命令

すなわち国家の命令であったとはいえ、被告２３名中、５名が死刑と言う

判決は、ユダヤ人の大量殺戮と言う未曾有の非人道的な犯罪の実行者に対

する刑罰としては、あまりにも軽い刑であった。更に判決後に２回にわた
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って無期もしくは有期刑になった被告の再審査が行われた結果、大幅な減

刑や恩赦が実施された。

１９４１年１１月の時点でのＳＳ特別行動隊のソ連での配置は次の頁の

に示す通りである。
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第６図：ＳＳ特別行動隊の１９４１年１１月の態勢

（ ）Hilberg, Der Vernichtung der europ ischen Juden, S.314.ä を参考に著者作成
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第５章 ドイツ陸軍とＳＳ特別行動隊の公式の関係

第１節 陸軍総司令部と保安警察

１９４１年の対ソ連侵攻時のドイツ陸軍部隊とＳＳ特別行動隊の公式の

関係は、保安警察・保安情報部が真の任務を隠して行動した為にドイツ陸

軍側から強い反発を受けた１９３９年の対ポーランド戦の時とは大きく異

なっていた。

ヒトラーは１９４０年１２月１８日に、来たるべき対ソ連戦、すなわち

バルバロッサ作戦の基本的な軍事戦略を示した総統指令第２１号「バルバ

ロッサの場合」を発令して国防軍に作戦準備を開始させ、更に１９４１年

３月１３日に、その指令を政治面での任務を補足する補足総統指令「特殊

分野に関する命令」を発して来るべき対ソ連侵攻作戦での陸軍作戦地域内

における陸軍部隊とＳＳを始めとする諸機関との関係を規定する指針を示

した。日く「陸軍作戦地域においてＳＳ長官は総統の命により政治的行政

措置の準備の為に要求される特別任務を遂行する。その特別任務は二つの

異なる政治体制間で不可避の最終闘争から生じるものである。ＳＳ長官は

上記諸任務の達成の為、その範囲内において自己の責任において独立して

行動する。しかしながら、それは陸軍総司令官とその隷下部隊の権限を侵

害するものではない。ＳＳ長官は任務遂行にあたり、陸軍部隊の作戦に支

障がない様に留意すべきである。細部については陸軍総司令部とＳＳ長官

の間で調整するものとする 」。（１４２）

これによってＳＳ側は総統から東部作戦軍の作戦地域内で行動する事が

できる御墨付を得たのである。

その上ＳＳ長官ヒムラーの政治的な立場は対ポーランド戦の時より著し

く強化されていた。すなわちヒムラーは１９３９年１０月７日、ヒトラー

の 命 令 に よ り 「 ド イ ツ 民 族 強 化 の 為 の 帝 国 全 権 委 員

( )」に就RKFDV:Reichskommissar f r die Festigung des deutschenVolkstumsü
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任し、ドイツ民族の移民・植民に関する全権限が与えられていた。この事

によりヒムラーは、ドイツ警察長官として対ソ連侵攻作戦での陸軍部隊の

作戦地域内での陸軍部隊の支援の為に行う警察活動に対する権限に加え

て、将来のドイツ民族の東方植民政策の実施準備に関する発言権も得たの

であった 。（１４３）

ヒムラーに東方地域での特別任務を指示した補足総統指令は明らかにド

イツ陸軍の東方での特権的地位を犯すものであったが、それによって陸軍

は自分が望まない現地住民対策、対情報活動等の汚い仕事に手を染める必

要がなくなると言う利点もあったので、ドイツ陸軍側からはこれと言った

不満の声は出なかった。

第２節 ヴァグナー・ハイドリヒ協定

ドイツ陸軍部隊とＳＳ保安警察・保安情報部部隊との東部戦線での新た

な公式関係は、前記の補足総統指令を根拠にした１９４１年３月に陸軍兵

站総監エドワルト・ヴァグナー少将と保安警察・保安情報部長官ハイドリ

ヒＳＳ大将との間で締結された「東部戦線における保安警察・保安情報部

との協力」に関する合意に基づいている。この合意は、同年４月２８日に

陸軍総司令官ヴァルター・フォン・ブラウヒッチュ元帥の通達の形で東部

作戦軍各隷下部隊に下達された 。この「陸軍部隊における保安警察（１４４）

・保安情報部の行動規定」と題された通達によれば、陸軍諸部隊による通

常の保安警察業務の範囲を越える事項に関しては、陸軍は作戦地域内で保

安警察特別部隊（ＳＳ特別行動隊）の出動を必要とする。作戦地域内での

保安警察・保安情報部特別部隊は、保安警察・保安情報部長官の同意によ

り、以下の規定通り行動するものとされた。

「１）任 務



- 93 -

ａ 軍後方地域において

ＳＳ特別中隊は、行動開始に先立ち特定の重要物件（ドイツに敵

対する諸組織、団体等の文書、記録等）及び重要人物（亡命者の指

導的人物、破壊工作員、テロリスト等 を確保する。軍司令官）（１４５）

は、軍作戦地域内でのＳＳ特別中隊の行動が軍の作戦行動に支障を

及ぼす場合には、これを禁止できる。

ｂ 軍集団後方地域において

ＳＳ特別行動隊は、敵国軍隊以外によるドイツ帝国に対する敵対

行為を摘発し、これを粉砕する。その際、政治的状況については軍

。 （ ）集団後方地域司令官に通報するものとする 軍情報参謀 防諜担当

及び軍情報部との協力関係については、１９３７年１月１日に国防

省情報部において締結された協定「秘密国家警察( )と国防Gestapo

軍情報部門( )との協力に関する原則」に基づく。Abwehr

２）ＳＳ特別中隊と軍後方地域諸部隊との協力関係

保安警察・保安情報部特別中隊は、自己の責任において任務を遂

行する。ただし、部隊移動、補給、宿営に関しては軍の指揮を受け

る。しかしながら規律の維持、裁判権の行使に関しては、保安警察

・保安情報部長官の指揮を受けることを妨げない。特別中隊は、任

務に関する指示は保安警察・保安情報部長官から受けるが、その活

動に関し必要な場合は軍の限定的指示に従う。各軍作戦地域におい

て特別中隊を統括するため保安警察・保安情報部長官の代理者を置

く。この代理者は長官の指示を軍司令官に伝達する義務を負う。軍

司令官は軍作戦地域内で作戦行動上の障害を排除する必要がある場

合は、この代理者を通じて指示を発することができる。この指示は

他の全てに優先する。保安警察・保安情報部代理者は、軍情報参

、 。謀と緊密な連絡を保持し 軍側の要求があれば連絡将校を派遣する
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軍情報参謀は、特別中隊の任務と軍事上必要な防諜、秘密野戦警察

（ＧＦＰ）の活動及び作戦上の要求を調整する。特別中隊は、示され

た任務の範囲内で自己の責任において一般住民に対して法的措置を

執行できるが、その際、軍情報部（防諜担当）と緊密に協力しなけ

ればならない。ただし、その措置が軍の作戦行動に影響を及ぼす場

合は、軍司令官の承認が必要である。

３）ＳＳ特別行動隊及び特別行動中隊と軍集団後方地域司令官との協

力関係

ＳＳ特別行動隊及び特別行動中隊は軍集団後方地域において行動す

る。同部隊は、軍集団後方地域司令官に同行する保安警察・保安情報

部代理者の指揮下に置かれ、部隊移動、補給、宿営に関し軍集団後方

地域司令官の指揮を受ける。同部隊は任務に関する指示を保安警察・

保安情報部長官から受ける。命令伝達に関して、他に手段のない場合

に限り固有の無線機による通信を行い、暗号を使用する。通信規定は

陸軍の通信規定を使用する。保安警察・保安情報部代理者、必要に応

じ特別行動中隊指揮官は、自己に明示された指示に関し所在の警備師

団指揮官に対し正確な通報の義務を負う。緊急事態に際しては、軍後

方地域司令官は限定的指示を発し、この指示は全てに優先する。

ＳＳ特別行動隊及び特別行動中隊は自己の任務の権限内において、

自己の責任により一般市民に対して法的措置を執行できる。この際、

軍情報部（防諜担当）と緊密に協力する。

４）ＳＳ特別行動隊、特別行動中隊及び特別中隊と秘密野戦警察（Ｇ

ＦＰ）との任務境界の確定

陸軍部隊内の防諜警察任務及び部隊に対する直接的保全は、すべ

て秘密野戦警察の任務である。この件に関わる事項は、ＳＳ特別行

動隊、特別行動中隊及び特別中隊によって遅滞なく秘密野戦警察に通
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報される。ＳＳ特別行動隊、特別行動中隊及び特別中隊の任務に関す

る事項は同様に通報される。その他の事項に関しては１９３７年１月

１日の協定によるものとする。 」（１４６）

この規定により、ＳＳ特別行動隊との陸軍側の窓口とされたのは、軍集

団及び軍司令部（ＡＯＫ）情報部（Ｉｃ）の防諜担当参謀（ＡＯ）であっ

た。まずここでドイツ陸軍各級司令部の幕僚組織を明らかにしておく必要

がある。

一般的に幕僚とは、司令部内の参謀( )と副官( )を合わせたStab Adjutant

呼称であり、参謀は主として作戦に関係ある業務を担当して指揮官を補佐

し、副官は人事、渉外、庶務を担当する事になっていた。また、ドイツ陸

軍では参謀は、プロイセン陸軍以来の伝統により参謀科という独立した兵

科に属し、参謀本部及び各級部隊の司令部で勤務した。参謀科将校は陸軍

参謀本部により直接管理運用された。

ドイツ陸軍の各級部隊の司令部の幕僚組織は、規模が異なるものの基本

的には陸軍総司令部（ＯＫＨ）から軍集団司令部、軍司令部（ＡＯＫ 、）

軍団司令部、師団司令部に至るまで同一で、参謀長（ただし師団司令部で

は欠）の統制下に、次に示す５部（Ⅰ～Ⅴ）から成っていた。

司令官( )Befehlshaber

参謀長( )Chef des Stabes

Ⅰａ：作戦部( )F hrungs-Abteilungü

Ⅰｂ：兵站部( )Quartiermeister-Abteilung

Ⅰｃ：情報部（ )Feindaufkl rung und Abwehrä

Ⅰｄ：教育・訓練部( )Ausbildung

Ⅱａ：第１副官部( )：将校人事担当1. Adjutant
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Ⅱｂ：第２副官部( )：下士官・兵人事担当2. Adjutant

Ⅲ ：法務部( )Gericht

Ⅳａ：会計・監理部( )Intendant

Ⅳｂ：軍医部( )Arzt

Ⅳｃ：獣医部( )Veterit rä

Ⅳｄ：軍僧部( )：従軍神父、従軍牧師Geistlicher

（１４７）Ⅴ ：輸送部( )Kraftfahrwesen

この中で Ⅰｃ 情報部 は 対敵情報( ) 防諜( )、 （ ） 、 ，Feindaufkl rung Abwehrä

及び士気の振作( )を担当していた。Geistige Betreuung

ここで、軍とＳＳ特別行動隊との公式な関係を考える上で問題になるの

は、軍司令部の軍情報部（Ⅰｃ）の防諜( )担当（ ）であり、更Abwehr AO

にその指揮下にあって、ＳＳ特別行動隊と任務が近接している秘密野戦警

察( ) と国防軍野戦憲兵隊( )GFP:Geheime Feldpolizei Feldgendarmerie（１４８）

であった。

秘密野戦警察（ＧＦＰ）は、国家保安本部の指示により秘密国家警察

( )から陸軍部隊に保安警察業務（防諜）の実施のために派遣されGestapo

た警察部隊であり、野戦憲兵隊は、国防軍固有の軍事警察組織で、軍内の

司法警察業務を行った。

両組織の軍集団後方地域における編成と任務は、次の通りである。

「１） 秘密野戦警察（ＧＦＰ： ）Geheime Feldpolizei

ａ 編成

Leitender秘密野戦警察は警備師団に所在する野戦警察警視(

Feldpolizeidirektor Feldpolizei)の指揮を受け、野戦警察警部(

)の指揮する中隊（Ｇｒｕｐｐｅ）単位で行動する。Kommissar



- 97 -

中隊は更に野戦警察警部補( )を長とする小隊Feldpolizei Sekret rä

（Ｖｏｒｋｏｍｍａｎｄｏ）より成る。

ｂ 任務

ａ）国家反逆罪を構成する犯罪、謀略、破壊工作、敵対宣伝、及

び秩序の紊乱の摘発と破砕

ｂ）部隊及び軍内組織のあらゆる保全的事項に対する助言

ｃ）軍集団地域の保全のための措置の実施及びその監督

ｄ）野戦憲兵隊及び保安警察任務に属さない保安警察業務の実施

ｅ）特別状況下で必要な捜索活動の実施

２） 野戦憲兵隊( )Feldgendarmerie

ａ 編成

野戦憲兵隊は陸軍固有の組織で、中・少尉の指揮する小隊毎に

行動する。

ｂ 陸軍部隊内の規律秩序の維持、交通統制、捕虜の取扱い、及び

民間人による部隊に対する、あるいは軍人の一般民間人に対する

犯罪・非違行為の捜査、取締りを行う。

なお、野戦憲兵は陸軍の軍服を着用し、その際左の腕と袖に野

戦憲兵記章を付け、職務執行時には、軽金属製の野戦憲兵標識を

。 、 （ ）首に掛ける 野戦憲兵隊は 状況により現地の保安要員 Ｏｄｉ

により増強される 」。（１４９）

更に、軍集団後方地域には野戦憲兵隊の他に緑色の制服を着用したド

イツ警備警察( )が存在し、高級ＳＳ‐警察指揮官（ＨＳＳＰGendarmerie

Ｆ）の指揮を受けて同地域の秩序の維持に当たると共に軍集団後方地域の

軍政から民政への移管の際の任務引継ぎの準備を行っていた 。ドイ（１５０）

ツ警備警察( )は、ドイツ本国では、都市部での一般制服警察Gendarmerie
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である秩序警察（ ）に相当する地方、郡部における一般制服警察でOrpo

あった。

第３節 更なる協定の締結

前述のヴァグナー・ハイドリヒ協定によって、ＳＳ特別行動隊は正式に

軍作戦地域内での行動が認められたが、第一線戦闘地域への立ち入りは実

質的には認められていなかった。この事はハイドリヒにとってＳＳ特別行

動の任務遂行に関して大きな懸念事項であり、その打開の為の新たな交渉

が５月から国家保安本部と陸軍兵站総監ヴァグナー少将との間で開始され

た。当初、国家保安本部側は第Ⅳ局長ミューラーＳＳ少将がハイドリヒの

代理として交渉にあたったが、その傲慢さが不評を買い、第Ⅵ局長ヴァル

ター・シェーレンベルク( )ＳＳ少将に交替した。ハイWalter Schellenberg

ドリヒはシェーレンベルクに対して、第一線戦闘地域でＳＳ特別行動隊の

行動が可能になれば、軍との関係においてＳＳ特別行動隊の立場は強化さ

れ、資金面でも人員面でも有利になると説明して交渉にあたらせた。実際

にＳＳ特別中隊の第一線地域での行動は、ユダヤ人・ボルシェビキを早く

捕らえる為に必要不可欠であった。

国家保安本部は総統命令を示し、これは総統の意志であるとして交渉を

進め、５月末、両者はＳＳ特別行動隊が軍団の完全な統制下で行動する事

を条件に、第一線戦闘地域、すなわち軍団作戦地域での行動を承認する協

定に調印したと言われている。残念な事にこの時に協定文書は未だに発見

されていないが、戦後出版されたシェーレンベルクの回想録とニュルンベ

ルク継続裁判でのシェーレンベルクの証言からその概要を知ることができ

る 。（１５１）

この協定の締結によってＳＳ特別行動隊の第一線戦闘地域での行動が認

められた事により、ＳＳ特別行動隊は東部作戦軍の全ての作戦地域（戦闘
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地域＝軍団作戦地域、軍後方地域、軍集団後方地域）での行動が可能とな

った。

更に各軍集団は、陸軍総司令官通達を敷衍する為にＳＳ特別行動隊と東

部戦線共通の行政協定を締結していた。その協定によれば、軍作戦地域に

おいてＳＳ特別行動隊は、将校１０名、下士官・兵５０名より成るＳＳ特

別中隊( )毎に行動するものとされ、軍団作戦地域では軍団に対して、SK

その活動を通報し、その統制を受けた。軍集団後方地域においては、ＳＳ

特別行動隊はＳＳ特別行動中隊( )毎に行動することが認められ、軍集EK

団司令官に対しては、軍団に対してよりもより独立的に行動できた。しか

し、原則的には軍集団後方地域の警備師団に常時その行動を通報する事に

なっていた 。（１５２）

以上の様に、東部作戦軍作戦地域内では、当然の事ながら陸軍部隊の作

戦行動が全てに優先し、これに関しては軍の司令官がＳＳ特別行動隊に対

して強力な統制権を持っていた。特に戦闘地域では、ＳＳ特別行動隊は完

全に軍団の統制下にあり軍団の承認がなければ任務遂行も不可能であっ

た。しかし、後方地域では軍の作戦行動を妨害しない限り、ＳＳ特別行動

隊は軍の兵站上の統制を受ける外は保安警察・保安情報部長官の指示の下

に比較的自由に政治的特別任務の遂行が可能であった。事実、後方地域で

は、定められた部隊単位での作戦境界の完全な通行の自由が保証されてい

た 。（１５３）

ちなみにＳＳ特別行動隊が兵站面で完全に軍の支援に依存していた事

は、双方の部隊末端での接触の機会を増大させ、やがて陸軍部隊側に微妙

な意識の変化をもたらす事になる。

更に陸軍とＳＳ特別行動隊との関係を考える上で考慮しなければならな

いのは、もう一つ別の指揮系統が存在した事である。東部作戦軍占領地域

にはドイツ帝国やポーランド総督領の地域と同様に、ＳＳ長官兼ドイツ帝
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国全国警察長官であるハインリヒ・ヒムラーの代理者として高級ＳＳ‐警

察指揮官(ＨＳＳＰＦ ）が配置され、地域内:H herer SS-und Polizeif hrerö ü

の保安警察と秩序警察及び陸軍の指揮下にない武装ＳＳ部隊を統括してい

た。ＳＳ特別行動隊も当然、保安警察の一部であるので高級ＳＳ‐警察指

揮官の指揮を受ける事になっていた。しかしながら、作戦行動に関しては

保安警察・保安情報部長官及び国家保安本部の指揮下にあったので、ＳＳ

特別行動隊に対しては、ＳＳ長官ヒムラーから高級ＳＳ‐警察指揮官経由

する指揮系統と保安警察・保安情報部長官・国家保安本部、つまりハイド

リヒからの指揮系統の二重の指揮関係が存在したのである。

東部作戦軍作戦地域内での高級ＳＳ‐警察指揮官（ＨＳＳＰＦ）は、各

軍集団に１名ずつが配置され、それぞれ高級ＳＳ‐警察指揮官（北ロシア

：ＨＳＳＰＦ Ｒｕβｌａｎｄ Ｎｏｒｄ、中央ロシア：Ｒｕβｌａｎｄ

、 ） 。Ｍｉｔｔｅ 南ロシア：ＨＳＳＰＦ Ｒｕβｌａｎｄ Ｓ ｄ と呼ばれたü

軍集団内の高級ＳＳ‐警察指揮官は、各軍集団後方地域司令官の指揮を受

ける事になっていたので、東部作戦軍とＳＳ特別行動隊との関係はヴァグ

ナー・ハイドリヒ協定の外に、この様に軍集団後方地域司令官から高級Ｓ

Ｓ‐警察指揮官（ＨＳＳＰＦ）経由の指揮系統も存在し、一層複雑なもの

となっていた。

ちなみに、高級ＳＳ‐警察指揮官（南ロシア）は、ＳＳ・警察大将フリ

ードリヒ・イェッケルン( )であったが、階級の点からもFriedrich Jeckeln

ＳＳ特別行動隊隊長のＳＳ少将・ＳＳ大佐より高位であり、公式の指揮関

係以上に高級ＳＳ‐警察指揮官のＳＳ特別行動隊に対する優位さが伺われ

る。これに対して各軍集団後方地域の司令官の階級は陸軍大将であり、ま

た陸軍とＳＳ・警察は元々別の組織であり、更に１９４１年の時点では軍

作戦地域内での軍の他の組織に対する権威は絶対的であったので、軍集団

後方地域での指揮関係については、いずれの軍集団でも軍とＳＳ・警察と
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の間で問題は生じなかったと考えられる。

東部作戦軍とＳＳ特別行動隊の対ソ連戦開始時の公式の関係を図示する

と次頁の様になる。
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第７図：ドイツ陸軍とＳＳ特別行動隊の公式の関係

陸軍総司令官 ＳＳ長官

保安警察・保安情報部長官

国家保安本部

（東部作戦軍）

軍集団司令官

軍集団後方地域司令官 ＨＳＳＰＦ

ＳＳ特別行動隊

特別行動中隊

軍司令官

軍後方地域司令官

軍団 特別中隊

師団

： 指揮関係

： 統制・支援関係

（著者作成）
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第６章 東部作戦軍とＳＳ特別行動隊の実際の関係

第１節 軍集団及び軍集団後方地域

１９４１年９月２４日、南方軍集団司令官フォン・ルントシュテット元

帥は隷下部隊に対して、敵国軍隊以外の敵性勢力に対する措置に関する次

の様な命令を下達した。

「 ドイツ帝国に対する敵性勢力との戦い

敵性勢力（共産主義者、ユダヤ人等）に対する調査と戦いは、それが敵

国軍隊が関与したものでない限り、それに対する責任を有するＳＳ特別行

動隊の専管事項である。

国防軍軍人軍属各個の独断先行とユダヤ人住民に対するウクライナ人の

。 、暴力行為にに荷担する事を禁止する ＳＳ特別行動隊の職務遂行に際して

これを見物する事も写真撮影する事も禁止する。

この禁止事項は全部隊に徹底させ、その実行の責任は規律維持の責任を

有する各級指揮官にある。違反行為は如何なる場合も調査し非違が明かに

なれば厳罰に処する。

フォン・ルントシュテット 」（１５４）

この命令は南方軍集団の非軍人たる敵性人（共産主義者、ユダヤ人等）

対処の基本方針を定めたものであり、これら敵性人に対する措置はＳＳ特

別行動隊に全て任せ、軍は一切関与しないと言うものであった。生粋のプ

ロイセン軍人であるフォン・ルントシュテット元帥にとって、非軍人敵性

人に対して軍が直接手を下す事は栄光あるドイツ陸軍の伝統を汚す事に外

ならないのである。しかし、事態はそれほど単純ではない。この命令を更

に検討するといくつかの問題点が浮かんでくる。

まず、敵性勢力との戦いは敵国軍隊が関与しない限りＳＳ特別行動隊に
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任せると言う事は、それが敵国軍隊の関与があると判断されれば当然軍が

直接対処すると言う事である。それは、対パルチザン戦の開始と共に大き

な意味を持つ事になる。次に、ユダヤ人に対する不法行為に国防軍軍人軍

属が個人で関与する事は禁止されているが、それは逆に命令による部隊行

動であれば許容されるとも考えられる。これも、やがて現実の問題となっ

てくる。

元々 共産主義者 ユダヤ人に対する措置は世に言う コミッサール 政、 、 「 （

治委員）命令( )」で定められていた。この命令は、ヒトKommissarbefehl

ラーが３月３０日に総統官邸で東部作戦軍参加予定の高級指揮官に対して

行った訓示を明文化したもので、その要旨は「相対立する二つの世界観の

間の闘争で、ボルシェビズムは社会的犯罪であり未来にとってこの上なく

危険なものである。それ故に抹殺されねばならない。その際ボルシェビキ

政治委員と共産主義インテリは中核的腐敗毒であるから完全に殲滅しなけ

ればならない。これは軍法会議で処理する問題ではない。軍隊指揮官はそ

の事を良く認識しなければならない。東方では非情さが未来の為の優しさ

である 」と言うものであった 。。 （１５５）

「コミッサール命令」では、具体的に次に掲げる者を戦時国際法上の戦

闘員もしくは捕虜、あるいは非戦闘員として扱う必要はなく、犯罪者とし

て直ちに処刑する事を命じていた。

「１） コミンテルンの全ての役員（共産主義職業政治家）

２） 共産党各級委員会の委員及び職員

３） 政治委員（コミッサール）

４） 共産党・国家に役職を有するユダヤ人

５） その他の急進分子 」（１５６）
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ヒトラーは５月１３日の指令において、軍構成員とその指揮下にある警

察要員による即決処刑の実行について、軍の作戦を脅かす恐れの有る場合

を除き免責する事を明らかにしていた。

しかし 「コミッサール命令」は、少なくとも軍籍にあるソ連軍の政治、

委員（政治将校）を戦時捕虜として扱わないと言う点で西欧の伝統的戦争

規範を破壊するものであり、当然国防軍首脳の反発を引き起こした。それ

にもかかわらず、軍の反対を押し切って「コミッサール命令」は１９４１

年６月６日国防軍最高司令部からカイテル元帥名で下達され、その伝達も

３０部のみ軍集団司令部等に限定配布、それ以下へは口頭で行うものとさ

れた 。（１５７）

南方軍集団では、６月１８日軍集団参謀長ゲオルグ・フォン・ゾーデン

シュテルン( )大将が隷下部隊の将官クラスの指揮官Georg von Sodenstern

に対して口頭で下達した 。軍がどの程度「コミッサール命令」を実（１５８）

行したか細部は今だに不明であるが、軍集団隷下部隊からの実行報告の存

在から一部の部隊で政治委員の処刑が実行されたのは間違いない。また東

部作戦軍内の一部では命令が伝達されなかったとも言われている。例えば

中央軍集団第２装甲集団司令官グデーリアン上級大将は戦後の回想録で、

第２装甲集団はこの命令には関与せず中央軍集団では隷下部隊に伝達され

なかったと述べている 。しかしながら、実際に、１０月までに総計（１５９）

１８３件の第２装甲集団隷下の軍団によるソ連軍政治委員処刑実行報告が

存在しており、グデーリアン上級大将の主張は信憑性がないと言わざるを

得ない 。（１６０）

ここで「コミッサール命令」とフォン・ルントシュテット元帥の南方軍

集団命令の関係を考えると 「コミッサール命令」ではソ連軍内の政治委、

員を軍人とは認めず犯罪者として即刻処刑する事になっていた。一方、ル

ントシュテット命令では敵国軍と関係のないユダヤ人、共産主義者には軍
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は関与しないので、捕らえた政治委員を軍自ら処置する事は政治委員を敵

国軍人と認めた事になり、しかも、それを捕虜として扱わず犯罪者として

処刑するのは明白な戦時国際法違反になる。両者にはこの様に大きな矛盾

があった。

しかし、そこには抜け道が存在した 「コミッサール命令」によれば、。

後方地域では捕らえた政治委員をＳＳ特別行動隊に引き渡す事になってい

たが、フォン・ルントシュテットの命令でも敵国軍に関わりのない敵性人

はＳＳ特別行動隊に任せるのであるから、軍が政治委員を軍人と認めない

のであれば、当然後方地域ではＳＳ特別行動隊に引き渡されＳＳの手によ

って処刑される事になる。

実際にドイツ陸軍部隊によって捕らえられたソ連軍捕虜の後送系統は次

の通りであった。まず第一線部隊に捕獲された捕虜は、各部隊の捕虜収集

所( )に収容され、ここから軍後方地域の捕虜収集Gefangenensammmelstelle

所( )へ各部隊自身もしくは野戦憲兵隊によArmee-Gefangenensammelstelle

って後送され、ここから更に軍集団後方地域の捕虜移送収容所

( )に後送されて警備師団の管理下に置かれる。そのDurchgangslager:Dulag

後、民政地域もしくは国防軍最高司令部（ＯＫＷ）管理地域の捕虜収容所

( )へ後送されて収容される事にKriegsgefangenen-Mannschaftensstammlager

なっていた 。（１６１）

ここで「コミッサール命令」との関係で問題になるのは、捕虜後送過程

での政治委員の選別であった。第一線部隊が捕獲する捕虜は時に膨大な数

に上り（独ソ戦全期間のソ連軍捕虜の総数は約５００万人と言われてい

る 、尋問を行う十分な人手も時間もなかった。そこで主に選別が行なわ）

れるのは後方地域の捕虜収集所及び移送収容所と言う事になる。

軍は独自に次の様な分類と取扱区分を定めていた。



- 107 -

１） 民族ドイツ人、ウクライナ人、バルト人： 通訳として使用可

２） アジア系人、ユダヤ人、ドイツ語を話すロシア人： ドイツへ後

送しない

３） 政治委員、その他の過激分子：後送せず、所長の権限で処分

４） ソ連軍将校、その他：作戦上の必要がない限り民政地域へ後送

ただし、軍集団後方地域においては、３）についてはＳＳ特別行動

（１６２）隊へ引き渡す。

、 、しかしながら この様な取り扱い区分が定められているのもかかわらず

多くの収容所では選別、処刑に消極的であり、ＳＳ特別行動隊の収容所内

への立ち入り、選別の実施に際してもこれを妨害した。その結果、後方地

域収容所内での政治委員の選別、処刑は少数に留まる結果となった。

更に第一線部隊からは敵の戦意を強めると言う理由で、軍捕虜収容所か

らも命令実施の凍結の要求が出されたが、ヒトラーはあくまでも命令の実

行を要求した。そこで陸軍総司令部は１０月７日、ＳＳ特別行動隊に対し

て収容所内への立ち入りと収容者の選別を認める通達を後方地域に下達し

た 。これによってＳＳ特別行動隊は、後方地域内の収容所から政治（１６３）

委員を選別、連行し、処刑ができるようになった。後方地域捕虜収容所に

おけるＳＳ特別行動隊に対する協力は、陸軍のＳＳ特別行動隊の諸活動に

対する協力の第一歩であった。

しかし 軍集団後方地域司令官はすでに開戦の６日後の６月２８日に 作、 「

戦境界閉鎖に関する命令」において捕らえたソ連軍捕虜の内、政治的に重

要人物についてはＳＳ特別行動隊に引き渡す事を命じていた 。それ（１６４）

を考えると軍集団後方地域内捕虜収容所でのＳＳ特別行動隊に対する非協

力は「コミッサール命令」そのものに対する嫌悪より、むしろＳＳが軍施

設に立ち入る事に対する反発、すなわち軍の面子への拘りの様である。
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ユダヤ人については 「コミッサール命令」では処刑すべき者として共、

産党、国家に役職を有する者に限定していたが、実際のＳＳ特別行動隊の

作戦では当初こそユダヤ人殺害は限定的だったものの、やがて無差別にユ

ダヤ人を殺戮していったが、それが命令違反と言うわけではなかった。Ｓ

Ｓ特別行動隊報告にはっきりと全てのユダヤ人と言う記述が現れる所から

判断して 、やはり開戦後にユダヤ人絶滅命令がＳＳ特別行動隊に下（１６５）

達されたのは間違いないと思われる。しかし、現在までそれを裏付ける文

書は発見されていない。

これに対して軍集団後方地域司令官は、隷下部隊にフォン・ルントシュ

テットの命令の主旨に則り国防軍軍人軍属のユダヤ人殺害への関与を禁ず

る一方で、ＳＳ特別行動隊から要請が有れば地域の封鎖等の支援と情報の

提供を指示し、ＳＳ特別行動隊に対しては活動報告を軍集団後方地域司令

部情報参謀へ提出する事を命じている 。実際に軍集団後方地域司令（１６６）

部情報要約書には、ほぼ毎回清掃活動と言う項目にＳＳ特別行動隊による

ユダヤ人殺害報告が記載されており 、軍集団後方地域は詳細にユダ（１６７）

ヤ人殺戮の実態を承知していた。

また軍集団後方地域内部隊による兵力提供等の協力も行われ、特にＳＳ

特別行動隊の報告には随所に「軍の緊密な協力の下に」と言う記述が現れ

る 。しかし、陸軍部隊が直接手を下す事はあったが、その数はそれ（１６８）

ほど多くはなかった。すなわち軍集団及び軍集団後方地域はＳＳ特別行動

隊によるユダヤ人殺戮を良く承知し、ヴァグナー・ハイドリヒ協定に基づ

く兵站支援の外に部隊による間接的支援行動を実施し、直接殺害に荷担す

る事には消極的であったが、異議を唱える事はなかった。結局対ソ連侵攻

初期の軍集団及び軍集団後方地域はＳＳのユダヤ人殺戮を黙認していたと

考えられる。しかし、戦局の進展とともに事態は変わってくる。まず戦争

遂行の為の人力確保の観点から軍はユダヤ人を労働力として活用する事を
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考え、ユダヤ人の絶滅に反対する。

これに対してヒトラーは「ボルシェビキに対しては断固たる闘争が必要

であり、その支持者たるユダヤ人に対しても同様である。そのため国防軍

によるユダヤ人の使用はいかなる補助兵力としても禁止する。唯一の例外

はドイツ人の監督下に実施する集団奴隷労働である 」と厳命しユダヤ人。

活用の道は閉ざされた 。（１６９）

次に問題になったのはパルチザンであった。軍集団後方地域にとって後

方地域の安全の確保は兵站、特に補給、後方連絡線の確保の為の至上命題

であったが、次第にパルチザンによる後方撹乱が激化し、その対策が急務

となった。しかし、ドイツは対ソ連侵攻に３００万以上の兵力を投入し、

後方の警備は若干の警備師団と補助兵力に頼らざるを得なかった。実際に

後方地域の警備に動員された戦力には、保安警察や秩序警察の警察部隊、

武装ＳＳの予備部隊、ナチ党の諸組織からドイツ消防連隊まで存在した。

その様な状況で軍集団後方地域司令官がＳＳ特別行動隊を活用しないわけ

がなかった。軍集団後方地域司令官は高級ＳＳ‐警察指揮官に対して警備

任務を課し、その指揮下にあるＳＳ特別行動隊に対しても任務分担がなさ

れた 。（１７０）

しかし、ＳＳ特別行動隊の目論見は違っていた。ＳＳ特別行動隊は対パ

ルチザン戦にはもちろん参加したが、対象のユダヤ人をパルチザンに加わ

っている者だけではなく全住民に拡大して殺戮に拍車をかけた。ＳＳの主

張はパルチザンは則ちユダヤ人であり、女子供もパルチザンの連絡員や情

報収集員の役割を果している。それ故全員を抹殺しなければならないので

ある 。パルチザン戦の激化はＳＳにとって絶好の口実を与えたのみ（１７１）

ならず、やがて陸軍側へも影響を及ぼす事になる。

程なく、保安警察・保安情報部からパルチザン＝ユダヤ人が国防軍の襲

撃を計画しているとの情報が寄せられるようになり、軍集団後方地域司令
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官は軍集団後方地域の安全の確保の為自ら大規模な対パルチザン戦を計画

して実施した。その際、ＳＳ特別行動隊のみならず軍集団後方地域内陸軍

部隊によってユダヤ人殺害が実行されていった 。この場合、殺害の（１７２）

対象となったのは本当にパルチザンに関わっていたユダヤ人だけではな

く、パルチザンとは無関係な多数のユダヤ人一般住民であった。更に時と

してそれはロシア人一般住民の大量虐殺にエスカレートし、その余りの残

虐さにロシア人義勇兵が殺戮の中止を要求して戦闘への参加を拒否する程

であった 。しかし、陸軍部隊によるこのような活動も、パルチザン（１７３）

活動そのものがソ連軍の作戦に連携して実施されていると認識されていた

ので、ルントシュテット命令には抵触しないと考えられた。

軍は対ソ連侵攻当初、安全上の最大の脅威はユダヤ人であると言うＳＳ

の主張を本気では信じてはいなかった。しかし、パルチザンの脅威が現実

（ ）のものになる中でボルシェビキとユダヤ人同一 ボルシェビキ＝ユダヤ人

と言うナチ・プロパガンダの影響も災いして、脅威の対象をパルチザン‐

ユダヤ人、更に全ユダヤ人へと拡大する事になったのである 。（１７４）

もう一つの陸軍部隊によるユダヤ人殺害のケースは、ドイツ陸軍軍人に

対するテロが発生した場合であった。ドイツ陸軍軍人が公然、非公然を問

、 。 、わず殺傷された場合 当然占領軍はそれに対する報復を実施した その際

軍はユダヤ人をまず報復の対象とし、ドイツ兵死者一人に対して数十倍の

ユダヤ人を殺害した 。これも軍にとってパルチザンとユダヤ人は同（１７５）

一（パルチザン＝ユダヤ人）と言う図式が成立していたとすれば当然の帰

結であったと考えられる。

軍集団及び軍集団後方地域でのドイツ陸軍によるユダヤ人殺戮に対する

関与は、ＳＳ特別行動隊の活動への非協力から容認へ、更に間接的協力か

ら直接強力、自らの参加へと進んでいった。
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第２節 軍及び軍後方地域

軍の、特に軍の前方地域（戦闘地域）におけるＳＳ特別行動隊に対する

関係は、軍司令官の性格によって異なっていた。親ナチ将軍として有名だ

ったフォン・ライヘナウ元帥が軍司令官であった第６軍では、１０月１０

日「東方地域における部隊の態度」と題する軍命令を下達し、隷下部隊に

対して東部戦線での精神的指針を示した。その内容は次の様なものであっ

た。

「ユダヤ・ボルシェビズム体制に対する戦争の最重要目標は、その権力

手段の破壊とヨーロッパ文化圏に対するアジア的影響力の根絶である。

その目標達成の為に、部隊は従来の軍人精神は捨てるべきである。東方

地域における軍人は、単に戦術原則に従った戦士であるばかりでなく、仮

借なき民族主義理念の担い手であり、ドイツとその血縁民族に加えられた

蛮行に対する復讐者である。

それ故に、軍人はユダヤ劣等人種に対する厳しいが正当な懲罰を充分理

解しなければならない。更なる目標は国防軍の後方での反乱の芽を摘み取

る事であり、経験的に言ってその反乱を唆すのは常にユダヤ人である。

前線後方の敵に対する戦いは未だ充分ではない。腹黒く残忍なパルチザ

ンと堕落した女達が戦時捕虜となり、不充分な制服や民間人の服装をした

、 。狙撃者や浮浪者が正式の軍人のように扱われ 捕虜収容所へ送られている

捕虜のロシア軍将校は、ソヴィエトの工作員が自由に通りを往来し、ドイ

ツの野外給食を受けていると嘲笑している。このような部隊の態度は、思

慮分別に欠けると言わざるを得ない。今や、軍の各級指揮官は現在の戦い

の意義を喚起する時である。

国防軍により面倒を見る義務のない住民や戦時捕虜に対して軍の炊事所

、 。で給食する事は 煙草やパンを与えるのと同様に誤まった人道主義である
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故国では欠乏に耐えており、指導部は困難の打開に努力している時に、た

とえそれが敵からの戦利品であっても敵に与える様な事があってはならな

い。それは、我々の補給にとって不可欠なものである。

ソヴィエト軍は、後退に際してしばしば施設に放火している。部隊は宿

営施設として確保する必要のある限りにおいて消火に関心を持つべきであ

る。それは絶滅戦争の中で、建物の形でのかつてのボルシェビズム支配の

象徴の消滅である。東方では、これらの建物は歴史的にも芸術的にもこの

、 。 、際 何の役割も果たさない 戦時経済上重要な原材料と生産地については

指導部から指示が与えられる。

戦闘中の部隊の後方の住民を完全に武装解除する事は、長く脆弱な補給

線を考慮すれば緊要な事である。可能な場所では捕獲した武器、弾薬は隠

蔽し警備する必要がある。戦闘状況上それが不可能な場合は、それらは破

壊しなければならない。軍の後方で、パルチザンによる武器使用事案が確

認されれば厳格なる措置により秩序を維持すべきである。この措置は、そ

の場に居れば陰謀を阻止できるか通報できたであろう男性住民に対して実

施されねばならない。事態の推移を傍観する大多数の表面上だけの反ソ連

勢力の無関心の態度は、ボルシェビズムに敵対する積極的な協力へと決心

の変更を強要されねばならない。それでなければ、ソヴィエト体制の構成

員と見なされ、そう扱われるのを覚悟すべきである。ドイツの報復への恐

怖の方がボルシェビキの残敵の脅しより強力でなければならない。

軍人は将来の全ての政治的考慮の内、次の二点を実行しなければならな

い。

１） ボルシェビズムの誤謬とソヴィェト国家、その軍隊の殲滅

２） 異人種による陰謀と残忍な行為の一掃によるロシアにおけるドイ

ツ国防軍の生命の安全の確保
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これらの達成により、アジア・ユダヤ的危険からドイツ民族を救うと言

う我々の歴史的使命を果たす事ができる。

フォン・ライヘナウ 」（１７６）

フォン・ライヘナウはこの命令によって、隷下部隊に完全にナチ・イデ

オロギーに基づく対ソ連戦の遂行を要求しているが、ドイツ国防軍最高司

令部は対ソ連侵攻開始時に「ロシアにおける部隊の態度に関する指針」と

題する次の命令をすでに参加部隊に下達していた。

「１） ボルシェビズムは国家社会主義のドイツ国民にとって不倶戴天

の敵である。この破壊的世界観とその信奉者の存在がドイツにと

っての戦争理由である。

２） この戦争はボルシェビキ扇動者、不正規兵、破壊工作者及びユ

ダヤ人に対する情け容赦のない手段と顕在潜在を問わぬ全ての抵

抗の一掃を要求する。

３） 赤軍の全ての構成員に関しては、それが捕虜であっても最大限

の注意が要求される。何故ならば、卑怯な戦闘法が予想されるか

らである。特に赤軍のアジア人兵士は、頑固で予想外であり、更

に卑劣で非情である。

４） 敵部隊を捕獲した場合は指揮官を直ちに部隊より分離すべきで

ある。

） 、 。５ ドイツ軍兵士は ソ連では純粋単一な住民に直面する事はない

ソ連は多数のスラブ、コーカサス及びアジア人の統合国家形態で

あり、ボルシェビキ支配者の力によって統一されている。ユダヤ

人はソ連での広範な代表者である。
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６） 多数のロシア人住民、特にボルシェビズム体制にその場しのぎ

の田舎の住民は明らかにボルシェビズムに批判的である。

非ボルシェビキ・ロシア人の間では民族意識と宗教心が結び付

いている。ボルシェビズムからの解放への喜びと感謝がしばしば

宗教活動に表わされるであろう。感謝祭と行列祈祷式は妨害され

たり邪魔されたりする事はない。

７） 住民との会話と婦人に対する態度は特に注意が必要である。多

くのロシア人は話せなくともドイツ語を理解できる。

敵情報機関は既に占領地において軍事上重要な施設、手段に関

する情報収集活動を開始している。

それ故に、いかなる不注意、目立った態度、愚鈍も重大な結果

をもたらす可能性がある。

（以下省略）

フォン・ライヘナウ 」（１７７）

この命令は東部作戦軍に対してボルシェビズムとユダヤ人には厳しく対

、 。 、処し ロシア人住民は寛大に扱うと言う基本方針を示している 各軍集団

軍も概ねこの基本方針に則り行動しているが、ただ前進速度が早く攻撃力

の中心である装甲集団では後方地域を持たない事もあって、一般に野戦軍

より住民及びユダヤ人対処が緩かであった。例えば、フォン・クライスト

上級大将の第１装甲集団ではＳＳ特別行動隊との接触をできるだけ少なく

する為にＳＳ特別行動隊指揮官の軍情報参謀訪問に限定し、それ以外の接

触は秘密野戦警察を通じて行うように指示している 。また中央軍集（１７８）

団はグデーリアン上級大将の第２装甲集団に対して、ユダヤ人も共産主義

体制の下で辛酸を嘗めて来たのであるから、その対処は占領後に実施する

ように指示し、また共産党員、コムソモール構成員についても共産党によ
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って騙されて来たのは明らかであるので、彼らを免罪して危害を加えるの

を禁止している 。（１７９）

それに比べてライヘナウ命令は遥かに厳しく、東部作戦軍の中で模範的

な命令としてヒトラーに感銘を与えているだけに、フォン・ライヘナウは

親ナチス将軍の面目躍如といった所であろう。実際に第６軍のＳＳ特別行

動隊に対する関係は緊密であり、対ソ連侵攻開始日の６月２２日には軍情

報参謀は隷下軍後方地域司令官に対して、ルブリンのＳＳ特別中隊の軍作

戦地域への配置とそれに対する支援を命じ、ＳＳ特別中隊に対しては連絡

強化の為に連絡将校の軍司令部への派遣を要請している 。またＳＳ（１８０）

特別行動隊以外の特別部隊に対しても、ＳＳ特別中隊の任務に関する連絡

と調整を軍司令部が実施している 。更に、フォン・ライヘナウは軍（１８１）

後方地域の安全確保の為、ＨＳＳＰＦイェッケルンＳＳ・警察大将に対し

て指揮下のＳＳ及び警察部隊の派遣を要請している 。（１８２）

この様にフォン・ライヘナウはＳＳを補助兵力として最大限利用する一

方で、秘密野戦警察が捕らえた不審人物と女子供を除く捕虜収容所の被収

容者のＳＳ特別行動隊への引き渡しを命じ 、隷下の第２９軍団に対（１８３）

しては９月１４日キエフ東方の包囲殲滅戦の最中にもかかわらず軍団作戦

地域へのＳＳ特別中隊４ａの配属とその支援を命じている 。また、（１８４）

ハリコフ戦の真っ只中の第５５軍団に対しても、１０月１８日第２９軍団

と対してと同様の命令を出して 、ＳＳ特別行動隊に対して最大限の（１８５）

協力を惜しまなかった。

これに対して、後に自分自身が反ヒトラー運動に参加する事になるフォ

ン・シュチュルプナーゲル大将指揮下の第１７軍は第６軍に比べてかなり

緩かで、危険分子のＳＳ特別行動隊への引き渡しの可能性は残しているも

のの、武器を使用した抵抗の生起した場合のみ大隊長以上の命によって武

力制圧を認め、それ以外の一般住民への実力行使は禁止している 。（１８６）



- 116 -

第１１軍司令官フォン・マンシュタイン上級大将も１１月２０日、ユダ

。 、ヤ・ボルシェビズム体制の殲滅を指示する命令を下達した 命令の大半は

ユダヤ・ボルシェビズムはドイツにとって相容れざる敵であるので容赦な

く殲滅せよと言う「ライヘナウ命令」と基本的には同じだが、具体的に実

行すべき事項は、夜間の兵の単独行動を禁止する、車両移動時には必ず武

、 「 」器を携行せよ等 自衛の為の注意事項が列挙されており ライヘナウ命令

に比べればかなり緩かである 。（１８７）

そうは言っても軍作戦地域でのＳＳ特別行動隊との実際の関係は極めて

親密であった。なぜならば、第１１軍には１個ＳＳ特別行動隊（Ｄ）が配

属されていた為に、第１１軍とＳＳ特別行動隊との接触の機会は他の野戦

軍よりも遙かに多かった。

ヴァグナー・ハイドリヒ協定では軍作戦地域で行動できるのは１個ＳＳ

特別中隊とされており、対ソ連侵攻作戦当初は第１１軍でもそれが遵守さ

れていたが 、７月１２日ＳＳ特別行動隊Ｄ隊長オーレンドルフＳＳ（１８８）

大佐は第１１軍司令官フォン・ショーベルト上級大将と会談し、軍作戦地

域に他のＳＳ特別中隊及びＳＳ特別行動中隊を展開する許可を得、それと

引き替えに第１１軍はこれらのＳＳ特別中隊を自由に運用できる事にな

り、両者の緊密度は更に深まった 。（１８９）

１９４１年７月２９日、第３０軍団は、第１１軍司令部に対してドニエ

プル川東方のヤムポール及びソロキ付近にルーマニアのベッサラビアを追

放された大量のユダヤ人がいて、それが西へ向かっているのを発見したと

報告した。それに対して第１１軍司令部は、ドニエプル川渡河点でユダヤ

人の移動を阻止して、その処置をＳＳ特別行動隊に任せるように命じてい

る 。（１９０）

８月７日、第１１軍は第一線後方の平定、特に民間人の服装をしたロシ

ア人パルチザンの掃討を命じ、関係隷下軍団とルーマニア軍団に対してそ



- 117 -

。 、 、の旨を伝達している また 隷下ルーマニア軍団に対しては特に政治文書

政治的不審人物を捕らえた場合はＳＳ特別行動隊へ引き渡すように命じて

いる 。（１９１）

第１１軍野戦憲兵隊は、捕らえたロシア人不審人物ウラジミール・ロマ

ネンコの尋問とその処置をＳＳ特別中隊１１ａに依頼し、これに対してＳ

Ｓ特別中隊１１ａは９月９日ロマネンコを精神障害者で無益と判断して処

刑した旨報告している。こうして殺害された精神障害者、ジプシー、アジ

ア系住民の総数は数万人に及ぶと言われている 。（１９２）

この様に第１１軍は、ＳＳ特別行動隊に活動の細部まで逐一報告させ、

前進経路についても指定する等、ＳＳ特別行動隊を完全にその統制下に置

いて前線後方の安全の確保の為に積極的に運用した。また、ＳＳ特別行動

隊の任務の為にも協力し、第５５３軍後方地域を通じて宿営、給養等の兵

站支援も行っていた 。（１９３）

第１１軍作戦地域ではルーマニア軍も行動していたが、実際にＳＳ特別

中隊１０ｂは７月６日からルーマニア軍の指揮下に入った。ルーマニア軍

はＳＳ特別中隊に積極的に協力し、７月８日ＳＳ特別中隊が１００人のユ

ダヤ人を捕らえて処刑したのに対して、ルーマニア軍は自隊で７月８日、

９日の両日で５００人以上のユダヤ人を射殺している。この様にルーマニ

ア軍及びルーマニア警察はユダヤ人殺害に積極的で単独でも大量のユダヤ

人を殺害していた事がＳＳ特別行動隊Ｄの状況報告によって明らかになっ

ている 。（１９４）

これに対してドイツ同盟国軍の中で、イタリア軍はユダヤ人への措置に

消極的であった。次の一例がそれを示している。８月８日、第１１軍司令

部はオルシャンカ地区で行動中であったＳＳ特別行動隊Ｄに対して、イタ

リア軍はユダヤ人殺害を嫌悪しているので、イタリア派遣軍団が同地区へ

進出して来るのを理由に、ＳＳ特別行動隊Ｄの同地区からの退去を命じて
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いる 。（１９５）

更に軍後方地域で問題になるのは、軍集団後方地域の場合と同様に軍捕

虜収容施設における「コミッサール命令」の実行である。軍後方地域でも

軍後方地域捕虜収集所内での政治委員及びユダヤ人の軍自身による処刑は

比較的少数に留まり、特別選別によるＳＳ特別行動隊への引き渡しにも大

抵の所長は消極的であり、その数もそれほど多くはなかった。コルガの軍

捕虜収集所では１０月１１日～１６日までの間に、３２ ６８２人の新た,

な収容者の内ユダヤ人としてＳＳ特別行動隊に引渡されたのは７５人にす

ぎない 。また、ＳＳ特別行動隊による捕虜収集所への立ち入りも所（１９６）

長の抵抗に遭ってほとんど不可能の状態であった。しかし、１０月の新協

定成立後は軍集団後方地域の場合と同様にＳＳ特別行動隊の捕虜収集所へ

の立ち入りも次第に緩和されていった。

軍捕虜収集所、特に所長クラス（少佐・大尉）のＳＳ特別行動隊に対す

る非協力あるいは嫌悪は、少数の例外（少数とは言えＳＳ特別行動隊をは

っきり拒否し上級部隊にその行動を抗議した将校がいた事は特記すべき事

） 、ではあるが を除いて 軍人倫理に基づく服従と良心の問題ではなく（ ）１９７

むしろ面倒な事はできるだけ後に送ろうと言う事勿れ主義と軍の面子への

拘りに起因していると考えられる。

軍後方地域内のＳＳ特別行動隊は軍後方地域司令官の統制下にあり、行

動地域、前進時期及び経路等を指定され 、部隊の活動内容は全て軍（１９８）

後方地域司令部情報参謀に報告する事になっており 、また、兵站面（１９９）

は軍後方地域兵站部隊から宿営、給養等の支援を受けていた 軍後方。（２００）

地域司令官は後方地域の安全の確保の為にＳＳ特別行動隊を運用し、関係

部隊に通報するとともに地域内の野戦憲兵隊と秘密野戦警察に対してＳＳ

特別行動隊との連絡、調整を緊密にするように命じていた 。また、（２０１）

ＳＳ特別中隊・ＳＳ特別行動中隊レベルでの軍後方地域でのカウンターパ
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ートは軍政を実施する地区司令部であり、両者の関係も極めて緊密かつ良

好であった 。（２０２）

８月３１日、ニコライエフの地区司令部Ⅰ／８５３は、８月末の１週間

に同司令部の了解の下にＳＳ特別行動隊によって地域内で直接軍には関係

のない２３０人のユダヤ人が捕らえられて処刑されたが、軍施設への侵入

により捕まった５人のユダヤ人は地区司令部に引き渡され、地区司令部自

らの手で公開絞首刑に処した事を第５５３軍後方地域司令官に報告してい

る 。（２０３）

任務が近接していた秘密野戦警察とＳＳ特別中隊はしばしば共同でユダ

ヤ人狩りを行い 、野戦憲兵隊の場合は後方地域での巡察勤務がＳＳ（２０４）

特別中隊の任務と競合した。そこで最終的には、敵国軍人及びドイツ軍に

直接関わる民間人については野戦憲兵隊が対処し、ユダヤ人及びその他の

民間人はＳＳ特別中隊が処置する事になり、野戦憲兵隊が巡察中あるいは

哨所で捕らえた民間不審人物とユダヤ人はＳＳ特別中隊に引き渡された。

次は不審者処理の典型的な一例である。１２月１１日、第６８３野戦憲

兵隊第１分遣隊は拘束している５人の不審人物の内、軍隊手帳を所持して

いた１人は軍人と判断して軍捕虜収集所へ後送し、ユダヤ人と思われる１

人はＳＳ特別中隊に引渡し、残る３人については軍人と推定されるが軍隊

手帳を所持していないので軍人とは確認出来ず、引き続き取り調べる事に

した 。（２０５）

やがてパルチザンの脅威が増して来ると、大規模な掃討作戦が軍後方地

域司令官の指揮下で実施された。その際陸軍警備部隊のみならずＨＳＳＰ

、 、 。Ｆ指揮下の警察部隊 武装ＳＳ部隊 更にＳＳ特別中隊も参加した（ ）２０６

小規模な対パルチザン作戦は各部隊毎にも実施されたが、しばしば地区司

令部の主導下に野戦憲兵隊、秘密野戦警察及びＳＳ特別中隊の三者共同の

作戦が実施された 。その際、パルチザン被疑者のみならず多数のユ（２０７）
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ダヤ人一般住民も殺害された。

ドイツ兵に対するテロの発生に際しては、その報復として陸軍警備部隊

の単独での住民殺害が行われ、ユダヤ人住民が人質としてまず最初に殺さ

れた 。（２０８）

これらのユダヤ人殺害を通じて陸軍地区司令部は、ＳＳ特別行動隊やル

ーマニア軍による軍後方地域内でのユダヤ人大量殺戮の容認から 、（２０９）

更に無差別なユダヤ人殺戮への荷担へとエスカレートしていった。

９月１９日、ＳＳ特別行動隊Ｃの特別中隊は地区司令部指揮下の警備部

隊と６０名のウクライナ民警の応援を得て、ジトミールでユダヤ人狩りを

実施し３ １４５人を殺害している 。その外にもＳＳ特別行動隊報告, （２１０）

には随所に陸軍部隊の協力の文字が見える 。（２１１）

また、ＳＳ特別行動隊側から軍後方地域部隊への協力も行われていた。

１１月２０日の第５５３軍後方地域司令部報告によればＳＳ特別行動隊は

、 、パルチザンから押収した武器 弾薬を地区司令部に引き渡しており（ ）２１２

、１２月にはユダヤ人から没収した衣類と靴を軍捕虜収容所に提供し（ ）２１３

更に、１９４２年２月１２日にはシンフェロポール地区司令部の要請によ

りＳＳ特別行動隊Ｄはユダヤ人から没収した１２０個の時計を軍に提供し

ている 。（２１４）

この様に軍後方地域とＳＳ特別行動隊の関係は、最終的には互いに持ち

つ持たれつの関係へと進んで行ったのである。これは、軍の情報分野では

一層顕著であった。軍司令部及び軍後方地域司令部情報参謀は現地人を保

、 、安要員として使用する場合 その審査をＳＳ特別行動隊に依頼していたが

このＳＳ特別行動隊の協力に対して、やがて軍側も両者間の協定を越えて

ＳＳ特別行動隊の「政治的特別任務」を積極的に支援して行くようになっ

た 。（２１５）

一方占領地域内のユダヤ人の存在に不安を感じるようになった地区司令
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部もその対策にＳＳ特別行動隊の援助を求め、その結果地域内でのＳＳ特

別行動隊によるユダヤ人殺戮を容認する結果となった。

ところで、ＳＳ特別行動隊はルーマニア軍政地域でも行動していたが、

表面上の良好な関係とは裏腹に、トランスニストリアではルーマニア軍政

当局からドイツ第５５３軍後方地域司令官に対して、ドイツ警察あるいは

ＳＳ特別行動隊がルーマニア軍憲兵司令官を拳銃で脅す等の横暴、非行を

行い、今後その再発を防ぐ為にＳＳ特別行動隊とルーマニア軍政当局との

間の明確な任務分担を要望している 。（２１６）

第３節 軍団作戦地域（戦闘地域）

ＳＳ特別行動隊のいくつかのＳＳ特別中隊( )は第一線軍団地域で行SK

動したが、その戦力は兵力は７０～８０名、装備火器も小火器だけで、ド

イツ陸軍の自動車化軽歩兵二分の一個中隊に相当する程度に過ぎず、軍事

的には取るに足りないものであった。その為、前線でソ連軍とまともに衝

突すれば一溜りもなかったと思われる。それでも、その様な危険を冒して

もＳＳ特別中隊が努めてドイツ陸軍部隊とともに前方への早期の進出を図

ったのは、無防備、無警戒な状態のユダヤ人を一刻も早く、一人でも多く

捕捉殲滅したかったからに外ならない。

北ウクライナのジトミール周辺では７月後半、ＳＳ特別行動隊によって

大規模なユダヤ人、共産主義者掃討作戦が実施された。その際、第６軍隷

下のハンス・ラインハルト( )大将の指揮する第５１軍団のHans Reinhard

部隊が支援し、その結果約２００人のユダヤ人、共産主義者が捕らえられ

て処刑されている。またラインハルト大将は、１０月１０日のフォン・ラ

イヘナウ元帥の「東方地域における部隊の態度」命令の下達の際も、軍団

内の全ての兵に至るまでこの命令を徹底させる様に命じており、南方軍集

団の軍団長の中で最も強くフォン・ライヘナウ命令に共鳴した将軍の一人
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であった 。（２１７）

南ウクライナでは１０月の段階でＳＳ特別行動隊Ｄの５個ＳＳ特別行動

中隊・ＳＳ特別中隊の内、２個ＳＳ特別中隊が第一線軍団と行動を共にし

ていたが、第１１軍司令部は隷下の第３０軍団と第５４軍団に対して、そ

れぞれにＳＳ特別中隊１０ａと１１ａの配属とこれらに対する支援を命じ

ている 。（２１８）

第３０軍団と行動を共にしていたＳＳ大尉ゼーツェンの指揮するＳＳ特

別中隊１０ａは、８月初めコジマにおいて第３０軍団と共同で大規模なユ

ダヤ人掃討を実施している。発端は一人のウクライナ人農婦による第６４

７秘密野戦警察へのユダヤ人の集会の通報であった。この情報を受け取っ

た第３０軍団司令部は直ちにＳＳ特別中隊１０ａに通報し、ＳＳ特別中隊

は１個小隊を急派してコジマのユダヤ人地区を偵察させた。その結果、情

報の信憑性が確認されるとＳＳ特別中隊１０ａと秘密野戦警察、更に軍団

司令部から派遣された４００名の陸軍部隊がユダヤ人地区を急襲し、約４

００人のユダヤ人男性を捕らえ、更に９８人がウクライナ人の協力で捕ら

えられた。その内１７５人は人質としてドイツ陸軍捕虜収容所に送られ、

高齢者が釈放された以外の者は、２４名から成る陸軍の銃殺隊と１２名か

。 、ら成るＳＳ特別中隊の銃殺隊によって処刑された ＳＳ特別中隊１０ａは

その後も第３０軍団と行動を共にしドニエプル川東方でユダヤ人殺戮を続

けた 。（２１９）

ＳＳ少佐ツァップの指揮するＳＳ特別中隊１１ａは７月１３日、第５４

軍団作戦地域に入り 、第５４軍団司令部と共に旧ルーマニア領ベッ（２２０）

サラビアのキシニョフを占領した。そこでＳＳ特別中隊１１ａはドイツ陸

軍部隊とルーマニア地区司令部と協同して街の一角にゲットーを設立し、

約１０００人の１６歳から６０歳までのユダヤ人男性を収容してドイツ陸

軍あるいはルーマニア軍に必要な労働力を提供した。また、ドイツ陸軍部
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隊に死傷者が発生するとゲットー内の人質のユダヤ人を１００人単位で殺

していった 。（２２１）

この時期のＳＳ特別中隊１１ａとドイツ陸軍部隊及びルーマニア軍との

関係は良好で、ドイツ陸軍野戦憲兵隊は７月後半に捕らえたユダヤ人６８

人をＳＳ特別中隊に引き渡し、ＳＳ特別中隊はそのユダヤ人は直ちに処刑

されている。また、ＳＳ特別中隊１１ａはルーマニア占領軍に対して、市

内のユダヤ人墓地が破壊され死体が通りに撒き散らされた事件は、ＳＳ特

別中隊１１ａの仕業だと言う噂を否定する為の調査を要求し、それに対し

てルーマニア占領軍地区司令官ツゥドッスィ大佐は厳重な捜査の実施を約

束している 。（２２２）

８月２日、第５４軍団司令部はＳＳ特別中隊１１ａに対して、ジムポー

ル、ソロキ付近で発見された大量のユダヤ人をルーマニア軍が更に東方に

追放しようとしている事に関して、その意図をあらゆる手段を使って阻止

しこのユダヤ人を取り調べてベッサラビアへ送還するように要請した。そ

の後、ＳＳ特別中隊１１ａは第５４軍団司令部と共に前線へ進出し、ソ連

軍の空襲、砲撃を掻い潜りながら、ユダヤ人、共産主義者やパルチザンの

。 、 、 、捜索と処刑を続けた その間 捕獲した武器 弾薬は第５４軍団に引渡し

また捕獲したソ連軍捕虜の尋問から得た軍事情報を軍団司令部に提供して

いる 。（２２３）

８月１４日にはＳＳ特別中隊１１ａは、第一線で行動中の武装親衛隊ラ

（ ） 、イプシュタンダルテ・アドルフ・ヒトラー ＬＡＨ 旅団の一隊に出会い

その際ＬＡＨ旅団が捉えていた５人の共産党役員の引き渡しを受けてこれ

を処刑している 。（２２４）

８月１９日、ＳＳ特別中隊１１ａは第５４軍団指揮下の第６４７秘密野

戦警察第２分遣隊から調査依頼のあったペーター・シュムスキーを共産党

役員と断定して処刑した旨の報告を第５４軍団司令部へ送っている。同じ
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日、秘密野戦警察はＳＳ特別行動隊に処置を依頼した不審人物レブルック

に関する報告を求めている。これらの事実から、この時期にはまだ秘密野

戦警察とＳＳ特別行動隊の間で民間人不審人物の取扱いに関する任務区分

が厳格に守られている事が分かる 。（２２５）

しかし、軍団作戦地域において秘密野戦警察自身も敵対勢力の掃討を開

始する。更に大規模な作戦が実施される場合は、ＳＳ特別行動隊と協同で

実施し、その際軍団指揮下の野戦憲兵隊、更には陸軍の第一線部隊もこれ

に参加した。８月２４日にはニコライエフ（人口１６万人、その内ユダヤ

人６，０００人）において、秘密野戦警察とＳＳ特別中隊１１ａとの共同

作戦が実施された 。８月２７日にはヘルソン（人口６万人、その内（２２６）

ユダヤ人２，０００人）において、秘密野戦警察の要請によりＳＳ特別中

隊１１ａ、野戦憲兵隊及び第７２師団第１２４歩兵連隊第１大隊によるユ

ダヤ人、共産党、パルチザンに対する掃討作戦が、まだソ連軍による砲撃

の続く中で実施されている 。（２２７）

ＳＳ特別中隊１１ａは１０月１７日、第１１軍司令部の命令により、ペ

レコープ地峡への突破攻撃の激戦中であった第５４軍団の作戦地域を退去

して第１１軍の後方地域へ向い、第５５３軍後方地域司令官の指揮下に入

った 。しかし、その後第５４軍団によるクリミア半島の攻略が進展（２２８）

するとともに再び第５４軍団作戦地域に進出して大規模なユダヤ人殺戮を

行う事になる。

軍団長の中には軍団作戦地域でのＳＳ特別行動隊の活動を嫌悪する者も

いたが、表立って批判する者はほとんどいなかった。しかし、大部分の第

一線部隊指揮官がＳＳ特別行動隊の活動を嫌った本当の理由は、ユダヤ人

に対する同情の念からではなく住民に対する残虐行為が自分の部隊の規律

に与える悪影響への懸念からであった その為ＳＳ特別行動隊に対して 政。 「

治的特別任務」の実行を制限する事はなかったが、自分の兵達がその様な
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行為に関与する事は厳禁していた。ところがやがて兵達もＳＳ特別行動隊

のユダヤ人殺戮を聞いたり、あるいは直接目撃するに及んで陸軍部隊の軍

規も弛緩していった。ＳＳ特別行動隊の行動報告には、陸軍の兵がユダヤ

人の住宅を略奪した結果、ＳＳ特別行動隊の活動に支障を来した事が述べ

られている 。（２２９）

確かに師団以下の第一線部隊の中にはＳＳ特別行動隊のユダヤ人殺戮を

目撃して衝撃を受ける者もいた。特に師団付きの従軍神父、従軍牧師の驚

きは大きく、１９４１年８月ウクライナ、キエフ近郊のベジェヤラ・ツェ

ルコフにおけるＳＳ特別中隊４ａによる多数の子供を含むユダヤ人住民の

殺戮に際し、これを目撃した第４軍団第２９５歩兵師団付きのカトリック

の従軍神父とプロテスタントの従軍牧師達は直ちに師団首席従軍牧師に報

告した。師団首席従軍牧師は師団作戦参謀に対して事件の発生を報告し、

更に虐殺を中止させる様に要求している。師団は上級部隊である第６軍司

令部を通じてＳＳ特別行動隊と交渉して数日後にようやく虐殺を中止させ

ている 。（２３０）

しかしながら、全般的に見れば、軍団及び師団以下の戦闘部隊は、ユダ

ヤ人、共産主義者等を含む厄介な住民対策をＳＳ特別行動隊に任せる事に

よって自分達は軍事作戦の作戦行動に専念できるので、その方がむしろ好

ましく、また前線後方でのＳＳ特別行動隊による対パルチザン掃討作戦の

、 、実施は パルチザンと言う軍にとっての敵性勢力を一掃する事になるので

結果として軍団の第一線部隊の作戦の遂行に大いに貢献することになっ

た。以下はそれを証明する実例である。

９月５日、ヘルソン地区司令部の司令官は、第５４軍団麾下の第７２歩

兵師団長に対して、ＳＳ特別中隊１１ａの軍団作戦地域での活動が前線後

方地域の安全確保に最大限の貢献をしたと絶賛する内容の報告を送ってい

る 。（２３１）
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元々軍団は後方地域がないので、後方兵站組織を持たずＳＳ特別行動隊

に対しては作戦面の統制を行うだけであったが、第一線軍団作戦地域でも

当初から相互利益の関係が成立し、やがて前線後方の安全確保の為に共同

で対パルチザン掃討作戦を実施する過程で、軍団隷下部隊も直接ユダヤ人

の殺戮に手を染めて行く結果になった。
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Ⅲ 結 論

ドイツ東部作戦軍によって占領されたソ連占領地域は極めて早い時期に

民政に移管された。例えば一番早いリトアニアが移管されたのは東部作戦

軍がソ連への侵攻を開始した僅か１カ月後の７月２５日であり、最も遅い

エストニアでも１２月５日には帝国全権委員領オストラント

( )に編入されている。ドイツ国防軍のソ連占領Reichskommissariat Ostland

地域は、同じドイツの被占領国でありながら大戦終結までドイツ軍の軍政

下に置かれたフランス等の西欧諸国とは大きく異なっていた。過早の民政

移管はドイツ東部作戦軍にとって軍事行動遂行上は不都合であったが、逆

にヒトラーとナチス指導部には好都合であった。何故ならば東方地域は西

欧とは違って、ドイツ民族の為の生存圏を獲得する地域であり、この地域

で将来にわたってドイツによる確実な支配を行う為には、できるだけ早く

しかも完全に現地の指導層や敵性勢力を抹殺する必要があったからであ

る。その抹殺対象の第１優先こそナチスにとって不倶戴天の敵であるボル

シェビキとこれを支えるユダヤ人に外ならず、この抹殺を早くかつ確実に

実行する為には軍の干渉を受けにくい民政地域の方が有利であった。それ

は１９３９年にポーランドで得られた教訓であった。ポーランドではＳＳ

特別行動隊による過激な殺戮行動が国防軍の反発を招き、その活動に支障

が生じた。そこでヒトラーの考えた解決策は、軍政の早期終了と東方占領

省とその指揮下の帝国全権委員領を設立して、できるだけ早期に統治権を

移管する事であった。しかしながらソ連でのユダヤ人の殺戮は民政地区内

だけでは不充分であった。多くのボルシェビキ、ソ連のユダヤ人をより早

く確実に捕らえる為には、ＳＳ特別行動隊は東部作戦軍の作戦地域内で行

動する必要があり、しかも後方地域のみならず第一線戦闘地域にまで前進

する必要があった。これに対して東部作戦軍は軍の作戦地域内では軍の作

戦行動が当然の事として最優先されるので、ＳＳ特別行動隊の活動が軍の
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行動を阻害するような事になれば、それは容認できなかった。そこで東部

「 （ ）」作戦軍の軍事作戦とＳＳ特別行動隊の 政治的な特別任務 ユダヤ人殺戮

と言う異なる任務の遂行を巡って両者の間には複雑で微妙な関係が生じる

結果となった。

東部作戦軍のユダヤ人問題に対する考えは、部隊のレベルによって異な

っていた。すでに南方軍集団司令官のフォン・ルントシュテット元帥の例

で見た通り、軍集団司令官は多少の差はあるものの総じてナチ・イデオロ

ギーに共鳴してはいなかったが表だって反対する者はなく、ＳＳ特別行動

隊の作戦地域での行動は黙認するものの、軍自身はその様な活動には一切

関与しないと言う態度であった。

更に中央軍集団司令官フォン・ボック元帥を例に取っても、１９４１年

１１月に反ユダヤ政策にはそれほど関心はなかったが 「コミッサール命、

令」の実行に関しては、その対応を陸軍総司令官フォン・ブラウヒッチュ

元帥と協議したものの、結局陸軍の敵捕虜に対する適正な取扱いよりもド

イツ帝国の安全の方が優先するとの結論に達し、ナチス指導部に対して何

の意見具申もなされる事はなかった 。これは、９月２４日に下達され（１）

た南方軍集団司令官フォン・ルントシュテット元帥の命令も同様の主旨で

あり、そこには共産主義者、ユダヤ人がドイツ帝国にとって最大の敵と言

うナチ・イデオロギーへの同調は見られるものの、彼らに共通するのは軍

にとって都合の悪いユダヤ人殺戮等の犯罪行為は見ない触れないと言う軍

の体裁の保持を第一に考える消極的な態度であった。

野戦軍レベルでは軍司令官一人一人によってかなり差があった。それで

も南方軍集団内でナチ・イデオロギーに対して最も批判的であったフォン

・シュチュルプナーゲル大将の第１７軍やフォン・クライスト上級大将の

第１装甲集団でさえも、ユダヤ人がドイツ帝国にとって危険な敵である事

を認めて、ＳＳ特別行動隊のユダヤ人殺戮行動の実態を知っていながら、
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支援はしなかったが、あえてそれを禁止したり妨害する事はなかった。一

方親ナチスのフォン・ライヘナウ元帥の第６軍やフォン・ショーベルト上

級大将、後にはフォン・マンシュタイン上級大将の第１１軍では反ユダヤ

主義は更に鮮烈で、ＳＳ特別行動隊を軍後方地域の治安維持に利用する一

方で、軍作戦地域内でのＳＳ特別行動隊の「政治的特別任務（ユダヤ人殺

戮 」の遂行を支援した。）

軍団、師団以下の部隊が行動する戦闘地域では、陸軍部隊は目前の敵ソ

連軍部隊を撃滅する事に全力を傾注しており、作戦地域内の厄介な住民対

策をＳＳ特別行動隊が引き受けてくれるのであれば、たとえそれがユダヤ

人の大量殺戮を意味していようとも好都合と考えた。更に前線後方でパル

チザン活動の脅威が高まるとＳＳ特別行動隊はパルチザンを討伐して第一

線部隊の戦闘を容易にし、更に陸軍部隊自身もパルチザン討伐を実施する

ことになり、その過程でユダヤ人殺害に荷担する事になった。

陸軍内の組織でＳＳ特別行動隊と最も頻繁に共同行動を取ったのは、秘

密野戦警察と野戦憲兵隊であった。その主たる理由はこの三者の任務が近

接しており、更に一部は重複していたからであった。確かに陸軍総司令部

と保安警察・保安情報部間と軍集団とＳＳ特別行動隊間の諸協定で任務分

担が行われていたが、依然として幾つかの任務は重複、競合していた。そ

もそも秘密野戦警察は保安警察から陸軍野戦部隊の防諜任務の為に派遣さ

れている警察部隊でＳＳ特別行動隊とは保安警察と言う点で同根であり

、ユダヤ人が陸軍部隊の組織保全上から最大の脅威であればＳＳ特別（２）

行動隊と協同して脅威に対処するのは当然の事であった。一方野戦憲兵隊

は国防軍の軍事警察なので、軍内では最も警察に近い存在であり、特にド

イツでは秩序警察（制服警察）要員が応召した場合にこの職務に就く事に

なっていたので 、同じ警察出自という意味で通常の陸軍部隊よりＳＳ（３）

特別行動隊には親近感があった。しかも軍後方地域での巡察勤務に際して
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任務が競合していたので、捕らえたユダヤ人をＳＳ特別行動隊に引き渡し

てその処理を任せ、更に軍後方地域でのパルチザン討伐作戦では共同行動

を取るようになった。

同様の事は軍側でＳＳ特別行動隊との窓口であった軍情報部についても

言える。軍司令部内では、情報参謀がＳＳ特別行動隊に最も好意的であっ

たが、それは職務上接触の機会が多かったからだけではなく、現地人の保

安要員の審査と保安要員を通じての情報収集にＳＳ特別行動隊の協力が必

要だったからである。しかし、時にはＳＳ特別行動隊の無差別殺戮が軍情

報部の現地情報提供者を一掃してしまい、軍側がＳＳ特別行動隊の行動を

統制しなければならない事態も発生した 。（４）

後方地域の陸軍部隊とＳＳ特別行動隊は、戦闘地域よりも更に接触の機

会が多く、両者の関係もより緊密であった。その中でも特にＳＳ特別行動

隊に好意的で協力的だったのは占領軍地区司令部であった。占領軍地区司

令部はしばしば地域内のユダヤ人対策をＳＳ特別行動隊に依頼したが、そ

れが多くのユダヤ人殺戮の舞台となった。これに対して、同じ軍集団ある

いは軍後方地域司令官の指揮下にあるにもかかわらずＳＳ特別行動隊の活

動に最も非協力的だったのが捕虜収集所、及び捕虜移送収容所であった。

この様な対応に差が生じた理由は、ナチス流の表現を使えば、彼らが直面

するユダヤ人問題の程度の差、すなわちユダヤ人の脅威度の差に因ってい

たと考えられる。つまり後方地域の陸軍部隊にとって最も重要な事は、後

方連絡線の確保及び円滑な兵站活動を可能ならしめる為の後方地域の治安

の維持、安全の確保であった。これを基礎にして捕虜収容施設と地区司令

部にとってのユダヤ人問題を考えると、捕虜収容施設ではたとえ捕虜の中

にユダヤ人がいようと、それが政治委員であろうと捕虜は全て収容所警備

部隊の厳重な管理下にあり、ユダヤ人の存在自体がドイツ陸軍部隊の脅威

になる事はない。それ故に陸軍側は捕虜収容施設内のユダヤ人、政治委員
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のＳＳ特別行動隊への引き渡しには消極的であり、時にはＳＳ特別行動隊

の立ち入りも認めなかった。所長の中には公然とＳＳ特別行動隊の活動を

批判する者さえいた。しかし、彼らは極少数の例外を除いて人道的立場か

らそうしたのではない。ユダヤ人の脅威の度合いが極めて低かったので、

彼らはＳＳ特別行動隊の介入を排除する事によって、軍の威信と面子を守

ったにすぎなかった。

一方、後方地域司令部や地区司令部は対ソ連侵攻当初は、ドイツにとっ

て最大の脅威、敵はボルシェビズムとそれと同一のユダヤ人（ボルシェビ

） 、キ＝ユダヤ人 であると言うナチ・プロパガンダがあったにもかかわらず

ユダヤ人の一般住民が後方地域の安全を脅かす存在であるとは考えていな

かった。しかしながら、ドイツ占領軍に対してパルチザン活動が開始され

ると、パルチザン＝ボルシェビキ＝ユダヤ人というナチスのプロパガンダ

の図式が効を奏し始める。ＳＳ特別行動隊Ｄから第１１軍司令部に送られ

た報告に、ナチ・プロパガンダの典型を見る事ができる。それはクリミア

半島の住民調査において、一般住民に占めるユダヤ人の比率は数パーセン

トにすぎないのに、クリミア共産党の党員では６０％、各都市の人民委員

。 、会では３３～１００％がユダヤ人であると言うものであった つまり（ ）５

これはユダヤ人がボルシェビキ体制の中核であり主体である事を示してい

た。こうした事を通じて後方地域司令部や地区司令部は一般住民であるユ

ダヤ人も危険な存在としてその排除の必要性を認識するに至る。それ故に

ＳＳ特別行動隊によるユダヤ人殺戮を支援し、遂には自らの兵力を投入し

てユダヤ人殺戮を実行するに至るのである 。（６）

この様に、ドイツ陸軍東部作戦軍作戦地域の戦闘地域、後方地域の双方

において対ソ連侵攻の軍事作戦を遂行する東部作戦軍とボルシェビズム＝

「 」ユダヤ人の殲滅を任務とするＳＳ特別行動隊との間には一種の 共利共生

の関係が成立し、やがて東部戦線でともに共通の敵と戦う者同士の戦友意
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識が醸成され、陸軍部隊側もヴァグナー・ハイドリヒ協定や命令、規則で

規定された関係を越えた緊密な関係へと進んでいった。こうして軍のユダ

ヤ人殺戮の荷担への道が開かれたのである。東部戦線のドイツ陸軍各級部

隊は、多少の例外はあるものの概ね１９４１年８月下旬を境にして直接ユ

ダヤ人殺戮に手を染めていった。

陸軍部隊が無差別なユダヤ人殺戮に荷担していく発端は、前線の部隊で

あれ後方の部隊であれ、パルチザン討伐、作戦地域の安全確保と言う軍事

上の必要性からであったが、その背景には「ドイツ帝国にとっての最大の

敵ボルシェビズムを支える中心的存在はユダヤ人であり、その全てを抹殺

しなければならない」と言うナチ・イデオロギーの影響を認められる。そ

の影響は佐官クラス（大佐～少佐）ではそれほどではなかったが、青少年

時代をナチス政権下で送った若い尉官クラスの将校、下級下士官及び兵で

顕著であった。それは意識の面ではＳＳ特別行動隊隊員と大差がない程で

あった。しかし、それはドイツ国防軍内でのナチズム政治教育が効果を上

げていたと言うよりも、むしろ一般国民に対する政治教育、特に青少年に

対するヒトラーユーゲント等の組織でのナチスの政治教育・プロパガンダ

が効を奏していたものと考えられる。その為に軍事上の必要性から一旦女

子供を含むユダヤ人一般住民に対する殺戮が始まると、抵抗なく更に大き

な殺戮へとエスカレートして行った。その時、それを阻止できる立場にあ

った高級指揮官達（軍集団司令官、軍司令官、軍団長等）は、自身の反ユ

ダヤ主義の信念からそれを推進したライヘナウやラインハルトは別にして

も、フォン・ルントシュテットやフォン・ボックは軍の体面を保持し自分

の保身のために消極的な態度に終始してあえてそれを阻止する事はなかっ

たし、フォン・シュチュルプナーゲルやフォン・クライストさえも実質黙

認していた。

東部戦線で卓越した指揮を実行し、ドイツ陸軍の数多い将軍の中でも屈
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指の名将の一人に数えられるエーリヒ・フォン・マンシュタイン元帥は、

１９４９年１２月１９日、ハンブルクで開廷されたイギリス占領軍による

戦争裁判の軍事法廷において、１９４１年～１９４２年の東部戦線の南ウ

クライナ及びクリミア半島におけるＳＳ特別行動隊Ｄのユダヤ人殺戮行動

の容認、第１１軍指揮下の第５５３軍後方地域（ ）によるＳＳKor ck 553ü

特別行動隊への支援、クリミアの地区司令部によるユダヤ人殺害、１９４

１年１１月２０日のユダヤ人を敵視した命令の下達等の罪により、禁固１

８年の有罪判決を受けた 。（７）

まさに、このフォン・マンシュタイン元帥に対するイギリス軍の戦争裁

判の判決に、東部戦線におけるドイツ陸軍部隊のＳＳ特別行動隊によるユ

ダヤ人大量殺戮に対する容認、支援、更に軍の直接関与と言う姿勢の変化

と両者の関係の典型を見る事ができる。これは東部戦線で作戦を遂行した

大方のドイツ東部作戦軍部隊に当てはまる事である。

それは東部戦線における「国防軍潔白神話」は完全に破綻し、ドイツ国

防軍は、対ソ連戦においてソ連軍の撃滅を企図する武力戦のみならず、ユ

ダヤ人殲滅を企図する政治イデオロギー戦においても重要な役割を果たし

た事を意味している。すなわちドイツ国防軍は、まさにヒトラーが意図し

た武力戦と政治イデオロギー戦の「二重の戦争」の双方で、その遂行にお

いて中心的な存在であったと言える。

その後、東部戦線での戦いは１９４５年のドイツ第三帝国の滅亡まで一

層凄惨さを増して続き、一方政治イデオロギー戦は、ドイツ第三帝国によ

るヨーロッパの全ユダヤ人の絶滅（ホロコースト）へとエスカレートして

行く。その意味でも１９４１年の独ソ戦（東部戦線）は、１９３９年に始

まったヒトラーの戦争の重要な分岐点であったと言える。

今後は、ドイツ第三帝国における政軍関係研究の最大の焦点である１９

４４年の「７月２０日事件」の事実解明を目指して、東部作戦軍部隊の将
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校達の１９４１年の東部戦線での体験が、その後の国防軍内反ナチ・反ヒ

トラー抵抗グループ形成にどのように影響したのかと言う問題の解明に研

究を進める予定である。 （終り）
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